
四
七

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

翻
刻
に
あ
た
っ
て

前
稿
に
お
い
て
、
明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
哲
学
者
と
し
て
活
躍

し
た
井
上
哲
次
郎
（
一
八
五
五
～
一
九
四
四
年
）
の
日
記
『
巽
軒
日
記
』
の
一

部
（
明
治
二
六
～
二
九
、四
〇
、四
一
年
）
を
紹
介
し
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
同

じ
く
『
巽
軒
日
記
』
明
治
四
二
年
分
に
つ
い
て
引
き
続
き
紹
介
し
た
い
。
な
お
、

凡
例
に
つ
い
て
は
前
稿
で
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
割
愛
す
る
。
な
お
、
本
稿
の

翻
刻
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
室
員
の
村
上
こ
ず
え
が
担
当
従
事
し
、
室
員
の
谷

本
宗
生
が
指
揮
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

巽
軒
日
記

明
治
四
十
二
年
（
西
暦
一
九
〇
九
）　

上
半
期

一
月

一
日
、 

午
前
、
拝
賀
に
宮
中
に
赴
き
、
尋
い
で
青
山
東
宮
御
所
に
赴
く
、
○
黒

田
長
成
、
小
松
原
文
相
、
樋
山
資
之
、
中
隈
敬
三
、
辻
新
次
等
と
宮
中
に
会

見
す
、
○
不
在
中
吉
田
熊
次
、
浦
谷
熊
吉
来
賀
す
、
○
井
上
成
美
、
齋
藤
基

次
郎
来
賀
す
、
○
午
后
、
新
聞
雑
誌
を
読
む
、
○
夜
、
冨
山
房
よ
り
「
国
民

百
科
事
典
」
を
送
来
る
、
○
此
日
、
来
賀
者
総
計
百
四
拾
四
名
、
賀
状
端
書

参
百
参
拾
六
枚
、
小
封
書
五
拾
弐
通
、
大
封
書
弐
拾
弐
通
、
合
計
四
百
拾
通

3

3

3

3

3

3

、

之
を
来
賀
数
と
合
算
す
れ
ば
、
五
百
五
拾
四

3

3

3

3

3

、
○
東
亜
協
会
前
年
一
月
の
特

別
会
員
数
は
百
六
拾
七
名
、
本
年
一
月
は
参
百
八
拾
五
名

3

3

3

3

3

3

、
増
員
弐
百
拾
八

0

0

0

0

名0

、

二
日
、 

午
前
、
年
始
状
八
拾
九
（
葉
書
七
四
、
小
封
一
〇
、
大
封
五
）
来
る
、

○
間
端
吾
、
井
上
勃
爾
来
る
、
○
賀
状
を
認
む
、
○
午
后
、
年
始
に
濱
尾
新
、

久
保
田
譲
、
伊
澤
修
二
、
菊
池
大
麓
、
杉
浦
重
剛
、
狩
野
亨
吉
、
大
塚
保
治
、

澤
柳
政
太
郎
、
三
宅
秀
、
箕
作
佳
吉
等
二
十
五
名
に
往
く
、
○
不
在
中
堀
田

相
爾
来
る
、
○
賀
状
葉
書
五
十
四
、
小
封
九
、
大
封
六
、
合
計
六
十
九
、
○

夜
、「
東
亜
の
光
」（
三
の
一
）
を
鍋
島
侯
爵
夫
人
、
佐
治
実
然
、
小
松
原
文

資
料井

上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

村　

上　

こ
ず
え

谷　

本　

宗　

生



四
八

相
、
甫
守
謹
吾
に
送
る
、
○
夜
、
葉
書
十
五
、
小
封
二
、
大
封
三
、
合
計
弐

拾
、
更
に
終
日
の
分
を
合
算
す
れ
ば
、
葉
書
百
四
十
三
、
小
封
二
十
一
、
大

封
十
四
、
合
計
百
七
十
八

3

3

3

3

、
○
此
日
、
来
賀
者
総
計
六
十
一
名
、
之
を
賀
状

と
合
算
す
れ
ば
、
総
計
弐
百
参
拾
九

3

3

3

3

3

、
○Takenobu K

ikuchi

よ
り
其
著

D
ialogue betw

een a M
issionary and a true Christian

を
送
来
る
、

三
日
、 

午
前
、
賀
状
葉
書
四
拾
五
枚
、
封
書
拾
六
通
、
合
計
六
十
一
、
○
坂
口

進
よ
り
林
檎
及
蜜
柑
壱
籠
、
常
盤
大
定
よ
り
林
檎
を
送
来
る
、
○
広
池
千
九

郎
よ
り
絹
地
及
原
稿
を
送
来
る
、
○
広
井
辰
太
郎
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
齋

藤
儀
八
よ
り
来
状
、
○
賀
状
葉
書
拾
六
枚
、
封
書
四
通
、
合
計
弐
拾
、
○
浅

倉
屋
よ
り
羊
羹
及
び
手
帳
二
ツ
を
送
来
る
、○
真
浄
寺
よ
り
海
苔
を
送
来
る
、

○
井
上
成
美
来
談
す
、
○
夜
、
年
始
状
を
認
む
、
○
賀
状
葉
書
六
枚
、
封
書

三
通
、
合
計
九
来
る
、
○
此
日
の
賀
状
総
計
九
拾

3

3

、
○
来
賀
者
三
十
名
、
之

を
賀
状
と
合
算
す
れ
ば
百
弐
拾

3

3

3

、

四
日
、 

午
前
、
山
内
契
順
及
び
広
池
千
九
郎
よ
り
来
状
、
○
賀
状
、
葉マ
マ

二 

十
二
、
封
書
三
来
る
、
○
志
水
代
次
郎
来
訪
し
、
状
紙
等
壱
箱
を
携
来
る
、

○
午
后
、
植
田
弥
吉
及
び
壽
七
妻
来
訪
す
、
○
貞
松
よ
り
老
母
の
病
気
を
報

道
し
来
る
、
○
賀
状
、
葉
書
廿
一
、
封
書
一
来
る
、
○
夜
、
賀
状
、
葉
書 

十
五
、
封
書
四
、
此
日
の
賀
状
総
計
葉
書
五
十
八
、
封
書
八
、
合
計
六
十

3

3 
3

六3

、
○
此
日
、
来
賀
者
三
名
、

五
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
新
年
宴
会
に
宮
中
に
赴
く
、
北
里
柴
三

郎
、長
井
長
義
、柳
谷
謙
太
郎
、田
中
芳
男
等
と
会
見
す
、○
午
后
、年
始
に
、

田
中
宮
相
、
小
松
原
文
相
、
黒
田
侯
爵
、
乃
木
希
典
、
金
子
堅
太
郎
、
加
藤

弘
之
に
赴
く
、
○
大
倉
書
店
よ
り
年
玉
を
送
来
る
、
○
夜
、
年
始
状
を
認
む
、

○
此
日
、
来
賀
者
二
名
、
賀
状
、
葉
書
十
七
、
封
書
二
、
合
計
十
九
、
○
帝

国
学
士
院
及
び
歌
劇
大
会
よ
り
来
状
、

六
日
、 

午
前
、
広
池
千
九
郎
来
訪
す
、
○
教
界
春
秋
を
草
し
始
む
、
○
橋
本
節

齋
妻
玉
汝
死
去
の
報
来
る
、
○
午
后
、
書
状
を
中
村
久
吉
に
送
る
、
○
姉
﨑

袖
子
及
び
樋
口
秀
雄
妻
来
訪
す
、
○
堀
田
相
爾
来
談
す
、
○
夜
、
年
始
状
を

認
む
、
○
此
日
、
鈴
木
文
雄
よ
り
「
婦
人
病
と
水
治
法
」
を
送
来
る
、
○
賀

状
、
葉
書
十
、
封
書
六
、
合
計
十
六
、
○
来
賀
者
四
名
、

七
日
、 

午
前
、
辻
新
次
、
齋
藤
儀
八
よ
り
来
状
、
○
活
版
所
よ
り
哲
学
雑
誌
の

校
正
を
送
来
る
、
○
校
正
を
な
す
、
○
井
上
健
児
よ
り
玉
子
索
麺
を
送
来
る
、

○
午
后
、「
勅
語
教
本
」
二
百
部
の
奥
附
を
晩
成
所
に
付
与
す
、
○
哲
学
雑

誌
の
校
正
を
活
版
所
に
送
る
、
○
長
峯
浩
、
西
澤
之
助
の
紹
介
状
を
携
来
り
、

鴨
一
羽
を
送
る
、
○
川
田
銕
弥
、
こ
ろ
柿
を
齎
ら
す
、
○
夜
、
書
状
を
冨
田

春
山
に
送
る
、
渡
部
董
之
介
よ
り
書
状
及
び
書
類
来
る
、
○
間
千
代
来
談
す
、

○
此
日
、
賀
状
、
葉
書
十
、
封
書
一
、
合
計
十
一
、

八
日
、 

午
前
、
電
話
使
用
料
一
六
、五
〇
を
郵
便
局
に
納
む
、
○
午
后
、
荏
原

郡
教
育
会
に
品
川
東
海
小
学
校
に
赴
き
、
戊
申
詔
書
に
就
き
、
講
話
を
な
す
、

川
越
守
男
、
池
田
易
之
等
と
会
見
す
、
○
夜
、
活
版
所
よ
り
校
正
来
る
、
○

校
正
を
活
版
所
に
送
る
、
○
此
日
、
賀
状
、
葉
書
拾
枚
、
○
新
年
の
雑
誌
及

び
新
聞
に
登
載
せ
る
論
文
は
左
の
如
し
、

戊
申
詔
書
と
国
民
の
覚
悟

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

・
・
・
・
・ 

教
育
時
論

戊
申
詔
書
と
国
民
教
育

1

1

1

1

1

1

1

1

1

・
・
・
・
・
・ 

教
育
界

意
育
論

1

1

1

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

毎
日
電
報

道
徳
上
の
因
果
法

1

1

1

1

1

1

1

・
・
・
・
・
・
・
・ 

東
亜
の
光



四
九

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

戊
申
詔
書
に
就
い
て

1

1

1

1

1

1

1

1

・
・
・
・
・
・
・ 

仝
上

道
徳
と
禁
戒

1

1

1

1

1

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

修
身

新
年
の
遊
戯
は
何
が
宜
い
か

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

・
・
・
・ 

女
鑑

九
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
午
后
、
永
代
静
雄
、
友
枝
高
彦
来
訪
す
、

○
「
福
音
書
大
観
」
を
読
む
、
○
夜
、
ス
ガ
子
、
吉
田
宅
に
赴
く
、
○
「
福

音
書
大
観
」
及
び
「
伊
勢
神
宮
」
を
読
む
、
○
此
日
、
賀
状
、
葉
書
九
、
封

書
四
、
合
計
十
三
、

十
日
、 

午
前
、
岩
橋
遵
成
、
秋
山
悟
庵
、
大
森
万
次
郎
、
井
上
成
美
、
吉
田
雪

子
来
訪
す
、
○
夜
来
雪
積
り
て
満
都
銀
世
界
を
成
す
、
○
午
后
、「
福
音
書

大
観
」
を
読
む
、
○
夜
、
ゆ
に
て
り
あ
ん
協
会
に
赴
き
、「
日
本
に
於
け
る

1

1

1

1

1

1

宗
教
の
統
一

1

1

1

1

1

」
を
演
述
す
、
○
細
見
保
及
び
桑
木
厳
翼
よ
り
絵
端
書
来
る
、

○
新
見
吉
治
及
び
朝
鮮
研
究
会
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
賀
状
、
葉
書
五
、
封

書
一
、
○
鵜
飼
祐
弌
、
田
中
敬
来
訪
す
、

十
一
日
、 

午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
川
越
守
男
、
島
田
則
正
、
御
礼
の

為
に
浅
草
苔
を
携
来
る
、
○
建
部
遯
吾
よ
り
「
戊
申
詔
書
衍
義
」
を
、
帝
国

大
学
よ
り
「
大
日
本
史
料
」
を
送
来
る
、
○
午
后
、
小
柳
司
気
太
よ
り
鴨
壱

羽
と
書
状
と
を
送
来
る
、
○
浦
谷
熊
吉
、
深
作
安
文
来
訪
す
、
○
新
村
出
よ

り
絵
端
書
を
送
来
る
、
○
国
語
調
査
会
よ
り
「
送
仮
名
法
」
を
送
来
る
、
○

丙
午
出
版
社
よ
り
「
宗
教
学
綱
要
」
及
び
「
聖
徳
太
子
伝
」
を
送
来
る
、
○

夜
、
書
状
を
岩
田
僊
太
郎
に
送
る
、
○
山
口
志
げ
及
び
英
爾
来
る
、
○
石
蔵

太
兵
衛
よ
り
絵
端
書
を
送
来
る
、
○
此
日
、
賀
状
、
葉
書
四
枚
、

十
二
日
、 

午
前
、
平
川
泉
吉
来
訪
す
、
○
午
后
、
小
西
重
直
、
相
原
一
郎
介
、

上
野
陽
一
来
訪
す
、○
書
状
を
小
林
一
郎
に
送
る
、○W

undt, Einleitung 

 in die Philosophie

を
読
む
、
○
夜
、
引
続
きW

undt

を
読
む
、
○
石
川 

安
次
郎
よ
り
絵
葉
書
来
る
、
○
此
日
、「
戊
申
詔
書
に
就
い
て

1

1

1

1

1

1

1

1

」
丁
酉
倫
理

に
出
づ
、
○
鵜
飼
祐
弌
来
訪
す
、
○
賀
状
、
葉
書
二
枚
来
る
、

十
三
日
、 

午
前
、
広
池
千
九
郎
、
冨
田
春
山
、
山
﨑
末
吉
よ
り
来
状
、
○
学
習

院
に
赴
く
、
○
午
后
、
大
学
に
哲
学
字
彙
の
会
に
赴
く
、
○
夜
、
岩
田
僊
太

郎
、
大
島
直
治
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
雪
、
○
「
儒
教
の
長
所
短
所
」
哲
学

雑
誌
に
出
づ
、
○
賀
状
、
封
書
一
、
葉
書
一
、
○
冨
田
政
喜
よ
り
縫
子
に
書

状
を
送
来
る
、

十
四
日
、 

午
前
、
井
上
成
美
来
談
す
、
○W

undt, E
inleitung in die 

Philosophie, K
ülpe, Einleitung in die Philosophie

を
読
む
、
○
午

后
、講
義
に
大
学
に
赴
く
、○
小
林
一
郎
、植
田
弥
吉
よ
り
来
状
、○
夜
、「
福

音
書
大
観
」
を
読
む
、
○
ロ
提
督
逝
く
、

十
五
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
及
び
相
原
一
郎
介
の
使
者
来
る
、
○
中
村
桐
香
よ

り
来
状
、
○
午
后
、
教
科
書
会
に
文
部
省
に
赴
く
、
○
不
在
中
齋
藤
庸
一
郎

来
訪
す
、
○
国
書
刊
行
会
よ
り
書
籍
二
冊
送
来
る
、
○
夜
、
東
洋
大
学
の
筆

記
を
訂
正
す
、
○
此
日
、
賀
状
、
葉
書
二
、
○
井
上
秋
夫
、
東
亜
協
会
々
員

と
な
る
、

十
六
日
、 

午
前
、「
東
洋
哲
学
」
の
原
稿
を
飯
田
堯
一
に
送
る
、
○
原
秀
四
郎

の
原
稿
を
一
読
し
、
之
を
浦
谷
ふ
み
に
托
す
、
○
午
后
、「
儒
教
の
長
所
短

所
」
を
坂
本
嘉
治
馬
に
送
る
、
○
山
﨑
直
三
よ
りIllustration

一
冊
、
岡

部
為
吉
及
び
奥
平
清
助
よ
り
年
賀
状
来
る
、
○
八
木
光
貫
よ
り
来
状
、
○
小

柳
司
気
太
、
堀
田
相
爾
、
山
本
安
之
助
来
訪
す
、
○
「
福
音
書
大
観
」
を
読

む
、
○
夜
、
引
続
き
「
福
音
書
大
観
」
を
読
む
、
○
田
中
敬
来
訪
す
、
○
此



五
〇

日
、
賀
状
、
葉
書
二
、

十
七
日
、 

午
前
、
得
能
文
、
松
浦
一
、
補
永
茂
助
、
河
本
猷
蔵
、
乃
木
希
典
及

び
保
険
会
社
員
来
訪
す
、
○
東
京
市
役
所
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
田
中
敬
及

び
帝
国
教
育
会
よ
り
来
状
、
○
森
山
波
蔵
、
宮
﨑
虎
之
助
の
紹
介
状
を
携
来

る
、
○
尾
上
八
郎
よ
り
書
状
と
乾
柿
と
を
送
来
る
、
○
大
塚
保
治
、
枝
元
長

夫
来
訪
す
、
○
益
之
進
、
吉
田
宅
に
至
る
、
○
端
書
を
尾
上
八
郎
及
び
高
島

大
円
に
、
書
状
を
八
木
光
貫
に
送
る
、
○
夜
、
磯
部
武
者
五
郎
よ
り
速
記
と

書
状
と
を
送
来
る
、
○
「
福
音
書
大
観
」
を
読
了
す
、
○
井
上
成
美
来
談
す
、

○
此
日
、
賀
状
、
葉
書
二
、

十
八
日
、 

講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
松
浦
貞
固
、
中
村
桐
香
よ
り
来
状
、
○
不

在
中
清
藤
幸
七
郎
、
寺
尾
亨
の
書
状
を
携
へ
て
来
訪
す
、
○
雪
ふ
る
、
○
午

后
、
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
中
村
直
吉
坂
本
太
一
郎
の
紹
介
を
携
へ
て
来
訪

す
、
○
書
状
を
伊
藤
豊
十
に
送
る
、
○
夜
、
書
状
を
中
村
直
吉
、
松
浦
貞
固

に
送
る
、
○
須
藤
求
馬
、
有
馬
祐
政
及
び
高
島
平
三
郎
の
詩
文
を
添
削
す
、

○
此
日
、
宮
中
歌
御
会
始
あ
り
、〔
頁
左
部
に
「
▲
雪
中
松
（
御
題
）」
の
新

聞
記
事
切
抜
貼
付
〕

十
九
日
、 

午
前
、「
学
生
宝
鑑
」
を
伊
藤
豊
十
に
送
る
、
○
文
科
大
学
よ
り
来

状
、
○
書
状
を
野
尻
精
一
及
び
辻
本
卯
蔵
に
送
る
、
○
床
屋
に
赴
く
、
○
午

后
、
齋
藤
栄
来
訪
す
、
○
小
石
川
区
役
所
及
び
内
山
正
如
よ
り
来
状
、
○
書

状
を
朝
永
三
十
郎
に
、「
東
亜
の
光
」（
三
の
一
）
を
野
尻
精
一
に
送
る
、
○

大
日
本
続
蔵
経
二
套
を
郵
便
局
よ
り
受
取
る
、
○Paulsen, Einleitung 

in die Philosophie

を
読
む
、○
夜
、深
作
安
文
及
び
松
永
武
雄
よ
り
来
状
、

二
十
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
毎
日
電
報
社
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
小

谷
重
来
訪
す
、
○
夜
、
帝
国
教
育
会
に
赴
く
、
○
不
在
中
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、

廿
一
日
、 

午
前
、K

ülpe,  Einleitung in die Philosophie

を
読
む
、
○

井
上
成
美
来
談
す
、
○
午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
小
松
原
英
太
郎
及

び
藤
田
苗
よ
り
来
状
、
○
夜
、
石
原
即
聞
よ
り
来
状
、
○
山
﨑
直
三
及
び
塩

谷
温
よ
り
絵
葉
書
来
る
、
○
井
上
成
美
、
大
町
波
野
と
結
婚
す
、
乃
ち
之
に

赴
く
、
大
町
、
的
野
、
貝
原
夫
妻
と
会
見
す
、
○
此
日
、
澤
柳
政
太
郎
よ
り

「
学
修
法
」
及
び
「
教
師
及
校
長
論
」
を
送
来
る
、

廿
二
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○Tolstoy, W

hat is Art?

を
読
む
、

○
午
后
、
湊
を
し
て
大
森
房
吉
妻
の
葬
式
に
築
地
に
赴
か
し
む
、
○
小
谷
重

来
訪
す
、
○Tolstoy, W

hat is A
rt?

及
びH

öffding, Psychologie in  

U
m

rissen

を
読
む
、
○
書
状
を
牧
瀬
五
一
郎
及
び
三
宅
米
吉
に
送
る
、
○

「
戊
申
詔
書
と
小
学
教
員
」
小
学
校
に
出
づ
、
○
夜
、
日
之
出
生
命
保
険 

会
社
よ
り
来
状
、
乃
ち
之
に
返
事
を
送
る
、
○
引
続
きH

öffding, Psychologie 

を
読
み
、
又Schopenhauer, Ergänzungsband

を
読
む
、
○
此
日
、
冨 

田
政
喜
、
書
状
を
家
妻
に
送
来
る
、

廿
三
日
、 

午
前
、Schopenhauer, Ergänzungsband

を
読
む
、
○
清
藤
幸 

七
郎
来
訪
す
、○
午
后
、音
楽
学
校
に
赴
き
、帰
途
、博
品
館
に
立
寄
る
、○
夜
、

校
正
を
な
す
、

廿
四
日
、 

午
前
、
補
永
茂
助
、
浦
谷
熊
吉
、
田
中
鶴
林
来
訪
す
、
○
内
田
融
よ

り
絵
葉
書
来
る
、
○
井
上
夫
妻
及
び
大
町
氏
来
訪
す
、
○
午
后
、
黒
龍
会
よ

り
「
西
南
記
伝
」
二
冊
を
送
来
る
、
○
林
高
美
、
福
井
嘉
納
来
訪
す
、
○
真 

宗
興
正
派
よ
り
来
状
、
○
川
浪
道
三
、
森
山
波
蔵
来
訪
す
、
有
レ

故
不
レ

遇
、 

○
夜
、
吉
田
雪
子
来
談
す
、
○
研
究
、
○
此
日
、
野
村
靖
逝
く
、
享
年
六
十 



五
一

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

八
、

廿
五
日
、 

午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
午
后
、
浦
谷
熊
吉
、
姉
﨑
正
治
、

川
浪
道
三
来
訪
す
、
○
書
状
を
川
上
瀧
男
及
び
伊
藤
六
三
に
送
る
、
○
夜
、

佐
野
友
三
郎
及
び
教
科
書
会
よ
り
来
状
、
○
「
伊
勢
神
宮
」
を
読
む
、
○
千

頭
清
臣
よ
り
来
状
、○
雨
、○
此
日
、大
学
よ
り
大
日
本
史
料
一
冊
を
受
取
る
、

廿
六
日
、 

午
前
、
書
状
を
小
松
原
英
太
郎
に
送
る
、
○
縫
子
、
井
上
成
美
宅
に

赴
く
、
○
絵
葉
書
を
横
矢
重
道
、
石
川
安
次
郎
、
弘
丑
彦
、
広
田
直
三
郎
に

送
る
、○
所
得
税
二
四
、九
三
、市
税
所
得
税
附
加
二
、一
五
、区
費
所
得
割
一
、

〇
七
、市
街
宅
地
租
三
、三
七
、合
計
三
二
、五
二
を
区
役
所
に
納
む
、○
午
后
、

森
良
三
郎
来
る
、
○
教
科
書
会
よ
り
議
案
来
る
、
○
葉
書
を
元
良
勇
次
郎
及

び
中
村
直
吉
に
送
る
、
○W

undt, Einleitung in die Philosophie

を

読
む
、
○
夜
、H

öffding, Psychologie

を
読
む
、
○
船
越
や
す
及
び
野

村
家
の
通
知
書
来
る
、

廿
七
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
き
、
帰
途
野
村
家
に
赴
く
、
○
田
中
収
吉
よ
り

絵
葉
書
来
る
、
○
高
島
円
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
井
上
成
美
夫
妻
来
る
、
○

浦
谷
熊
吉
、
牧
瀬
五
一
郎
来
訪
す
、
○
長
府
法
度
を
乃
木
希
典
に
返
す
、
○

朝
永
三
十
郎
よ
り
来
状
、
○
同
文
館
よ
り
御
礼
来
る
、
○
不
在
中
深
作
安
文

及
び
長
谷
川
福
平
来
訪
す
、
○
西
澤
之
助
よ
り
来
状
、
乃
ち
之
に
返
事
を
送

る
、
○
夜
、
新
聞
雑
誌
を
読
む
、

廿
八
日
、 

午
前
、
有
馬
敬
助
、
岩
田
僊
太
郎
来
訪
す
、
○
研
究
、
○
午
后
、
講

義
に
大
学
に
赴
く
、
○
夜
、
小
松
原
文
相
の
招
燕
に
官
舎
に
赴
く
、
○
不
在

中
、
尾
上
八
郎
、
常
盤
大
定
来
訪
す
、
○
青
山
胤
通
よ
り
来
状
、

廿
九
日
、 

午
前
、
有
馬
敬
助
来
訪
す
、
○
午
后
、
教マ

マ
科
會
に
赴
く
、
○
浦
谷
熊

吉
、
岩
田
僊
太
郎
来
訪
す
、
○
縫
子
、
伊
澤
、
笹
川
、
姉
﨑
、
吉
田
宅
に
赴

く
、○
弘
道
館
よ
り
書
状
及
び「
系
統
的
教
育
学
」並
に「
教
育
教
授
の
新
潮
」

を
送
来
る
、
○
暁
星
学
校
よ
り
通
知
書
来
る
、
○
夜
、「
東
亜
の
光
」
口
絵

の
解
題
を
作
り
、「
中
学
修
身
」
を
訂
正
す
、

三
十
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
、
伊
東
尾
四
郎
来
訪
す
、
○
「
中
学
修
身
」
を
訂

正
す
、
○
内
山
正
如
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
野
尻
精
一
来
訪
す
、
○
「
中
学

修
身
」
を
訂
正
す
、
○
ゆ
に
て
り
あ
ん
教
会
よ
り
御
礼
来
る
、
○
夜
、「
家

庭
百
科
全
書
」
の
序
を
作
る
、
○
八
木
光
貫
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
萩
原
雲

来
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、

丗
一
日
、 

午
前
、
尾
上
八
郎
、
小
林
照
朗
、
堀
内
尚
同
及
び
文
学
社
手
代
鈴
木

某
来
訪
す
、
○
鈴
木
銕
幹
の
使
者
、
書
状
を
携
へ
て
来
る
、
○
午
后
、「
家

庭
百
科
全
書
」
の
序
を
内
山
正
如
に
送
る
、
○
冨
山
房
員
某
来
談
す
、
○
深

作
安
文
妻
来
訪
す
、
○
文
中
子
、
淮
南
子
及
び
張
子
の
正
蒙
を
読
む
、
○
夜
、

研
究
、
○
加
藤
駒
二
及
び
鶴
清
気
よ
り
来
状
、

二
月

一
日
、 

午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
冨
山
房
出
版
部
よ
り
来
状
、
○
途
上

伊
東
尾
四
郎
及
び
浅
川
雄
太
郎
と
会
見
す
、
○
午
后
、
坂
本
嘉
治
馬
、
常
盤

大
定
、
浦
谷
熊
吉
、
辻
本
卯
蔵
、
姉
﨑
増
子
等
来
訪
す
、
○
夜
、
教
科
書
会

よ
り
来
状
、
○
此
日
、
子
爵
田
中
不
二
麿
逝
く
、
○
山
内
雄
太
郎
、
東
亜
協

会
々
員
と
な
る
、
○
本
年
一
月
中
の
来
賀
者
及
び
賀
状
を
通
算
す
る
に
、
来

賀
者
、
総
計
弐
百
四
拾
四
名

3

3

3

3

3

3

、
賀
状
総
計
八
百
参
拾
八
通

3

3

3

3

3

3

、
合
計
一
千
〇
八

3

3

3

3

拾
一

3

3

、
○
新
年
の
到
来
物
は
如
レ

左
、

菓
物
一
籠 

坂
口
前 

海
苔 

真
浄
寺



五
二

林
檎 

常
盤 

乾
柿 

尾
上

乾
柿 

山
口
志
げ 

乾
柿 

間

菓
子
及
烟
草
具 

樋
口 

鴨 

小
柳

菓
子 

小
林
照
朗 

鴨 

長
峰
浩

海
苔
二
箱 

荏
原
郡
教
育
会 

羊
羹
及
手
帳
二
ツ 

浅
倉
屋

林
檎 
姉
﨑
袖
子 

状
紙 

志
水
代
次
郎

玉
子
索
麺 
井
上
健
児 

こ
ろ
柿 

川
田
鉄マ
マ

弥

シ
ヤ
ツ
一
ツ 

黒
田
家 

菓
子 

秋
山
悟
庵

菓
子 

大
森
万
次
郎 
千
代
袋 

大
町

二
日
、 

午
前
、
内
山
正
如
よ
り
来
状
、
○
冨
山
房
編
輯
部
の
使
者
来
る
、
乃
ち

之
に
「
朱
子
哲
学
」
を
付
与
す
、
○
「
東
亜
の
光
」（
四
の
二
）
成
る
、
冨

山
房
よ
り
拾
部
を
送
来
る
、
○
文
明
協
会
よ
り
「
社
会
政
策
二
論
」
を
送
来

る
、
○
午
后
、
小
谷
重
、
堀
田
相
爾
、
吉
田
雪
子
来
訪
す
、
○
田
中
経
太
郎
、

東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
夜
、H

öffding, Psychologie in U
m

rissen

及
び
大
道
本
義
を
読
む
、
○
吉
田
熊
次
来
訪
す
、

三
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
小
杉
熈
よ
り
書
状
及
び
蟹
を
送
来
る
、
○

天
海
重
喜
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
大
学
の
教
授
会
に
赴
く
、
○
宮
内
省
の
招

待
状
来
る
、
○
夜
、
青
山
胤
通
の
招
待
に
帝
国
ホ
テ
ル
に
赴
く
、
○
小
谷
重

よ
り
来
状
、
○
坂
根
某
よ
り
絵
葉
書
来
る
、
○
不
在
中
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、

○
「
師
範
修
身
」
六
百
八
拾
九
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、

四
日
、 

午
前
、「
中
学
修
身
」
五
百
部
の
奥
附
を
文
学
社
に
付
与
す
、
○
研
究
、

○W
undt, Einleitung in die Philosophie

を
読
む
、
○
午
后
、
政
教

社
よ
り
「
宇
宙
」
を
送
来
る
、
○
今
泉
丈
助
よ
り
来
状
、
○
講
義
に
大
学
に

赴
く
、
○Zeller, Philosophie der G

riechen

を
読
む
、
○
山
口
志
げ

来
る
、
○
夜
、
田
中
知
邦
よ
り
来
状
、
○
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
新
聞
雑
誌

を
読
む
、
○
此
日
、
長
谷
川
志
ぐ
れ
子
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、

五
日
、 

午
前
、
森
良
三
郎
、
東
敬
治
来
訪
す
、
○
淮
南
子
を
読
む
、
○
在
米
国

の
石
橋
友
次
郎
、
島
本
愛
之
助
、
蠣
瀬
彦
蔵
よ
り
絵
葉
書
来
る
、
○
在
独
国

の
宇
野
哲
人
よ
り
来
状
、
○
午
后
、Tolstoy, W

hat is Art?

を
読
む
、
○

満
岡
久
馬 

落
合
昌
太
郎 

八
木
光
貫
来
訪
す
、
○
夜
、
金
港
堂
の
招
待
に
茗

渓
会
に
赴
き
、
全
国
師
範
学
附
属
小
学
校
主
事
に
対
し
、「
国
民
道
徳
」
に

就
い
て
一
場
の
演
説
を
な
す
、
○
茗
渓
会
に
於
て
服
部
宇
之
吉
、
宮
川
壽
美

子
、
片
桐
佐
太
郎
、
関
靖
と
会
見
す
、
○
広
池
千
九
郎
、
帝
国
教
育
会
等
よ

り
来
状
、
○
冨
田
春
山
よ
り
縫
子
に
書
状
を
送
来
る
、

六
日
、 

午
前
、
山
鹿
旗
之
進
よ
り
来
状
、
○
勉
強
、
○
午
后
、
音
楽
学
校
に
赴

く
、
○
不
在
中
岡
本
碩
翁 

吉
田
豊
吉
来
訪
す
、
○
常
盤
大
定
よ
り
書
状
及

び
蟹
を
送
来
る
、
○
夜
、
日
本
学
会
に
赴
く
、
盛
況
な
り
、
○
不
在
中
平
岩

愃
保
来
訪
す
、

七
日
、 

午
前
、
補
永
茂
助
、
齋
藤
精
輔
、
水
島
耕
一
郎
、
大
島
正
徳
、
東
海
林

辰
三
郎
、
加
藤
玄
智
、
森
山
波
蔵
、
藍
公
武
、
秋
山
悟
庵
来
訪
す
、
○
浦
谷

熊
吉
、
講
習
会
草
案
を
携
へ
て
来
る
、
○
「
師
範
修
身
」
三
百
部
の
奥
附
を

金
港
堂
に
付
与
す
、
○
午
后
、
清
水
駿
太
郎
来
訪
す
、
○
淮
南
子
を
読
む
、

○
書
状
を
毎
日
電
報
社
に
送
る
、
○
夜
、
勉
強
、

八
日
、 
午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
有
楽
社
よ
り
来
状
、
○
午
后
、「
中

学
修
身
」
二
百
部
の
奥
附
を
文
学
社
に
付
与
す
、
○
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○

宣
光
微
恙
に
嬰
る
、
井
上
成
美
来
診
す
、
○
「
伊
勢
神
宮
」
を
読
む
、
○
三



五
三

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

宅
米
吉
及
び
文
科
大
学
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
小
杉
熈
及
び
常
盤
大
定
に
送

る
、
○
夜
、
広
池
千
九
郎
よ
り
電
報
来
る
、
○
平
岩
愃
保
来
訪
す
、
○
「
伊

勢
神
宮
」
を
読
む
、
○
此
日
、
服
部
宇
之
吉
、
文
科
大
学
教
授
と
な
る
、
○

小
林
義
則
外
一
人
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、

九
日
、 

午
前
、
電
報
を
広
池
千
九
郎
に
送
る
、
○
「
伊
勢
神
宮
」
の
序
を
作
る
、

○
午
后
、「
伊
勢
神
宮
」
の
序
を
広
池
千
九
郎
に
送
る
、○
「
東
亜
の
光
」（
四

の
二
）
を
小
松
原
文
相
及
び
広
池
千
九
郎
に
送
る
、
○
淮
南
子
精
神
訓
を
読

む
、
○
散
歩
の
途
次
吉
田
宅
に
寄
る
、
○
日
本
医
学
校
生
徒
二
人
来
訪
す
、

○
夜
、
商
子
及
び
文
中
子
を
読
む
、
○
此
日
、
宣
光
快
癒
す
、

十
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
堀
内
尚
同
、
萩
原
雲
来
、
曽
田
文
甫
よ
り

来
状
、
○
不
在
中
高
島
円
来
訪
す
、
○
午
后
、
桑
木
或
雄
よ
り
来
状
、
○
書

状
を
高
島
円
に
送
る
、
○
夜
、
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
片
山
国
嘉
、
東
亜
協

会
賛
助
員
と
な
り
、
渡
辺
良
、
特
別
会
員
と
な
る
、
○
「
希
望
の
青
年
」
を

読
む
、

十
一
日
、 

午
前
、
小
谷
重
、
高
島
円
及
び
日
之
出
生
命
保
険
会
社
よ
り
来
状
、

○
山
鹿
旗
之
進
来
訪
す
、
○
宮
中
の
紀
元
節
宴
会
に
赴
く
、
牧
野
伸
顕
、
田

中
芳
男
、
木
場
貞
長
、
水
野
錬
太
郎
、
鍋
島
直
大
と
会
見
す
、
○
午
后
、
古

城
貞
吉
来
訪
す
、
○
夜
、
中
央
会
堂
に
赴
き
、
一
場
の
演
説
を
な
す
、
江
原

素
六
、
風
祭
甚
三
郎
等
と
会
見
す
、
○
小
杉
熈
よ
り
来
状
、
○
不
在
中
三
刀

谷
扶
綱
来
訪
す
、
○
此
日
、
憲
法
発
布
満
二
十
年
に
当
る
を
以
て
満
都
祝
賀

会
の
催
し
多
し
、
○
勝
水
淳
行
、
東
亜
協
会
特
別
会
員
と
な
る
、

十
二
日
、 

午
前
、
広
池
千
九
郎
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
堀
内
尚
同
、
石
原
即
聞
、

野
尻
精
一
に
送
る
、
○
湊
を
山
鹿
旗
之
進
及
び
日
之
出
生
命
保
険
会
社
に
遣

は
す
、
○
午
后
、
教
科
書
会
に
文
部
省
に
赴
く
、
尋
い
で
帝
国
学
士
院
に
赴

く
、
○
夜
、
小
松
原
文
相
及
び
長
沢
周
庵
よ
り
来
状
、
○
不
在
中
村
上
龍
英

及
び
瀧
村
斐
男
来
訪
す
、

十
三
日
、 

午
前
、
一
〇
、一
五
上
野
出
発
、
○
午
后
一
、三
〇
頃
宇
都
宮
市
着
、

堀
内
尚
同
、
新
田
芳
、
岡
島
誘
、
小
石
川
良
八
郎
来
迎
ふ
、
直
に
白
木
屋
支

店
に
赴
き
、
休
憩
後
劇
場
に
於
て
演
説
を
な
す
、
○
船
田
兵
吾
（
私
立
下
野

中
学
校
長
）
権
藤
伝
次
（
陸
軍
歩
兵
中
佐
）
と
会
見
す
、
○
四
、〇
〇
過
ぎ

に
宇
都
宮
市
出
発
、
○
夜
、
一
〇
、〇
〇
頃
帰
宅
、
○
文
部
省
図
書
課
及
び

曽
田
文
甫
よ
り
来
状
、
○
此
日
、「
農
業
修
身
」
二
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂

に
付
与
す
、
○
深
作
安
文
来
訪
す
、

十
四
日
、 

午
前
、
井
上
成
美
、
浦
谷
熊
吉
、
手
塚
光
貴
、
武
内
紫
明
、
衣
笠
醇
、 

木
佐
金
一
、
田
中
義
能
、
曽
田
文
甫
、
森
山
波
蔵
、
宮
﨑
虎
之
助
、
若
月
紫

蘭
来
訪
す
、
○
近
藤
歌
太
郎
外
二
名
来
訪
す
、
有
レ

故
不
レ

遇
、
○
新
公
論
社

及
び
赤
間
冨
次
郎
よ
り
来
状
、
○
文
部
省
よ
り
小
学
修
身
書
類
を
送
来
る
、

○
午
后
、
遠
藤
夏
子
来
訪
す
、
○
日
本
医
学
校
に
赴
き
、「
学
生
修
養
法

1

1

1

1

1

」

を
演
述
す
、
○
不
在
中
藤
田
季
荘
来
訪
す
、
○
宮
﨑
道
三
郎
よ
り
「
法
学
協

会
雑
誌
」
を
送
来
る
、
○
安
田
勝
蔵
よ
り
速
記
を
送
来
る
、
○
夜
、
勉
強
、

十
五
日
、 

午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
濱
尾
総
長
を
総
長
室
に
訪
ふ
、
○

不
在
中
日
本
医
学
校
よ
り
御
礼
の
為
に
来
る
、
○
午
后
、
法
貴
慶
次
郎
来
訪

す
、
○
書
状
を
赤
間
冨
次
郎
及
び
野
尻
精
一
に
送
る
、
○
校
正
を
日
清
印
刷

会
社
に
送
る
、
○
縫
子
、
吉
田
宅
に
赴
く
、
○
夜
、
書
状
を
小
松
原
文
相
に

送
る
、
○
磯
部
武
者
五
郎
及
び
有
楽
社
よ
り
来
状
、
○
堀
田
相
爾
来
訪
す
、

十
六
日
、 

午
前
、
森
良
三
郎
来
談
す
、
○
金
子
三
四
郎
よ
り
来
状
、
○W

undt,  



五
四

Einleitung in die Philosophie

を
読
む
、
○
午
后
、
浦
谷
熊
吉
、
服
部

宇
之
吉
来
訪
す
、
○
渡
部
董
之
介
、
石
原
即
聞
及
び
文
科
大
学
並
に
教
科
書

会
よ
り
来
状
、
○
野
尻
精
一
及
び
東
海
林
辰
三
郎
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、

○
引
続
きW

undt

を
読
む
、
○
夜
、
国
語
調
査
会
よ
り
来
状
、
○
固
本
策

を
読
む
、
○
書
状
を
浦
谷
熊
吉
に
送
る
、

十
七
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
菅
公
頌
徳
会
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
大

学
の
教
授
会
に
赴
く
、
○
哲
学
字
彙
の
会
を
催
ふ
す
、
○
夜
、
服
部
宇
之
吉

の
歓
迎
会
に
山
上
御
殿
に
莅
む
、
○
活
版
所
よ
り
校
正
来
る
、

十
八
日 

、
午
前
、
伊
東
尾
四
郎
及
び
金
港
堂
よ
り
来
状
、
○W

undt, Einleitung 

in die Philosophie

を
読
む
、
○
大
日
本
続
蔵
経
弐
套
を
受
取
る
、
○
広
池

千
九
郎
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
森
良
三
郎
、
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○

府
税
家
屋
税
六
拾
八
銭
、
府
税
地
租
割
五
銭
五
厘
、
合
計
七
拾
三
銭
五
厘
を

小
石
川
支
金
庫
に
納
む
、○
稲
垣
家
よ
り
稲
垣
満
次
郎
逝
去
の
通
知
書
来
る
、

○
午
后
、
引
続
きW

undt

を
読
む
、
○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
夜
、
小 

松
原
文
相
の
招
待
に
文
部
大
臣
官
邸
に
赴
く
、
○
校
正
来
る
、
○
不
在
中
外

山
高
一
来
訪
す
、
○
此
日
、
子
爵
橋
本
綱
常
逝
去
、

十
九
日
、 

午
前
、
須
藤
求
馬
来
訪
す
、
○
「
東
亜
の
光
」（
四
の
二
）
を
菊
池
広 

に
送
る
、
○M

iss G
ertrude Levy

日
本
学
会
々
員
と
な
る
、
○
齋
藤
木

よ
り
来
状
、
○
校
正
来
る
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
会
社
に
送
る
、
○
益
之
進
、

幼
稚
園
の
抽
籖
に
当
る
、
○
午
后
、
国
語
調
査
会
及
び
教
科
書
会
に
文
部
省

に
赴
く
、
○
「
農
業
修
身
」
五
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
夜
、

南
葵
文
庫
よ
り
書
状
及
び
速
記
を
送
来
る
、
○Tolstoy, W

hat is Art?

を

読
む
、

二
十
日
、 

午
前
、「
女
子
修
身
」
五
千
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
常

盤
大
定
来
訪
す
、
○
勉
強
、
○
午
后
、
音
楽
学
校
に
赴
く
、
○
不
在
中
浦
谷

熊
吉
来
訪
す
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○
東
亜
協
会
の
速
記
を
訂
正
す
、

○
夜
、
速
記
を
訂
正
す
、

廿
一
日
、 

午
前
、
秋
山
悟
庵
、
近
藤
歌
太
郎
、
松
原
至
文
、
勝
水
淳
行
、
中
島

徳
蔵
、
補
永
茂
助
、
浦
谷
熊
吉
、
大
島
正
徳
、
坂
本
謹
吾
、
鷲
尾
順
敬
、
吉

田
豊
吉
来
訪
す
、
○
齋
藤
木
よ
り
履
歴
書
を
送
来
る
、
○
午
后
、
湊
を
稲
垣

満
次
郎
の
葬
式
に
会
せ
し
む
、
○
井
上
成
美
及
び
鷲
尾
順
敬
よ
り
来
状
、
○

淮
南
子
を
読
む
、
○
書
状
を
浦
谷
熊
吉
に
送
る
、
○
夜
、
勉
強
、
○
淮
南
子

を
読
む
、

廿
二
日
、 

午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
長
江
藤
次
郎
と
大
学
に
会
見
す
、

○
稲
垣
栄
子
よ
り
来
状
、○
午
后
、長
江
藤
次
郎
、物
應
虎
之
助
、赤
津
正
親
、

吉
田
雪
子
来
訪
す
、
○
縫
子
、
雪
子
と
外
出
、
三
越
に
赴
く
、
○
校
正
を
な

す
、
○
辞
書
編
纂
用
の
小
簟
子
を
同
文
館
に
付
与
す
、
○
堀
田
相
爾
、
赤
間

冨
次
郎
、
蓉
峯
会
及
び
九
州
日
々
新
聞
社
よ
り
来
状
、
○
夜
、
校
正
を
な
す
、

○
校
正
を
日
清
印
刷
会
社
に
送
る
、
○
「
希
望
の
青
年
」
を
読
む
、

廿
三
日
、 

午
前
、「
筑
豊
人
物
志
料
」
の
序
を
作
る
、
○
湊
を
大
田
黒
及
び 

浦
谷
宅
に
遣
は
す
、
○
書
状
を
伊
東
尾
四
郎
に
送
る
、
○Paulsen, Einleitung  

in die Philosophie

を
読
む
、
○
午
后
、
中
島
石
松
、
石
川
正
作
、
三
樹
一
平 

来
訪
す
、
有
レ

故
不
レ

遇
、
○
浦
谷
熊
吉
、
森
良
三
郎
、
堀
田
相
爾
、
葉
山
万

次
郎
来
訪
す
、○
吉
田
豊
吉
、倉
橋
惣
三
、東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、○
夜
、「
女

子
修
身
」
七
千
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
会
社

に
送
る
、
○
武
田
篤
郎
よ
り
来
状
、



五
五

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

廿
四
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
服
部
博
士
歓
迎
会
よ
り
来
状
、
○
日
清

印
刷
会
社
よ
り
校
正
を
送
来
る
、
○
午
后
、
文
科
大
学
の
教
授
会
に
赴
く
、

○
小
石
川
区
役
所
よ
り
来
状
、
○
「
中
学
修
身
」
百
枚
の
奥
附
を
文
学
社
に

付
与
す
、
○
夜
、「
女
子
修
身
」
百
七
拾
四
枚
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、

○
晴
光
館
よ
り
「
今
上
詔
勅
集
」
を
送
来
る
、

廿
五
日
、 

午
前
、
西
ヶ
谷
可
吉
よ
り
来
状
、
○D

u B
ois-Reym

ond, U
eber 

die G
renzen des N

aturerkennens

を
読
む
、
○
午
后
、
校
正
来
る
、
○

仏
教
図
書
出
版
会
社
よ
り
「
新
時
代
の
仏
教
」
二
部
を
送
来
る
、
○
午
后
、

八
太
徳
三
郎
来
訪
す
、
○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
夜
、
哲
学
会
に
山
上
御

殿
に
赴
く
、
○
弘
道
館
よ
り
筌
蹄
録
を
送
来
る
、

廿
六
日
、 

午
前
、
外
山
高
一
、
市
来
正
吉
、
清
水
谷
善
照
来
訪
す
、
○
校
正
を

日
清
印
刷
会
社
に
送
る
、
○
国
定
修
身
教
科
書
を
読
む
、
○
午
后
、「
中
学

修
身
」弐
千
五
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、○
秋
山
悟
庵
、古
川
黄
一
、

浦
谷
熊
吉
、
深
作
安
文
来
訪
す
、
○
校
正
を
な
す
、
○
夜
、
校
正
を
日
清
印 

刷
会
社
に
送
る
、○
書
状
を
齋
藤
儀
八
に
送
る
、○Tolstoy, W

hat is Art? 

を
読
む
、

廿
七
日
、 

午
前
、
水
島
慎
次
郎
及
び
暁
星
学
校
よ
り
来
状
、
○
「
使
徒
行
伝
」

を
読
む
、
○
勉
強
、
○
午
后
、
音
楽
学
校
に
赴
く
、
○
不
在
中
史
料
編
纂
掛

の
使
者
来
る
、
○
「
使
徒
行
伝
」
を
読
む
、
○
夜
、
安
田
旭
軒
来
訪
す
、
○

夜
、「
使
徒
行
伝
」
及
び
淮
南
子
を
読
む
、

廿
八
日
、 

午
前
、
遠
藤
隆
吉
、
大
田
黒
作
次
郎
、
三
島
復
、
谷
理
蔵
、
小
杉
醇
、

岡
田
善
次
郎
来
訪
す
、
○
文
科
大
学
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
松
浦
伯
爵
家
に

赴
く
、
素
行
の
「
孫
子
諺
解
」
三
冊
を
借
り
て
帰
る
、
○
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、

○
夜
、
安
田
旭
軒
を
し
て
速
記
せ
し
む
、
○
淮
南
子
を
読
む
、

三
月

一
日
、 

午
前
、
書
状
を
西
ヶ
谷
可
吉
に
送
る
、
○
淮
南
子
及
び
文
中
子
を
読
む
、

○
「
中
学
修
身
」
五
千
五
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
午
后
、
八

太
徳
三
郎
、
井
上
成
美
、
森
良
三
郎
、
浦
谷
ふ
み
、
野
村
常
太
郎
、
黒
澤
良

臣
来
訪
す
、
○
幽
室
文
稿
を
検
す
、
○
夜
、「
中
学
修
身
」
四
百
部
の
奥
附

を
文
学
社
に
付
与
す
、
○
「
伊
勢
神
宮
」
及
び
雑
誌
類
を
読
む
、

二
日
、 

午
前
、帝
国
教
育
会
よ
り
「
戊
申
詔
書
述
義
」
三
部
を
送
来
る
、○
「
山

鹿
素
行
日
記
」
を
史
料
編
纂
掛
の
使
者
に
付
与
す
、
○
「
勅
語
教
本
」
五
百

部
の
奥
附
を
晩
成
所
に
付
与
す
、
○
浦
谷
熊
吉
、
吉
田
雪
子
来
訪
す
、
○

Paulsen, Einleitung in die Philosophie

を
読
む
、
○
午
后
、「
中
学

修
身
」
二
千
五
百
部
及
び
「
師
範
修
身
」
五
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与

す
、○
冨
田
政
喜
よ
り
「
お
こ
し
」
壱
缶
を
送
来
る
、○
松
平
頼
壽
よ
り
来
状
、

○
引
続
きPaulsen

を
読
む
、
○
夜
、
引
続
きPaulsen

を
読
む
、
○
「
国

基
」
を
読
む
、
○
前
田
利
為
、
八
木
光
貫
よ
り
来
状
、

三
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
不
在
中
岡
村
千
秋
来
訪
す
、
○
八
太
徳
三

郎
、
枝
元
長
夫
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
山
口
志
げ
来
る
、
○
井
上
成
美
夫
婦

結
婚
の
披
露
に
上
野
精
養
軒
に
赴
く
、
○
夜
、
文
科
大
学
よ
り
加
藤
博
士
の

書
状
を
送
来
る
、
○
野
田
義
夫
よ
り
絵
端
書
来
る
、
○
此
日
、
冨
山
房
よ
り

使
者
来
る
、

四
日
、 
午
前
、
中
井
き
ぬ
子
よ
り
来
状
、
○
山
口
志
げ
去
る
、
○
岡
村
千
秋 

東
敬
治
来
訪
す
、
○
史
料
編
纂
掛
の
使
者
、
三
上
参
次
の
書
状
を
携
来
る
、

乃
ち
之
に
「
中
興
鑑
言
打
聞
」
を
付
与
す
、
○
文
求
堂
よ
り
目
録
来
る
、
○



五
六

Paulsen, Einleitung in die Philosophie

を
読
む
、
○
午
后
、
引
続
き

Paulsen

を
読
む
、
○
「
中
学
修
身
」
二
千
五
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付

与
す
、
○
不
在
中
岩
田
僊
太
郎
来
訪
す
、
○
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
活
版

所
よ
り
校
正
来
る
、
○
夜
、
齋
藤
儀
八
よ
り
来
状
、
○
淮
南
子
を
読
む
、
○

First International M
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よ
り
書
類
来
る
、

○
校
正
を
活
版
所
に
送
る
、

五
日
、 

午
前
、齋
藤
木
及
び
今
泉
丈
助
よ
り
来
状
、○
侯
爵
前
田
利
為
よ
り
「
加

賀
松
雲
公
」
三
冊
を
送
来
る
、
○
淮
南
子
繆
称
訓
を
読
む
、
○
午
后
、
国
語

調
査
会
に
文
部
省
に
赴
き
、
尋
い
で
興
学
会
に
大
学
に
赴
く
、
○
文
中
子
を

読
む
、
○
夜
、「
中
学
修
身
」
四
千
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
西
ヶ

谷
可
吉
、
前
田
利
為
、
建
部
遯
吾
、
谷
理
蔵
よ
り
来
状
、
○
文
中
子
を
読
む
、

六
日
、 

午
前
、
文
科
大
学
、
伯
爵
松
浦
厚
及
び
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○
安

田
旭
軒
、吉
田
雪
子
来
訪
す
、○
速
記
の
校
正
を
な
す
、○
「
東
亜
の
光
」（
四

の
三
）
成
る
、
冨
山
房
よ
り
拾
部
を
送
来
る
、
○
湊
を
し
て
「
軍
人
武
士
道

論
」
を
買
求
め
来
ら
し
む
、
○
午
后
、「
日
本
女
子
の
将
来
」
を
東
海
林
辰

三
郎
に
付
与
す
、
○
浦
谷
熊
吉
、
岩
田
僊
太
郎
来
訪
す
、
○
谷
理
蔵
よ
り
小

魚
壱
包
を
送
来
る
、
○
三
島
復
、
秋
山
悟
庵
、
齋
藤
木
よ
り
来
状
、
○
論
文

目
録
を
三
島
復
に
送
る
、
○
宣
光
、
正
勝
を
携
へ
て
博
品
館
に
赴
く
、
○
夜
、

淮
南
子
を
読
む
、

七
日
、 

午
前
、
大
田
黒
作
次
郎
、
秋
山
悟
庵
、
補
永
茂
助
、
得
能
文
、
堀
内
尚

同
、
齋
藤
木
、
齋
藤
栄
、
藤
井
健
治
郎
、
中
村
久
四
郎
、
武
内
紫
明
、
唐
川

徹
、
堀
江
秀
雄
来
訪
す
、
○
堀
江
秀
雄
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
午
后
、

岩
田
僊
太
郎
よ
り
来
状
、
○
淮
南
子
を
読
む
、
○
安
田
旭
軒
、
森
良
三
郎
来

訪
す
、○
広
池
千
九
郎
よ
り
絣
壱
反
と
書
状
及
び
「
伊
勢
神
宮
」
を
送
来
る
、

○
「
女
子
修
身
」
一
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
夜
、
勉
強
、

八
日
、 

午
前
、
伊
東
尾
四
郎
よ
り
来
状
、
○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
午
后
、

教
科
書
会
よ
り
「
尋
常
小
学
読
本
」
二
冊
を
送
来
る
、○
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、

○
金
港
堂
の
速
記
を
訂
正
す
、
○
夜
、
堀
田
相
爾
来
訪
す
、

九
日
、 

午
前
、
伯
爵
松
浦
厚
及
び
小
石
川
郵
便
局
よ
り
来
状
、
○
安
田
旭
軒
来

訪
す
、
○
金
港
堂
の
速
記
を
訂
正
す
、
○
午
后
、「
国
民
道
徳
に
就
い
て
」

を
曽
根
松
太
郎
に
送
る
、
○
「
東
亜
の
光
」（
四
の
三
）
を
小
松
原
英
太
郎

及
び
下
田
歌
子
に
送
る
、
○
澤
柳
政
太
郎
父
の
訃
報
至
る
、
○
常
盤
大
定
来

訪
す
、
○
川
上
生
八
よ
り
来
状
、
○
夜
、「
東
亜
の
光
」（
四
の
三
）
を
服
部

宇
之
吉
に
送
る
、○Paulsen, Einleitung in die Philosophie

を
読
む
、

十
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
女
学
部
割
烹
室
に
食
事
す
、
○
不
在
中

相
馬
由
也
（
読
売
新
聞
記
者
）
来
訪
す
、
○
午
后
、
福
井
晋
太
郎
来
訪
す
、

○Paulsen’s Einleitung in die Philosophie

を
読
む
、
○
第
一
号

家
屋
の
借
家
人
蓮
見
長
吉
移
住
す
、
○
夜
、H

öffding, Psychologie in 

U
m

rissen

を
読
む
、
○
益
之
進
、
麻
疹
に
罹
る
、
○
此
日
、
本
月
四
日
誕

生
の
恒
久
王
殿
下
の
王
男
子
を
恆ツ
子
ヨ
シ徳
と
命
せ
ら
る
、

十
一
日
、 

午
前
、H

öffding, Psychologie in U
m

rissen

を
読
む
、
○
井

原
豊
作
来
訪
す
、
○
文
部
省
よ
り
「
小
学
修
身
書
」
二
冊
を
送
来
る
、
○
大

阪
朝
日
新
聞
社
よ
り
「
国
の
光
」
を
送
来
る
、○
村
末
よ
り
鯨
肉
を
送
来
る
、

○
午
后
、Carpenter’s Principles of M

ental Physiology

を
読
む
、

○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
文
部
省
よ
り
書
類
を
送
来
る
、
○
浦
谷
ふ
み
来

る
、
○
服
部
宇
之
吉
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
須
藤
新
吉
（
浦
和
中
学



五
七

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

校
教
諭
）
大
学
に
来
訪
す
、
○
湊
を
し
て
澤
柳
政
太
郎
父
信
任
の
葬
式
に
谷

中
に
赴
か
し
む
、
○
夜
、
雑
誌
類
を
読
む
、

十
二
日
、 
午
前
、
枝
元
長
夫
来
訪
す
、
乃
ち
之
を
し
て
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、

○
有
楽
座
大
音
楽
会
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
朝
永

三
十
郎
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
医
士
渡
辺
真
と
会
見
す
、
○
国
語
調

査
会
に
文
部
省
に
赴
く
、
○
夜
、
帝
国
学
士
院
に
赴
く
、
○
「
中
学
修
身
」

弐
千
九
百
部
の
奥
附
を
文
学
社
に
付
与
す
、

十
三
日
、 

午
前
、
吉
田
雪
子
来
談
す
、
○
商
子
及
び
文
中
子
を
読
む
、
○
「
東

亜
の
光
」（
四
の
三
）
を
釈
宗
演
に
送
る
、
○
午
后
、
文
科
大
学
及
び
文
部

省
よ
り
来
状
、
○
「
中
学
修
身
」
四
千
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○

須
藤
求
馬
来
訪
す
、
○
淮
南
子
、
管
子
、
商
子
を
読
む
、
○
夜
、
淮
南
子
を

読
む
、
○
勉
強
、
○
佐
々
木
信
綱
よ
り
来
状
、
○
十
一
時
四
十
分
頃
地
震
、

十
四
日
、 

午
前
、
佐
々
木
信
綱
よ
り
「
国
民
歌
集
」
を
送
来
る
、
○
「
哲
学
雑

誌
」
二
冊
をD

ening

に
送
る
、
○
松
村
正
一
よ
り
葉
書
来
る
、
○
渡
辺
真

来
診
す
、
○
益
之
進
軽
快
、
○
午
后
、
枝
元
長
夫
よ
り
使
者
を
遣
は
し
、
書

状
及
び
筆
記
を
送
来
る
、
○
原
平
吉
、
森
良
三
郎
来
訪
す
、
○
電
報
を
小
幡

志
げ
に
送
る
、
○
岩
﨑
球
子
よ
り
来
状
、
○
研
究
、
○
夜
、
小
幡
志
げ
の
母

来
る
、
○
研
究
、

十
五
日
、 

午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
午
后
、
浦
谷
熊
吉
、
藤
澤
周
次
来

訪
す
、○
国
書
刊
行
会
よ
り
「
続
々
群
書
類
従
」
及
び
「
続
燕
石
十
種
」
各
々

一
冊
を
送
来
る
、
○
私
立
女
子
音
楽
学
校
よ
り
招
待
状
来
る
、
○
夜
、
新
聞

雑
誌
類
を
読
む
、

十
六
日
、 

午
前
、
境
野
哲
来
訪
す
、
○
文
士
劇
協
会
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
湊 

を
東
洋
社
に
遣
は
し
、「
東
洋
女
訓
叢
書
」
を
購
求
せ
し
む
、
○Carpenter’s 

Principles of M
ental Physiology

を
読
む
、
○
小
石
川
区
役
所
よ
り
来 

状
、
○
文
科
大
学
、
国
語
調
査
会
及
び
高
千
穂
学
校
よ
り
端
書
来
る
、
○ 

勝
木
奇
熊
よ
り
「
千
登
勢
の
友
」
を
送
来
る
、
○
夜
、Carpenter’s 

Principles of M
ental Physiology

を
読
む
、
○
雑
誌
類
を
読
む
、

十
七
日
、 

午
前
、
教
科
書
会
よ
り
来
状
、
○
学
習
院
女
学
部
に
赴
く
、
○

「
朱
子
哲
学
」
一
百
部
の
奥
附
を
冨
山
房
に
付
与
す
、
○
午
后
、
文
科
大

学
の
教
授
会
に
赴
く
、
○
夜
、Carpenter’s Principles of M

ental 

Physiology

を
読
む
、

十
八
日
、 

午
前
、村
上
専
精
来
訪
す
、○H

öffding, Psychologie in U
m

rissen 

を
読
む
、○
山
﨑
末
吉
及
び
水
産
講
習
所
よ
り
来
状
、○
文
明
協
会
よ
り
「
社

会
の
経
済
的
基
礎
」
を
送
来
る
、
○
陽
明
学
会
よ
り
端
書
来
る
、
○
午
后
、

講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
木
山
熊
次
郎
、
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
爵
位
寮
及

び
共
立
女
子
職
業
学
校
よ
り
来
状
、
○
夜
、
報
徳
会
よ
り
端
書
来
る
、
○
伝

習
録
を
読
む
、
○
教
科
書
会
よ
り
書
類
来
る
、
○
「
中
学
修
身
」
一
千
百
五

拾
部
の
奥
附
を
文
学
社
に
付
与
す
、

十
九
日
、 

午
前
、
湊
を
浦
谷
及
び
吉
田
宅
に
遣
は
す
、
○
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、

○
伝
習
録
を
読
む
、
○
堀
江
秀
雄
よ
り
来
状
、
○
曽
田
文
甫
よ
り
「
孝
経
」

を
送
来
る
、
○
今
泉
丈
助
よ
り
葉
書
来
る
、
○
大
日
本
続
蔵
経
二
套
を
送
来

る
、
○
午
后
、
中
目
覚
来
訪
す
、
○
伝
習
録
を
読
む
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り

書
類
来
る
、
○
運
動
に
出
づ
、
○
夜
、
伝
習
録
を
読
む
、
○
平
山
正
よ
り
葉

書
来
る
、
○
葉
書
を
平
山
正
に
送
る
、

二
十
日
、 

午
前
、
小
谷
重
、
新
仏
教
徒
同
志
会
及
び
黒
田
清
綱
翁
八
十
賀
会
事



五
八

務
所
よ
り
来
状
、
○
宮
内
省
に
赴
く
、
正
四
位
に
叙
せ
ら
る

3

3

3

3

3

3

3

3

、
○
伝
習
録
を

読
む
、
○
古
事
類
苑
（
政
）
壱
冊
来
る
、
○
午
后
、「
中
学
修
身
」
二
千
部
、

「
女
子
修
身
」（
上
級
用
）
一
千
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
伝
習
録

を
読
む
、
○
姉
﨑
正
治
、
吉
田
雪
子
来
る
、
○
縫
子
、
雪
子
と
井
上
成
美
宅

に
赴
く
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
浦
谷
熊
吉
、
上
野
陽
一
よ
り
葉
書
来
る
、

○
夜
、
島
本
愛
之
助
よ
り
来
状
、
○
速
記
を
訂
正
す
、

廿
一
日
、 

午
前
、
田
中
義
能
、
龍
谿
観
興
、
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
秋
元
興
朝
、

三
輪
田
真
佐
子
等
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
陽
明
学
会
に
錦
輝
館
に
赴
き
、「
陽

明
学
に
就
い
て
所
感
を
述
ぶ
」
を
演
述
す
、
○
大
隈
重
信
、
渋
沢
栄
一
、三

宅
雄
次
郎
、
新
渡
戸
稲
造
、
里
見
常
次
郎
、
松
尾
清
次
郎
、
相
羽
忠
雄
、
堀

口
貞
利
等
と
会
見
す
、
○
不
在
中
建
部
遯
吾
、
岩
田
僊
太
郎
、
吉
田
熊
次
、

来
訪
す
、
○
水
島
慎
次
郎
、
野
尻
精
一
よ
り
来
状
、
○
縫
子
、
児
輩
を
拉
し

て
浅
草
に
赴
く
、
○
清
子
、
吉
田
宅
に
赴
く
、
○
夜
、
休
養
、

廿
二
日
、 

午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
船
田
勝
吉
よ
り
来
状
、
○
午
后
、

東
敬
治
よ
り
端
書
来
る
、
○
平
山
正
、
岡
﨑
遠
光
、
葉
山
万
次
郎
来
訪
す
、

○
「
商
業
修
身
」
二
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
岡
﨑
遠
光
、
東

亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
吉
田
雪
子
来
る
、
○
夜
、
教
科
書
会
よ
り
書
状
及

び
書
類
来
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
此
日
、
清
子
及
び
高
子
微
恙
に
罹
る
、

渡
辺
真
来
診
す
、

廿
三
日
、 

午
前
、
帝
国
学
士
院
、
教
科
書
会
及
び
添
田
壽
一
よ
り
来
状
、
○
東

敬
治
、
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
石
橋
臥
波
よ
り
「
鬼
」、

里
見
常
次
郎
よ
り
「
陽
明
と
禅
」
及
び
「
禅
学
要
義
」
を
送
来
る
、○
午
后
、

速
記
を
訂
正
す
、
○
芝
中
学
及
び
栃
原
甚
六
よ
り
来
状
、
○
夜
、
速
記
を
訂

正
す
、
○
端
書
を
木
山
熊
次
郎
に
送
る
、

廿
四
日
、 

午
前
、
釈
宗
演
、
新
田
芳
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
湊
を
大
学

に
遣
は
す
、
○
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
午
后
、
文
科
大
学
の
教
授
会
に
赴
く
、

○
「
中
学
修
身
」
一
千
五
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
夜
、
女
大

学
、
小
学
及
び
礼
記
の
内
則
を
読
む
、
○
此
日
、
高
等
学
校
、
帝
国
大
学
及

び
府
立
師
範
学
校
よ
り
案
内
状
来
る
、
○
所
得
税
弐
拾
四
円
九
拾
参
銭
、
所

得
税
附
加
弐
円
拾
五
銭
、
所
得
税
割
壱
円
七
銭
を
区
役
所
に
納
む
、

廿
五
日
、 

午
前
、
湊
を
文
科
大
学
に
遣
は
す
、
○
教
科
書
会
よ
り
稿
本
を
送
来

る
、
○
学
習
院
女
学
部
に
赴
く
、
○
午
后
、
女
学
部
に
会
食
し
了
は
り
て
大

学
に
赴
く
、
○
「
中
学
修
身
」
二
千
四
百
部
の
奥
附
を
文
学
社
に
付
与
す
、

○
「
中
学
修
身
」
二
千
部
及
び
「
農
業
修
身
」
四
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に

付
与
す
、
○
大
村
桂
巌
よ
り
来
状
、
○
内
則
を
読
む
、
○
夜
、「
中
学
修
身
」

一
千
三
百
部
の
奥
附
を
文
学
社
に
付
与
す
、
○
「
女
大
学
評
論
」
を
読
む
、

○
三
刀
谷
扶
綱
来
訪
す
、

廿
六
日
、 

午
前
、
八
木
沼
源
八
よ
り
来
状
、
○
浦
和
に
向
つ
て
出
発
す
、
○
午

后
、一
二
、五
〇
上
野
発
、一
、三
五
浦
和
着
、「
我
日
本
の
民
族
性
に
就
い
て
」

演
述
す
、
平
山
正
及
び
其
他
文
科
大
学
出
身
諸
学
士
と
会
見
す
、
○
六
時
頃

帰
宅
、
○
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
不
在
中
岡
田
摘
翠
（
宜
法
）
来
訪
す
、
○

帝
国
学
士
院
及
び
京
華
中
学
よ
り
来
状
、
○
夜
、
成
田
衡
夫
よ
り
来
状
、
○

「
和
俗
童
子
訓
」
を
読
む
、

廿
七
日
、 
午
前
、
教
科
書
会
及
び
今
泉
丈
助
よ
り
来
状
、
○
「
和
俗
童
子
訓
」

を
読
む
、
○
平
川
泉
吉
来
訪
す
、
○
東
亜
協
会
研
究
会
に
大
学
山
上
御
殿

に
赴
く
、
途
上
深
作
安
文
に
逢
ふ
、
○
午
后
、
研
究
会
を
開
く
、
来
会
者
、



五
九

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

三
十
余
名
、
○
夜
、
伝
習
録
を
読
む
、

廿
八
日
、 

午
前
、
乃
木
希
典
来
訪
す
、
○
東
洋
女
学
校
の
卒
業
式
に
莅
み
、
一

場
の
演
説
を
な
す
、
○
不
在
中
栗
原
元
吉
、
小
林
照
朗
、
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、

○
午
后
、
丁
酉
倫
理
会
紀
念
大
会
に
帝
国
教
育
会
に
赴
き
、「
孝
道
観
念
の

変
遷
に
就
い
て
」
演
述
す
、
○
不
在
中
吉
田
熊
次
来
訪
す
、
○
「
古
学
哲
学
」

一
百
枚
の
奥
附
を
冨
山
房
に
付
与
す
、
○
夜
、
小
学
を
読
む
、

廿
九
日
、 

午
前
、
栗
原
元
吉
、
村
上
専
精
、
須
藤
求
馬
来
訪
す
、
○
柳
谷
謙
太

郎
よ
り
「
聖
教
要
録
」
二
部
を
送
来
る
、
○
伝
習
録
を
読
む
、
○
午
后
、
教

授
会
に
赴
く
、
○
教
科
書
会
よ
り
来
状
、
○
不
在
中
堀
田
相
爾
来
訪
す
、
○

「
商
業
修
身
」
二
百
部
、「
新
編
倫
理
」
一
百
部
、
及
び
「
中
学
修
身
」
二
千

部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
夜
、
伝
習
録
を
読
む
、

三
十
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
、
森
良
三
郎
、
栗
原
元
吉
来
訪
す
、
○
栗
原
元
吉

を
し
て
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、
○
島
地
大
等
、
若
月
保
治
、
東
亜
協
会
々
員

と
な
る
、
○
帝
国
教
育
会
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
帝
国
学
士
院
の
委
員
会
に

大
学
に
赴
く
、○
深
作
安
文
来
訪
す
、○
「
中
学
修
身
」
一
千
部
、「
女
子
修
身
」

六
百
五
拾
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
夜
、
大
田
黒
作
次
郎
来
訪
す
、

○
学
習
院
女
学
部
よ
り
来
状
、
○
栗
原
元
吉
よ
り
筆
記
を
送
来
る
、
○
書
状

を
帝
国
教
育
会
に
送
る
、

丗
一
日
、 

午
前
、栗
原
元
吉
の
筆
記
を
訂
正
す
、○
田
中
義
能
よ
り
書
状
と
「
科

学
的
教
育
学
」
を
送
来
る
、
○
湊
を
三
井
銀
行
に
遣
は
す
、
○
伝
習
録
を
読

む
、
○
午
后
、
清
子
を
拉
し
て
大
学
に
赴
く
、
○
国
語
調
査
会
よ
り
辞
令
書

来
る
、
○
夜
、
文
中
子
を
読
む
、
○
此
月
、
清
子
高
等
女
学
校
五
年
に

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

、
宣3

光
中
学
二
年
に

3

3

3

3

3

3

、
春
枝
尋
常
六
年
に

3

3

3

3

3

3

3

、
正
勝
尋
常
三
年
に
進
む

3

3

3

3

3

3

3

3

3

、
○
益
之
進

3

3

3

始
め
て
幼
稚
園
に
入
る

3

3

3

3

3

3

3

3

3

、

四
月

一
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
、
阿
部
瀧
次
郎
、
東
海
林
辰
三
郎
来
訪
す
、
○
湊
を

東
海
銀
行
に
遣
は
す
、
○
伝
習
録
及
び
文
中
子
を
読
む
、
○
午
后
、
佐
々
木

信
綱
よ
り
来
状
、
○
伝
習
録
を
読
む
、
○
原
勝
郎
来
訪
す
、
○
山
口
志
げ
告

別
の
為
に
来
る
、
○
夜
、「
中
学
修
身
」
一
千
参
百
部
の
奥
附
を
文
学
社
に

付
与
す
、
○
書
状
を
平
山
信
に
送
る
、
○
礼
記
を
読
む
、
○
此
日
、
増
上
寺

焼
失
す
、
○
「
日
本
に
於
け
る
宗
教
の
統
一

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
六
合
雑
誌
に
出
づ
、

二
日
、 

午
前
、「
新
聞
雑
誌
と
風
教

1

1

1

1

1

1

1

」
日
々
新
聞
に
出
で
、「
女
子
の
容
貌
と
徳

1

1

1

1

1

1

1

操
と
を
論
ず

1

1

1

1

1

」
婦
人
画
報
に
出
づ
、○
佐
々
木
信
綱
よ
り
「
日
本
歌
選
」（
上

古
の
部
）
を
送
来
る
、
○
豊
原
清
作
よ
り
来
状
、
○
小
学
読
本
を
検
閲
す
、

○
午
后
、
教
科
書
会
に
赴
く
、
○
報
徳
会
よ
り
来
状
、
○
幸
田
成
友
よ
り
絵

葉
書
を
送
来
る
、
○
夜
、
堀
田
相
爾
、
吉
田
雪
子
来
談
す
、

三
日
、 

午
前
、
報
徳
会
よ
り
来
状
、
○
興
譲
館
に
赴
き
、
一
場
の
演
説
を
な
す
、

上
杉
憲
章
、
小
林
源
蔵
、
下
條
正
雄
、
高
橋
秀
松
、
等
と
会
見
す
、
○
午
后
、

佐
々
木
養
三
郎 

浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
夜
、
下
井
小
太
郎
よ
り
来
状
、
○

二
宮
先
生
語
録
を
読
む
、

四
日
、 

午
前
、
八
、〇
〇
上
野
発
の
急
行
に
て
出
発
、
○
午
后
、
二
、三
〇
頃
、

袖
師
村
着
、寺
院
本
堂
に
「
冨
と
徳
と
壽
」
に
就
い
て
演
説
す
、西
ヶ
谷
可
吉
、

阿
部
維
巌
、
松
田
湛
堂
、
中
上
喜
三
郎
、
土
谷
松
太
郎
、
牧
田
鉞
太
郎
、
片

平
九
郎
左
衛
門
、
小
山
綱
太
郎
（
庵
原
郡
長
）
山
本
森
太
郎
（
郡
書
記
）
桑

原
惣
作
等
と
会
見
す
、
○
夜
、
七
、五
三
江
尻
発
、
九
、三
三
沼
津
着
、
直
に

電
車
に
て
三
島
に
赴
き
、
梶
屋
に
投
ず
、
中
上
喜
三
郎
隨
行
し
来
る
、
○
此



六
〇

日
、
電
報
を
留
守
宅
に
送
る
、

五
日
、 
午
前
、
三
島
神
社
及
び
小
松
宮
別
邸
を
観
る
、
○
午
后
、
戦
捷
記
念
館

に
於
て
「
戊
申
詔
書
と
報
徳
教
」
に
就
い
て
演
説
す
、
盛
会
な
り
、
尾
﨑
敏

樹
（
田
方
郡
長
）
山
田
猪
太
郎
（
遠
江
国
報
徳
社
副
社
長
）
小
島
源
三
郎
（
事

務
官
）
鈴
木
千
代
吉
、
糸
賀
国
次
郎
（
女
学
校
長
）
渡
辺
壽
太
郎
、
野
口
達

之
助
、
朝
日
郷
右
衛
門
、
河
合
龍
節
（
町
長
）
河
邉
宰
兵
衛
等
と
会
見
す
、

○
五
、四
九
沼
津
発
、
九
、〇
〇
上
野
着
、
一
〇
、〇
〇
頃
帰
宅
、
○
不
在
中

辻
本
卯
蔵
、
河
原
井
喜
久
雄
、
阿
部
瀧
次
郎
、
平
山
正
、
手
塚
光
貴
、
丹
羽

瀧
男
、
佐
瀬
文
哉
来
訪
す
、
○
成
瀬
仁
蔵
、
村
田
勤
及
び
竹
柏
会
よ
り
来
状
、

○
「
農
業
修
身
」
二
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
、「
中
学
修
身
」
五
百
部
の

奥
附
を
文
学
社
に
付
与
す
、
○
山
田
喜
之
助
よ
り
「
標
註
論
語
」
村
田
勤
よ

り
「
宗
教
改
革
史
」
樋
口
秀
雄
よ
り
「
時
代
と
文
芸
」
を
送
来
る
、
○
日
報

社
よ
り
新
築
記
念
品
を
送
来
る
、

六
日
、 

午
前
、
辻
本
卯
蔵
来
訪
す
、
○
湊
を
東
海
銀
行
に
遣
は
す
、
○
午
后
、

土
井
林
吉
、
西
田
幾
太マ
マ

郎
、
河
原
井
喜
久
雄
来
訪
す
、
○
齋
藤
儀
八
よ
り
小

魚
壱
包
を
送
来
る
、
○
西
ヶ
谷
可
吉
よ
り
礼
状
来
る
、
○
教
科
書
会
よ
り
書

類
来
る
、
○
「
武
士
道
叢
書
」
上
巻
五
百
部
、
下
巻
五
百
部
合
計
一
千
部
の

奥
附
を
博
文
館
に
付
与
す
、
○
夜
、
文
中
子
及
び
二
宮
先
生
語
録
を
読
む
、

○
宮
内
省
式
部
職
及
び
文
科
大
学
学
友
会
よ
り
来
状
、

七
日
、 

午
前
、
文
中
子
を
読
む
、
○
「
中
学
修
身
」
一
千
枚
の
奥
附
を
文
学
社

に
付
与
す
、
○
湊
を
文
部
省
及
び
三
井
銀
行
に
遣
は
す
、
○
浦
谷
熊
吉
来
訪

す
、
○
姉
﨑
宅
よ
り
筍
五
箇
を
送
来
る
、
○
電
話
使
用
料
拾
六
円
五
十
銭
を

郵
便
局
に
納
む
、
○
原
秀
四
郎
よ
り
「
近
世
地
理
教
科
書
」
を
送
来
る
、
○

午
后
、「
勅
語
教
本
」
五
百
部
の
奥
附
を
晩
成
所
に
付
与
す
、
○
書
状
を
齋

藤
儀
八
、
前
田
利
為
に
、
葉
書
を
村
田
勤
、
山
田
喜
之
助
、
原
秀
四
郎
に
送

る
、
○
帝
国
学
士
院
及
び
教
科
書
会
よ
り
来
状
、
○
縫
子
、
千
賀
さ
だ
子
を

訪
ふ
、
○
文
中
子
を
読
む
、
○
夜
、
哲
学
辞
書
の
原
稿
を
訂
正
す
、

八
日
、 

午
前
、
文
中
子
を
読
む
、
○
菊
池
謙
二
郎
、
石
原
即
聞
、
得
能
文
よ
り

来
状
、
○
哲
学
辞
書
の
原
稿
を
訂
正
す
、
○
午
后
、
哲
学
辞
書
の
原
稿
を
同

文
館
に
付
与
す
、
○
堀
田
相
爾
来
訪
す
、
○
文
中
子
及
び
伝
習
録
を
読
む
、

○
葉
書
を
柳
谷
謙
太
郎
、
得
能
文
等
に
送
る
、
○
宣
光
及
び
正
勝
を
拉
し
て

上
野
に
遊
び
、
三
橋
亭
に
於
て
食
事
し
て
帰
る
、
○
上
野
に
於
て
体
量
を
計

る
、
一
五

3

3

、五3

、
宣
光
は
一
一

3

3

3

3

3

、〇3

、
正
勝
は
六

3

3

3

3

、三3

、
○
夜
、「
中
学
修
身
」

一
千
枚
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
隈
本
有
尚
よ
り
「
性
相
」
第
七
号

を
送
来
る
、
○
伝
習
録
を
読
む
、

九
日
、 

午
前
、
教
科
書
会
よ
り
辞
令
書
来
る
、
○
内
山
信
太
郎
よ
り
来
状
、
○

島
本
愛
之
介
、
浦
谷
熊
吉
、
水
島
耕
一
郎
、
森
良
三
郎
来
訪
す
、
○
文
中
子

を
読
む
、○
午
后
、大
田
黒
作
次
郎
、姉
﨑
正
治
母
来
訪
す
、○
「
東
亜
の
光
」

を
読
む
、
○
西
田
幾
太マ
マ

郎
歓
迎
会
に
学
士
会
事
務
所
に
赴
く
、
○
夜
、
教
科

書
会
、
小
谷
重
、
広
池
千
九
郎
、
田
方
郡
報
徳
会
よ
り
来
状
、
○
不
在
中
藤

田
季
荘
来
訪
す
、
○
吉
田
夫
婦
来
訪
す
、
○
此
日
、
五
円
の
為
換
を
中
洲
に

送
る
、

十
日
、 

午
前
、Rev. C. C. L. Bates

及
び
古
川
勝
隆
、
渡
辺
為
蔵
来
訪
す
、

○
米
澤
有
為
会
よ
り
速
記
を
送
来
る
、
○
午
后
、
岩
田
僊
太
郎
、
久
内
大

賢
、
河
原
井
喜
久
雄
、
森
良
三
郎
来
訪
す
、
○
哲
学
辞
書
の
原
稿
を
訂
正
す
、

○
縫
子
、
児
女
を
拉
し
て
植
物
園
に
遊
ぶ
、
○
丸
善
よ
りD

ew
ey and 
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一

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

T
マ

マ

uft’s Ethics

を
送
来
る
、
○
夜
、
書
状
を
穂
積
陳
重
及
び
元
良
勇
次
郎
に

送
る
、
○
藤
田
季
荘
来
訪
す
、
○
河
瀬
秀
治
よ
り
来
状
、

十
一
日
、 
午
前
、
近
藤
歌
太
郎
、
松
浦
一
、
岩
橋
遵
成
、
石
橋
臥
波
、
小
澤
銀

十
郎
、
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
其
他
坂
本
嘉
治
馬
、
森
良
三
郎
等
来
訪
す
、
面

会
す
る
に
遑
あ
ら
ず
、
○
岡
本
敏
行
、
西
田
幾
太マ
マ

郎
及
び
櫻
井
某
、
東
亜
協

会
々
員
と
な
る
、
○
正
蒙
を
読
む
、
○
加
藤
孫
平
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
友

枝
高
彦
来
訪
す
、
○
正
蒙
を
読
む
、
○
「
中
学
修
身
」
五
百
部
「
女
子
修
身
」

一
千
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
伊
洛
淵
源
録
を
読
む
、
○
妻
子
一

同
興
譲
館
の
運
動
会
を
観
る
、
○
夜
、
哲
学
辞
書
の
訂
正
を
な
す
、
○
英
国

詩
人Sw

inburne

逝
く
、

十
二
日
、 

午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
桑
原
隲
蔵
よ
り
絵
葉
書
来
る
、
○

大
学
よ
り
「
大
日
本
古
文
書
」
二
冊
を
受
取
る
、
○
午
后
、
前
川
文
栄
閣
及

び
森
良
三
郎
等
来
談
す
、
○
巣
鴨
の
大
工
を
し
て
増
築
を
設
計
せ
し
む
、
○

安
田
旭
軒
を
し
て
速
記
せ
し
む
、
○
平
田
東
助
及
び
齋
藤
儀
八
よ
り
来
状
、

○
伊
澤
修
二
よ
り
書
状
及
び
「
発
音
矯
正
法
」
を
送
来
る
、
○
夜
、
哲
学
辞

書
の
原
稿
を
訂
正
す
、
○
補
永
茂
助
来
訪
す
、
○
葉
書
を
菊
池
謙
二
郎
及
び

大
田
黒
作
次
郎
に
送
る
、
○
此
日
、「
女
子
修
身
」
一
千
部
の
奥
附
を
金
港

堂
に
付
与
す
、

十
三
日
、 

午
前
、
森
良
三
郎
、
原
田
秀
泰
、
大
田
黒
作
次
郎
来
訪
す
、
○
「
中

学
修
身
」
一
千
部
「
新
編
倫
理
」
八
拾
三
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、

○
午
后
、
栗
原
元
吉
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
浦
谷
熊
吉
、
近
藤
歌

三
郎
、
野
村
常
太
郎
、
安
田
旭
軒
来
訪
す
、
○Paulsens Einleitung in 

die Philosophie

を
読
む
、
○
縫
子
、
井
上
成
美
宅
に
赴
く
、
○
夜
、
平
川 

泉
吉
、
大
田
黒
作
次
郎
来
訪
す
、
○
文
科
大
学
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
植
木

屋
来
る
、
○
釈
雲
照
南
摩
綱
紀
逝
く
、〔
頁
下
部
に
「
雲
照
律
師
」、「
南
摩

羽
峰
翁
」
の
新
聞
記
事
切
抜
貼
付
〕

十
四
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
帰
途
中
城
直
正
に
逢
ふ
、
○
不
在
中
上
野

他
七
郎
来
訪
す
、○
午
后
、田
中
義
能
、野
村
常
太
郎
、上
野
他
七
郎
来
訪
す
、

○
丙
午
出
版
社
よ
り
「
退
耕
録
」
を
送
来
る
、○
「
中
学
修
身
」
一
千
部
「
女

子
修
身
」
五
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、○Paulsen, E

inleitung 

in die Philosophie

を
読
む
、
○
夜
、
引
続
きPaulsen

を
読
む
、
○
此 

日
、
植
木
屋
来
る
、

十
五
日
、 

午
前
、
湊
を
文
部
省
及
び
三
井
銀
行
に
遣
は
す
、
○
南
摩
宅
よ
り
訃

報
来
る
、
○
研
究
、
○
森
良
三
郎
来
る
、
○
午
后
、Paulsen, E

inleitung 

in die Philosophie

を
読
む
、○
「
中
学
修
身
」
三
百
五
十
二
部
の
奥
附
を 

文
学
社
に
付
与
す
、
○
教
科
書
会
よ
り
書
類
来
る
、
○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、

○
小
石
川
郵
便
局
よ
り
来
状
、
○
夜
、
二
宮
先
生
語
録
及
び
正
蒙
を
読
む
、

十
六
日
、 

午
前
、
森
良
三
郎
、
浦
谷
熊
吉
、
櫻
井
一
義
、
内
山
信
太
郎
、
勝
水

淳
行
、
土
肥
竹
次
郎
来
訪
す
、
○
二
宮
先
生
語
録
を
読
む
、
○
増
築
前
金
弐

百
円
を
森
良
三
郎
に
付
与
す
、
○
午
后
、
国
語
調
査
会
及
び
教
科
書
会
に
文

部
省
に
赴
く
、
○
西
田
幾
太マ
マ

郎
よ
り
来
状
、
○
吉
田
雪
子
、
山
口
英
爾
来
る
、

○
夜
、
二
宮
先
生
語
録
及
び
嚶
鳴
館
遺
草
を
読
む
、
○
帝
国
興
信
所
よ
り
来

状
、
○
此
日
、「
女
子
修
身
」
五
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、

十
七
日
、 
午
前
、
浦
谷
熊
吉
、
坂
本
嘉
治
馬
、
森
良
三
郎
来
談
す
、
○
鹿
田
静

七
に
書
状
を
送
る
、
○
午
后
、
深
作
安
文
来
訪
す
、
○
孔
子
の
部
を
勝
水
淳

行
に
付
す
、
○
金
子
博
愛
よ
り
来
状
、
○
冨
田
順
吉
よ
り
菓
子
一
包
を
送
来
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る
、
○
教
誡
律
儀
を
読
む
、
○
夜
、
上
宮
教
会
に
赴
き
、
一
場
の
演
説
を
な

す
、
○
此
日
、
湊
を
し
て
南
摩
綱
紀
の
葬
式
に
会
せ
し
む
、
○
植
木
屋
来
る
、

十
八
日
、 
午
前
、
加
藤
玄
智
、
得
能
文
、
大
島
正
徳
、
乃
木
希
典
、
秋
山
悟
庵
、

坂
本
健
一
、
近
藤
歌
太
郎
、
小
林
照
朗
、
葉
山
万
次
郎
外
法
科
大
学
生
一
名

来
訪
す
、
○
縫
子
、
清
子
、
宣
光
三
人
小
金
井
に
赴
く
、
○
午
后
、
浦
谷
ふ

み
来
る
、
○
塚
原
政
次
よ
り
来
状
、
○
二
宮
先
生
語
録
及
び
教
誡
律
儀
を
読

む
、
○
若
山
善
三
郎
来
訪
す
、
○
西
脇
玉
峰
よ
り
「
通
俗
論
語
」
一
巻
を
送

来
る
、
○
夜
、
伝
習
録
を
読
む
、
○
研
究
、
○
此
日
、
植
木
屋
来
る
、

十
九
日
、 

午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
午
后
、「
中
学
修
身
」
五
百
部
の

奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
午
后
、
二
宮
先
生
語
録
を
読
む
、
○
安
田
旭

軒
来
る
、
乃
ち
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、
○
夜
、
日
本
学
会
に
大
学
の
学
生
集

会
所
に
赴
く
、
田
中
館
、
松
村
、
神
保
、
宮
﨑
、
有
賀
の
諸
博
士
来
会
す
、

盛
会
な
り
、
○
報
徳
会
よ
り
来
訪
す
、

二
十
日
、 

午
前
、「
中
学
修
身
」
四
百
六
拾
三
部
の
奥
附
を
文
学
社
に
付
与
す
、

○
波
多
野
精
一
の
論
文
（Spinoza-Studien

）
を
読
む
、
○
午
后
、
千
賀

孝
善
来
訪
す
、
○
引
続
き
波
多
野
精
一
の
論
文
を
読
む
、
○
帝
国
学
士
院
及

び
弘
道
館
等
よ
り
来
状
、
○
「
倫
理
と
教
育
」
五
百
部
の
奥
附
を
弘
道
館
に

付
与
す
、
○
運
動
に
出
づ
、
○
夜
、
藤
田
季
荘
来
訪
す
、
○
研
究
、

廿
一
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
有
賀
長
雄
よ
り
来
状
、
○
「
中
学
修
身
」

五
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
午
后
、
文
科
大
学
の
教
授
会
に
赴

く
、○
孔
子
祭
典
会
よ
り
来
状
、○
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、○
座
間
勝
平
よ
り「
宇

宙
と
国
家
」
を
送
来
る
、
○
笹
倉
新
治
よ
り
絵
葉
書
と
学
校
一
覧
と
を
送
来

る
、
○
不
在
中
須
藤
求
馬
、
菓
子
箱
を
携
へ
て
来
訪
す
、
○
原
平
吉
来
訪
す
、

○
夜
、
畠
山
健
来
訪
す
、

廿
二
日
、 

午
前
、
山
口
通
公
、
文
芸
革
新
会
及
び
製
造
者
保
険
会
社
よ
り
来
状
、

○
勉
強
、
濱
尾
総
長
よ
り
使
者
来
る
、
乃
ち
之
に
外
套
を
付
与
す
、
○
午
后
、

講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
笹
川
貞
子
来
訪
す
、
○
不
在
中
樋
口
秀
雄
来
訪
す
、

○
二
宮
先
生
語
録
を
読
む
、
○
夜
、
菅
原
教
造
、
倉
橋
惣
三
、
吉
田
雪
子
来

訪
す
、
○
二
宮
先
生
語
録
を
読
む
、
○
教
科
書
会
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
万

国
心
理
学
会
よ
り
来
状
、

廿
三
日
、 

午
前
、
古
川
黄
一
、
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
二
宮
先
生
語
録
を
読
む
、

○
教
科
書
会
よ
り
書
類
来
る
、
○
田
中
忠
興
よ
り
来
状
、
○
鹿
田
静
七
よ
り

書
籍
三
部
を
送
来
る
、○
帝
国
大
学
よ
り
「
大
日
本
史
料
」
一
冊
を
受
取
る
、

○
湊
を
文
科
大
学
事
務
室
に
遣
は
す
、
○
午
后
、「
勅
語
教
本
」
五
百
部
の

奥
附
を
晩
成
所
に
付
与
す
、
○
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
大
学
に
濱
尾
総
長
を

訪
ふ
、
○
鈴
木
三
重
吉
よ
り
書
状
、
加
藤
弘
之
よ
り
葉
書
来
る
、
○
二
宮
先

生
語
録
を
読
む
、
○
夜
、
二
宮
先
生
語
録
を
読
了
す
、
○
蘭
室
詩
文
集
を
読

む
、
○
金
港
堂
よ
り
奥
附
壱
包
を
送
来
る
、
○
此
日
、
大
久
保
時
三
郎
、
絞

首
せ
ら
る
、
僅
に
八
分
に
し
て
絶
息
、

廿
四
日
、 

午
前
、「
新
編
倫
理
」
一
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
大

日
本
続
蔵
経
二
套
を
受
取
る
、
○
肥
田
秀
道
来
訪
す
、
有
レ

故
不
レ

遇
、
○
書

状
を
大
島
正
徳
に
、「
東
亜
の
光
」（
四
の
四
）
を
小
松
原
英
太
郎
、
濱
尾
新

及
び
島
本
愛
之
介
に
送
る
、○
冨
山
房
よ
り
「
支
那
大
文
学
史
」
を
送
来
る
、

○
午
后
、
中
村
久
四
郎
来
訪
す
、
乃
ち
之
に
貝
原
益
軒
の
書
を
付
与
す
、
濱

尾
総
長
の
還
暦
の
祝
に
植
物
園
に
赴
く
、
鈴
木
充
美
、
千
頭
清
臣
、
杉
浦
重

剛
、
内
田
銀
蔵
、
小
松
原
英
太
郎
、
牧
野
伸
顕
、
木
場
貞
長
等
と
会
見
す
、



六
三

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

○
岩
田
僊
太
郎
よ
り
来
状
、
○
亀
谷
聖
馨
よ
り
「
正
想
的
宇
宙
観
」
を
送
来

る
、
○
「
中
学
修
身
」
一
千
四
百
六
十
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○

夜
、
自
娯
集
を
読
む
、

廿
五
日
、 
午
前
、遠
藤
隆
吉
、久
保
幾
次
郎
、肥
田
秀
道
、豊
田
臻
、花
輪
郡
蔵
、

杉
本
美
之
助
、
秋
山
悟
庵
来
訪
す
、
○
女
中
ゆ
り
及
び
■
ゝ
よ
去
り
、
新
に

三
人
入
代
り
来
る
、
○
縫
子
、
正
勝
及
び
益
之
進
を
拉
し
て
浅
草
伝
法
院
に

遊
ぶ
、
○
午
后
、
報
徳
会
に
赴
き
、「
士
風
頽
敗
の
一
大
原
因

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
を
演
説
す
、

伊
藤
長
次
郎
、
鶴
見
左
吉
雄
、
井
上
友
一
等
と
会
見
す
、
○
自
娯
集
を
読
む
、

○
共
益
商
社
よ
り
「
オ
ル
ガ
ン
」
壱
箇
を
送
来
る
、
○
夜
、
櫻
井
錠
二
よ
り

来
状
、
○
自
娯
集
を
読
む
、

廿
六
日
、 

午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
午
后
、
石
川
松
渓
、
望
月
信
亨
、

浦
谷
熊
吉
、
吉
田
熊
次
来
訪
す
、
○
「
教
界
春
秋
」
を
草
す
、
○
望
月
信
亨

よ
り
「
仏
教
大
辞
典
」
を
受
取
る
、
○
夜
、
報
徳
会
よ
り
来
状
、
○
「
中
学

修
身
」
一
千
部
の
奥
附
を
文
学
社
に
付
与
す
、
○
経
義
大
意
を
読
む
、

廿
七
日
、 

午
前
、「
教
界
春
秋
」
を
草
す
、
○
経
義
大
意
及
び
自
娯
集
を
読
む
、

○
縫
子
、
博
品
館
に
赴
く
、
○
午
后
、
原
稿
を
櫛
引
成
太
に
付
与
す
、
○
浦

谷
熊
吉
、
中
原
司
馬
雄
、
中
村
久
四
郎
外
学
生
某
来
訪
す
、
○
自
娯
集
を
読

む
、
○
教
科
書
会
に
文
部
省
に
赴
く
、
○
夜
、
島
本
愛
之
介
よ
り
来
状
、
○

此
日
、
土
帝
ア
ブ
ド
ル
、
ハ
ミ
ツ
ド
二
世
廃
せ
ら
れ
、
メ
ヘ
ツ
ド
、
レ
シ
ヤ
ッ

ド
立
つ
、

廿
八
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
午
后
、
教
授
会
に
大
学
に
赴
く
、
○
教

科
書
会
、
筑
前
学
友
会
及
び
緒
方
教
授
二
十
五
年
祝
賀
会
よ
り
来
状
、
○

土
井
林
吉
よ
り
「
衣
装
哲
学
」
を
送
来
る
、
○
金
港
堂
よ
り
速
記
を
送
来

る
、
○
大
田
黒
作
次
郎
来
訪
す
、
○
夜
、Paulsen, Einleitung in die 

Philosophie

及
び
自
娯
集
を
読
む
、
○
此
日
、
子
爵
由
利
公
正
逝
く
、
享

年
八
十
一
、
○
増
築
棟
上
げ
を
な
す
、

廿
九
日
、 

午
前
、
周
宮
房
子
内
親
王
、
北
白
川
宮
成
久
王
と
御
結
婚
の
式
を

行
は
せ
ら
る
、
○Paulsen, Einleitung in die Philosophie

を
読
む
、 

○
輔
仁
会
及
び
鎗
居
亀
太
郎
よ
り
招
待
状
来
る
、
○
午
后
、
引
続
き

Paulsen

を
読
む
、
○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
不
在
中
吉
田
圭
来
訪
す
、

○
自
娯
集
を
読
む
、
○
夜
、
澄
田
福
松
来
訪
す
、
○
自
娯
集
を
読
む
、
○
国

語
調
査
会
よ
り
来
状
、

三
十
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
、
小
池
槌
橘
来
訪
す
、
○
自
娯
集
を
読
む
、
○
午

后
、
国
語
調
査
会
及
び
教
科
書
会
に
文
部
省
に
赴
く
、
○
夜
、
丁
酉
倫
理
会

に
赴
く
、
○
暁
星
学
校
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
哲
学
概
論
の
追
試
験
を
な
す
、

不
在
中
大
学
よ
り
答
案
を
送
来
る
、

五
月

一
日
、 

午
前
、
辻
本
卯
蔵
、
浦
谷
熊
吉
、
森
良
三
郎
来
訪
す
、
○
「
教
界
春
秋
」

を
草
す
、
○
自
娯
集
を
読
む
、
○
午
后
、「
女
子
修
身
」
一
千
部
の
奥
附
を

金
港
堂
に
付
与
す
、
○
自
娯
集
を
読
む
、
○
村
田
五
郎
よ
り
絵
葉
書
を
送
来

る
、
○
毎
日
電
報
社
よ
り
「
か
す
て
い
ら
」
壱
箱
を
送
来
る
、
○
夜
、
藤
田

季
荘
、
三
刀
谷
扶
綱
来
訪
す
、
○
孔
子
祭
典
会
及
び
風
紀
革
新
会
よ
り
来
状
、

○
書
状
を
谷
慶
祐
に
、
葉
書
を
風
紀
革
新
会
に
送
る
、

二
日
、 
午
前
、
岩
橋
遵
成
、
後
藤
朝
太
郎
、
森
良
三
郎
来
訪
す
、
○
自
娯
集
を

読
む
、
○
「
学
生
日
々
の
修
養
法
」
新
声
に
出
づ
、
○
午
后
、
筑
前
学
友
会

に
錦
輝
館
に
赴
く
、
黒
田
長
成
、
寺
尾
兄
弟
、
久
世
庸
夫
、
梅
野
信
吉
等
と



六
四

会
見
す
、
○
宮
﨑
虎
之
助
来
訪
す
、
有
レ

故
不
レ

遇
、
○
夜
、
自
娯
集
を
読
む
、

三
日
、 
午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
き
、
尋
い
で
論
文
審
査
委
員
選
定
会
に
出
席

す
、○
三
上
参
次
を
史
料
編
纂
所
に
訪
ふ
、○「
東
亜
の
光
」（
四
の
五
）成
る
、

○
文
明
協
会
よ
り
「
欧
米
人
の
日
本
観
」
を
送
来
る
、
○
不
在
中
井
上
な
み

の
来
訪
す
、
○
午
后
、
石
川
松
渓
、
小
池
槌
橘
、
近
藤
歌
太
郎
、
小
谷
重
来

訪
す
、
○
星
野
恒
よ
り
書
状
及
び
史
学
叢
説
を
送
来
る
、
○
須
藤
求
馬
よ
り

来
状
、
○
大
学
よ
り
学
生
の
論
文
八
篇
を
送
来
る
、
左
の
如
し
、

ス
ピ
ノ
ザ
之
本
体
論
及
解
脱
論 

安
倍
能
成

カ
ン
ト
之
物
如
論 
小
山
鞆
絵

シ
オ
ペ
ン
ハ
ワ
ー
の
解
脱
論 
山
口
重
知

カ
ン
ト
宗
教
哲
学 

魚
住
影
雄

ハ
ル
ト
マ
ン
の
目
的
論 

石
井
信
二

カ
ン
ト
批
評
哲
学
の
起
源 

宮
本
和
吉

カ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
る

 

空
間
論
の
研
究 

伊
藤
吉
之
助

王
陽
明
の
学
を
論
ず 

城
戸
季
雄

○
夜
、
興
譲
館
の
速
記
を
訂
正
す
、
○
豊
原
清
作
よ
り
来
状
、

四
日
、 

午
前
、
興
譲
館
の
速
記
を
訂
正
す
、
○
森
良
三
郎
、
岡
本
金
太
郎
、
深

作
安
文
来
訪
す
、
○
午
后
、
速
記
の
訂
正
を
興
譲
館
に
送
る
、
○
竹
内
松
治
、

「
日
本
婦
女
宝
鑑
」
を
携
へ
て
来
る
、
○
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
平
田
平
三

及
び
啓
成
社
よ
り
来
状
、
○
弘
道
館
よ
り
「
実
用
倫
理
」
を
送
来
る
、
○
夜
、

学
生
の
論
文
を
審
査
す
、

五
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
午
后
、
教
授
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○

田
中
貢
太
郎
来
訪
す
、
○
不
在
中
桑
原
隲
蔵
、
盆
と
孟
子
の
像
讃
を
携
来
る
、

○
伯
爵
松
浦
厚
の
授
爵
披
露
の
園
遊
会
に
赴
く
、
阪
谷
芳
郎
、
岩
﨑
一
、
添

田
壽
一
、
徳
川
達
孝
等
と
会
見
す
、
○
宮
﨑
虎
之
助
来
訪
す
、
○
教
科
書
会

よ
り
書
類
来
る
、
○
浦
谷
熊
吉 

秋
山
悟
庵
よ
り
来
状
、
○
上
宮
教
会
よ
り

御
礼
を
送
来
る
、
○
夜
、
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、

六
日
、 

午
前
、
辻
新
次
、
辻
本
卯
蔵
、
元
良
勇
次
郎
、
土
井
林
吉
、
股
野
琢
等

よ
り
来
状
、
○Buchner, K

raft und Stoff, Paulsen, Einleitung in 

die Philosophie

を
読
む
、
○
午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
勝
田
孝
興
、

山
田
準
、
尾
﨑
行
雄
よ
り
来
状
、
○
夜
、K

rafft-Ebing, Psychopathia 

Sexualis

を
読
む
、

七
日
、 

午
前
、
自
娯
集
を
読
む
、
○
学
生
の
卒
業
論
文
を
審
査
す
、
○
午

后
、
同
文
館
よ
り
御
礼
を
送
来
る
、
○
書
状
及
び
香
典
料
各
金
壱
円
を
土
井

林
吉
及
び
葉
山
万
次
郎
に
送
る
、
○
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
ゴ
ル
ド
ン
夫
人

を
赤
坂
に
訪
ふ
、
尾
﨑
行
雄
、
ボ
ー
フ
ラ
ワ
ー
等
と
会
見
す
、
○
夜
、
桑
原

隲
蔵
の
歓
迎
会
に
大
学
集
会
所
に
赴
く
、
○
不
在
中
日
比
野
寛
来
訪
す
、
○

教
科
書
会
及
び
式
部
職
よ
り
来
状
、
○K

rafft-Ebing, Psychopathia 

Sexualis

を
読
む
、

八
日
、 

午
前
、
自
娯
集
及
びK

rafft-Ebing, Psychopathia Sexualis

を

読
む
、
○
吉
田
雪
子
来
る
、
○
教
科
書
会
よ
り
書
類
来
る
、
○
午
后
、
濱
尾

新
、
加
藤
玄
智
、
外
に
巡
査
一
人
来
訪
す
、
○
ス
ガ
子
、
春
枝
、
吉
田
雪
子

と
共
に
雙
葉
高
等
女
学
校
に
築
地
に
赴
く
、○
学
生
の
卒
業
論
文
を
審
査
す
、

○
教
員
検
定
委
員
会
よ
り
来
状
、
○
古
事
類
苑
（
器
用
部
）
壱
冊
来
る
、
○

夜
、K

rafft-Ebing

を
読
む
、



六
五

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

九
日
、 

午
前
、
岩
橋
遵
成
、
吉
田
圭
、
岸
田
繁
次
郎
、
田
中
貢
太
郎
、
古
城
貞

吉
、
齋
藤
栄
、
水
島
耕
一
郎
、
浦
谷
熊
吉
、
近
藤
歌
太
郎
、
武
内
紫
明
来
訪

す
、
○
自
娯
集
を
読
む
、
○
帝
国
教
育
会
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
岡
本
学
来

訪
す
、
○
自
娯
集
及
び
張
子
の
正
蒙
を
読
む
、
○
井
上
成
美
宅
を
訪
ふ
、
○

夜
、
勉
強
、
○
此
日
、
小
谷
重
よ
り
女
学
校
の
報
道
を
送
来
る
、

十
日
、 

午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
留
岡
幸
助
及
び
牧
野
牧
師
来
訪

す
、
陽
明
哲
学
五
十
部
の
奥
附
を
冨
山
房
に
付
与
す
、
○
午
后
、
内
田
安

蔵
来
訪
す
、
○
文
科
大
学
の
使
者
、
論
文
を
携
来
る
、
○
「
女
子
修
身
」

二
百
四
十
八
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り
「
仮
名

遣
及
仮
名
字
体
沿
革
史
料
」
を
送
来
る
、
○
福
井
彦
次
郎
及
び
帝
国
学
士
院

よ
り
来
状
、
○
夜
、
藤
田
季
荘
来
訪
す
、
○
校
正
を
同
文
館
に
送
る
、
○
田

中
久
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
宣
光
、
高
尾
山
に
遠
足
を
な
す
、

十
一
日
、 

午
前
、
坂
本
嘉
治
馬
、
樋
口
秀
雄
来
訪
す
、
○
葉
書
を
笹
倉
新
治
、

秋
山
悟
庵
及
び
報
徳
会
に
送
る
、
○
午
后
、
帝
国
教
育
会
に
赴
き
、
戊
申
詔

書
捧
読
式
に
莅
み
、
一
場
の
演
説
を
な
す
、
平
田
東
助
、
小
松
原
英
太
郎
、

肝
付
兼
行
、
木
場
貞
長
、
色
川
国
士
、
伊
澤
修
二
、
立
見
四
郎
等
と
会
見
す
、

○
渋
谷
愛
夫
よ
り
来
状
、
○
夜
、
辻
新
次
の
招
燕
に
冨
士
見
軒
に
赴
く
、
○

堀
田
相
爾
来
訪
す
、

十
二
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
午
后
、
文
科
大
学
の
教
授
会
に
赴
く
、

○
堀
田
相
爾
来
訪
す
、
○
夜
、
帝
国
学
士
院
に
赴
く
、
○
此
日
、
教
科
書
会

及
び
小
石
川
区
委
員
部
（
赤
十
字
社
）
よ
り
来
状
、

十
三
日
、 

午
前
、Paulsen, Einleitung in die Philosophie

を
読
む
、
○

午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
日
本
社
会
学
研
究
所
よ
り
来
状
、
○
不
在

中
宮
原
龍
見
来
訪
す
、
○
夜
、
同
文
館
よ
り
校
正
来
る
、
○
自
娯
集
を
読
む
、

十
四
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
、
平
川
泉
吉
来
訪
す
、
○
丹
羽
瀧
男
を
し
て
速
記

せ
し
む
、
○
自
娯
集
を
読
む
、
○
午
后
、
国
語
調
査
会
及
び
教
科
書
会
に
文

部
省
に
赴
く
、
○
不
在
中
烈
士
報
讐
録
を
史
料
編
纂
掛
の
使
者
に
付
与
す
、

○
文
科
大
学
よ
り
論
文
二
篇
を
送
来
る
、
○
宮
原
龍タ
ツ
ミ見
、
鰹
節
を
携
へ
て
来

訪
す
、○
同
文
館
よ
り
校
正
来
る
、○
自
娯
集
を
読
む
、○
夜
、新
聞
を
読
む
、

十
五
日
、 

午
前
、
東
敬
治
、
王
陽
明
の
画
像
を
携
来
る
、
○
鈴
木
大
拙
よ
り
来

状
、
○
自
娯
集
を
読
む
、
○
午
后
、
音
楽
学
校
に
赴
き
、
倫
理
講
話
を
な
す
、

○
鈴
木
大
拙
よ
りO

utlines of M
ahâyâna B

uddhism

を
送
来
る
、
○

樋
口
勘
次
郎
よ
り
「
教
育
勅
語
の
御
精
神
」
を
送
来
る
、
○
書
状
を
畠
山
健

に
、
葉
書
を
鈴
木
大
拙
及
び
市
村
瓉
次
郎
に
送
る
、
○
夜
、
学
生
の
卒
業
論

文
を
審
査
す
、

十
六
日
、 

午
前
、
菰
田
万
一
郎
、
大
森
万
次
郎
、
近
藤
歌
三
郎
来
訪
す
、
○
学

生
の
卒
業
論
文
を
審
査
す
、
○
自
娯
集
を
読
む
、
○
午
后
、
自
娯
集
を
読
む
、

○
引
続
き
卒
業
論
文
を
審
査
す
、
○
縫
子
、
宣
光
及
び
正
勝
を
拉
し
て
中
村

正
修
宅
に
赴
く
、
○
夜
、
自
娯
集
を
読
了
る
、
○
勉
強
、

十
七
日
、 

午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
午
后
、
浦
谷
熊
吉
、
石
川
松
渓
、

深
作
安
文
来
訪
す
、
○
宇
野
哲
人
、
ピ
ザ
ー
よ
り
絵
葉
書
を
送
来
る
、
○
夜
、

辻
新
次
及
び
南
葵
文
庫
よ
り
来
状
、
○
堀
田
相
爾
来
訪
す
、
○
濱
尾
総
長
の

使
者
、
書
状
を
携
来
る
、

十
八
日
、 
午
前
、
府
税
市
税
特
別
税
八
拾
銭
、
普
通
計
量
栓
参
円
参
銭
、
量
水

器
使
用
料
壱
円
弐
拾
銭
を
区
役
所
に
納
む
、
○
大
日
本
続
蔵
経
二
套
を
受
取

る
、
○
水
島
耕
一
郎
、
村
上
信
子
来
訪
す
、
○
神
道
同
志
会
よ
り
来
状
、
○
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午
后
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
創
立
五
百
年
の
祝
文
を
草
す
、
○
三
好
愛
吉
よ
り

孔
子
会
の
絵
葉
書
二
枚
を
送
来
る
、
○
書
状
を
三
好
愛
吉
、
須
藤
求
馬
、
平

田
平
三
に
送
る
、○
書
状
と
「
東
亜
の
光
」（
四
の
五
）
を
杉
浦
重
剛
に
送
る
、

○
祝
文
草
案
を
大
学
本
部
の
使
者
に
付
与
す
、
○
夜
、
杉
浦
重
剛
よ
り
来
状
、

○
此
日
、
英
国
小
説
家
ヂ
ョ
ー
ヂ
、
メ
レ
ヂ
ー
ス
逝
く
、
享
年
五
十
八
、

十
九
日
、 

午
前
、学
習
院
に
赴
く
、○
午
后
、文
科
大
学
教
授
会
に
大
学
に
赴
く
、

尋
い
で
哲
学
字
彙
の
編
纂
会
に
莅
む
、
○
大
掃
除
を
な
す
、
○
教
科
書
会
よ

り
書
類
来
る
、
○
風
紀
革
新
会
よ
り
来
状
、
○
同
文
館
よ
り
速
記
を
送
来
る
、

○
夜
、
三
刀
谷
扶
綱
、
帝
国
教
育
会
の
礼
状
と
御
礼
と
を
携
来
る
、
○
校
正

を
同
文
館
に
送
る
、
○
藤
井
健
治
郎
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
柳
石
藤
七
逝
く
、

二
十
日
、 

午
前
、
文
芸
革
新
会
よ
り
来
状
、
○Paulsen, Einleitung in 

die Philosophie

を
読
む
、
○
午
后
、
引
続
きPaulsen, Einleitung

を

読
む
、
○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
文
科
大
学
及
び
和
田
万
吉
よ
り
来
状
、

○
夜
、
貝
原
益
軒
の
養
生
訓
を
読
む
、
○
同
文
館
の
速
記
を
訂
正
す
、
○
哲

学
会
よ
り
来
状
、

廿
一
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
「
勅
語
教
本
」
五
百
部
の
奥
附
を
晩

成
所
に
付
与
す
、
○
マ
ヌ
フ
ア
ク
チ
ユ
ラ
ー
ス
生
命
保
険
会
社
よ
り
来
状
、

○
午
后
、齋
藤
儀
八
、齋
藤
謙
蔵
、村
上
信
子
よ
り
来
状
、○
吉
田
雪
子
来
る
、

○
堀
田
相
爾
来
談
す
、
○
夜
、
文
芸
革
新
会
に
赴
き
、
所
感
を
述
ぶ
、
○
此

日
、
太
宰
府
旧
宅
地
弐
畝
弐
歩
を
購
入
す

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

、
代
価
弐
百
弐
拾
弐
円
、
○
東
洋

哲
学
試
験
問
題
を
文
科
大
学
事
務
室
に
送
る
、
○
ス
ト
ー
ヴ
を
取
除
く
、

廿
二
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
、
森
良
三
郎
、
鈴
木
三
重
吉
来
訪
す
、
○
書
状
を

島
本
愛
之
介
に
送
る
、
○
中
田
尋
常
高
等
小
学
校
に
返
事
を
送
る
、
○
鈴
木

三
重
吉
と
共
に
午
餐
を
な
す
、
○
午
后
、
同
文
館
の
使
者
、
書
状
を
携
へ
て

来
る
、
乃
ち
之
に
原
稿
を
托
す
、
○
黒
住
宗
武
、
黒
住
教
々
書
（
第
一
輯
）

を
携
来
る
、
○
書
状
を
塚
原
政
次
に
送
る
、
○
学
生
の
論
文
を
閲
す
、
○
夜
、

吉
田
夫
妻
来
談
す
、
○
養
生
訓
、
淮
南
子
、
正
蒙
を
読
む
、
○
学
生
の
論
文

を
検
閲
す
、
○
平
田
平
三
、
菰
田
万
一
郎
、
精
華
学
校
及
び
四
卿
賀
会
事
務

所
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
津
野
菊
子
逝
く
、

廿
三
日
、 

午
前
、
田
中
義
能
、
山
岸
光
宣
、
花
輪
郡
蔵
、
澤
畑
美
畝
来
訪
す
、

○
金
港
堂
、
東
京
音
楽
学
校
及
び
鶴
山
保
勝
会
よ
り
来
状
、
○
花
輪
郡
蔵
、

東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
村
上
信
子
の
使
者
、
レ
デ
ー
、
タ
イ
ム
ス
を
携

来
る
、
○
岡
部
為
吉
、
米
国Ithaca

よ
り
絵
葉
書
を
送
来
る
、
○
文
明
協

会
よ
り
「
日
米
交
渉
五
十
年
史
」
を
送
来
る
、
○
平
田
平
三
よ
り
「
兵
法
雄

鑑
抄
」
を
送
来
る
、
○
午
后
、
侯
爵
佐
々
木
高
行
の
招
待
会
に
冨
士
見
軒
に

赴
く
、
杉
浦
重
剛
、
福
本
誠
、
井
上
頼
国
、
松
平
正
直
、
白
仁
武
等
と
会
見

す
、
○
夜
、
哲
学
会
に
大
学
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
不
在
中
田
中
義
能
来
訪

す
、
○
藍
公
武
よ
り
来
状
、

廿
四
日
、 

午
前
、
東
洋
哲
学
の
試
験
を
行
ふ
、
○
不
在
中
浦
谷
熊
吉
来
る
、
○

縫
子
、
津
野
宅
に
弔
の
為
に
赴
く
、
○
午
后
、
石
川
松
渓
来
訪
す
、
乃
ち
之

に
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、
○
書
状
を
建
部
遯
吾
に
送
る
、
○
音
楽
学
校
よ
り

原
稿
を
送
来
る
、
○
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
湊
を
し
て
津
野
菊
子
の
葬
式
に

会
せ
し
む
、
○
教
界
春
秋
を
草
す
、
○
同
文
館
よ
り
原
稿
来
る
、
○
丙
午
出

版
社
よ
り
「
和
漢
名
士
参
禅
集
」
及
び
「
宗
教
と
倫
理
」
を
送
来
る
、○
夜
、

村
上
信
子
の
筆
記
を
訂
正
す
、
○
原
稿
を
浦
谷
熊
吉
に
送
る
、
○
帝
国
学
士

院
及
び
津
野
慶
太
郎
よ
り
来
状
、
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資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

廿
五
日
、 

午
前
、
坂
本
嘉
治
馬
、
井
上
波
野
来
訪
す
、
○
筆
記
の
訂
正
を
村
上

信
子
に
送
る
、
○
原
稿
を
坂
本
嘉
治
馬
に
送
る
、
○
島
本
愛
之
介
よ
り
来
状
、

○
野
本
恭
八
郎
よ
り
「
我
本
領
」
二
部
を
送
来
る
、
○
午
后
、
校
正
及
び
原

稿
を
同
文
館
に
送
る
、
○
文
科
大
学
よ
り
書
類
来
る
、
○
堀
田
相
爾
来
談
す
、

○
縫
子
、菫
会
に
元
良
宅
に
赴
く
、○
学
生
の
卒
業
論
文
を
審
査
す
、○
「
戊7

申
詔
書
に
就
て

7

7

7

7

7

7

」
山
梨
日
々
新
聞
に
出
づ
、
○
夜
、
勉
強
、

廿
六
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
午
后
、
文
科
大
学
の
教
授
会
に
赴
く
、

○
不
在
中
坂
上
忠
之
介
よ
り
来
状
、
○
夜
、
辻
本
卯
蔵
よ
り
来
状
、

廿
七
日
、 

午
前
、Paulsen, Einleitung in die Philosophie

を
読
む
、
○

文
学
社
手
代
鈴
木
某
来
る
、
○
縫
子
、
吉
田
宅
に
赴
く
、
○
午
后
、
講
義
に

大
学
に
赴
く
、
○
石
山
福
治
来
訪
す
、
有
レ

故
不
レ

遇
、
○
浦
谷
熊
吉
、
岩
田

僊
太
郎
来
訪
す
、
○
文
科
大
学
よ
り
来
状
、
○
不
在
中
金
港
堂
よ
り
印
税
を

送
来
る
、
○
夜
、
山
﨑
直
三
、
巴
里
よ
り
絵
葉
書
壱
包
を
送
来
る
、
○
塚
原

政
次
よ
り
来
状
、
○
養
生
訓
及
び
張
子
の
正
蒙
を
読
む
、

廿
八
日
、 

午
前
、「
中
学
修
身
」（
見
本
）
三
百
部
の
奥
附
を
文
学
社
に
付
与
す
、

○
湊
を
文
部
省
に
遣
は
す
、
○
張
子
の
正
蒙
及
び
益
軒
の
養
生
訓
を
読
む
、

○
乃
木
大
将
よ
り
「
中
朝
事
実
」
跋
文
附
録
を
送
来
る
、
○
神
田
橋
税
務
署

よ
り
申
告
書
来
る
、
○
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
午
后
、
書
状
を
菰
田
万
一
郎
、

佐
藤
義
長
、
及
び
文
科
大
学
に
送
る
、
○
葉
書
を
土
井
林
吉
、
高
島
大
円
、

澤
畑
美
畝
に
送
る
、
○
川
村
北
溟
、
吉
田
雪
子
来
談
す
、
○
湊
を
東
海
銀
行

に
遣
は
す
、
○
三
好
晋
六
郎
及
び
早
川
光
蔵
よ
り
来
状
、
○
夜
、
大
田
黒
作

次
郎
来
訪
す
、
○
書
状
を
早
川
光
蔵
に
送
る
、
○
此
日
、
明
治
四
十
二
年
度

の
所
得
を
計
算
す
る
に
、
左
の
如
し
、

年
報
・・
・
・
・
・
一
、六
〇
〇
、〇
〇

講
座
給
・・
・
・
・
・
・
九
〇
〇
、〇
〇

地
代
・・
・
・
・
・
・
・
一
一
二
、九
二

家
賃
・・
・
・
・
・
・
・
二
八
九
、二
〇

合
計 

二
、九
〇
二
、一
二 

（
税
務
署
に
届
出
）

廿
九
日
、 

午
前
、
古
川
黄
一
来
訪
す
、
○
講
習
予
定
目
録
を
弘
道
館
に
送
る
、

○
午
后
、
音
楽
学
校
に
赴
く
、
○
浦
谷
熊
吉
、
堀
田
相
爾
来
訪
す
、
○
田
邉

元
、
若
山
善
三
郎
、
東
亜
協
会
特
別
会
員
と
な
る
、
○
角
田
松
壽
よ
り
来
状
、

○
暁
星
学
校
及
び
久
内
大
賢
よ
り
来
状
、
○
夜
、
書
状
を
乃
木
希
典
、
元
良

勇
次
郎
、
大
塚
保
治
、
円
藤
鎮
に
送
る
、
○
原
稿
を
上
野
陽
一
に
送
る
、

三
十
日
、 

午
前
、
波
多
野
精
一
来
訪
す
、
○Paulsen, Einleitung in die 

Philosophie

を
読
む
、
○
午
后
、
東
亜
協
会
第
五
回
講
演
大
会
を
法
科
大

学
第
三
十
二
番
教
室
に
開
く
、
加
藤
弘
之
、
大
澤
謙
二
、
嘉
納
治
五
郎
、
冨

井
政
章
と
共
に
講
演
を
な
す
、
聴
衆
約
五
百
余
名
、
○
夜
、
晩
餐
会
を
山

上
御
殿
に
開
く
、
○
早
川
光
蔵
よ
り
来
状
、
○
此
日
、G

alen M
erriam

 

Fisher

及
びG

eorge G
leason

と
大
学
に
会
見
す
、
○
不
在
中
山
路
重
永

及
び
山
路
清
子
来
訪
す
、

丗
一
日
、 

午
前
、
菰
田
万
次
郎
よ
り
来
状
、
○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
午
后
、

速
記
料
を
杉
山
直
喜
に
付
与
す
、
○
増
築
費
残
額
を
森
良
三
郎
に
付
与
す
、

○
角
田
松
壽
、
太
平
洋
画
、
真
言
宗
青
年
会
よ
り
来
状
、
○
夜
、
教
科
書
会

よ
り
書
類
来
る
、
○
筆
記
の
訂
正
を
音
楽
学
校
学
友
会
に
送
る
、
○
文
科
大

学
よ
り
来
状
、
○
此
日

3

3

、
増
築
完
成
す

3

3

3

3

3

、
六
畳
壱
部
屋
、
四
畳
半
壱
部
屋
、

経
費
四
百
六
拾
弐
円
、
畳
代
弐
拾
八
円
参
拾
五
銭
、
雨
樋
代
拾
四
円
五
拾
五
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銭
、
合
計
五
百
〇
四
円
九
拾
銭
、

六
月

一
日
、 
午
前
、
浦
谷
熊
吉
、
辻
本
卯
蔵
来
訪
す
、
○
佐
藤
義
長
よ
り
来
状
、
○

書
状
を
島
本
愛
之
介
、
加
藤
弘
之
、
大
澤
謙
二
、
冨
井
政
章
に
送
る
、
○
湊

を
区
役
所
及
び
東
海
銀
行
に
遣
は
す
、
○
午
后
、
原
稿
を
同
文
館
に
送
る
、

○
国
書
刊
行
会
よ
り
伴
信
友
全
集
及
び
出
版
書
目
等
を
送
来
る
、
○
姉
﨑
袖

子
来
訪
す
、
○
夜
、
大
学
教
授
の
送
迎
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、

二
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
ゴ
ル
ド
ン
のC

lear Round

を
女
学
部

よ
り
受
取
る
、
○
午
后
、
教
授
会
に
赴
く
、
○
不
在
中
齋
藤
庸
一
郎
来
訪
す
、

○
吉
田
豊
吉
、
野
田
麟
太
郎
来
訪
す
、
○
国
府
種
徳
、
久
内
大
賢
、
菅
原
教

造
よ
り
来
状
、
○
夜
、
野
田
麟
太
郎
よ
り
来
状
、

三
日
、 

午
前
、
倫
理
学
の
口
述
試
験
に
大
学
に
赴
く
、
○
不
在
中
川
村
北
溟
、

東
海
林
辰
三
郎
来
訪
す
、
○
午
后
、
哲
学
の
口
述
試
験
に
大
学
に
赴
く
、
○

川
村
北
溟
来
訪
す
、
○
夜
、
森
良
三
郎
、
吉
田
夫
婦
来
る
、
○
此
日
、
法
貴

慶
次
郎
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、

四
日
、 

午
前
、
哲
学
科
の
口
述
試
験
を
行
ふ
、
○
不
在
中
新
村
出
来
訪
す
、
○

マ
ヌ
フ
ハ
ク
チ
ユ
ー
ラ
ー
ス
生
命
保
険
会
社
よ
り
来
状
、○
「
東
亜
の
光
」（
四

の
六
）
成
る
、
発
行
部
数
二
千
百
五
十

3

3

3

3

3

3

3

3

3

、
○
午
后
、
縫
子
、
姉
﨑
宅
に
赴
く
、

○
唐
川
徹
来
訪
す
、
○
夜
、
大
浦
肇
及
び
島
本
愛
之
介
よ
り
来
状
、
○
興
学

会
に
赴
く
、
○
此
日
、
益
之
進
、
幼
稚
園
に
於
て
負
傷
す
、

五
日
、 

午
前
、
曽
根
松
太
郎
よ
り
来
状
、
○
井
上
波
野
来
訪
す
、
○
「
東
亜
の

光
」
を
村
上
信
子
、
齋
藤
謙
蔵
、
島
本
愛
之
介
に
送
る
、
○
書
状
を
佐
藤
義

長
に
送
る
、○
東
洋
高
等
女
学
校
よ
り
案
内
状
来
る
、○
午
后
、「
中
学
修
身
」

（
巻
三
）五
部
を
送
来
る
、○
寺
尾
壽
在
職
二
十
五
年
の
祝
に
植
物
園
に
赴
く
、

○
夜
、
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○
象
山
語
録
を
読
む
、

六
日
、 

午
前
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
よ
り
「
近
代
文
芸
之
研
究
」
を
送
来
る
、

○
三
島
復
、
山
口
重
知
、
魚
住
影
雄
、
蕭
友
梅
、
来
訪
す
、
○
午
后
、
足
立

郡
教
育
会
に
浦
和
中
学
校
に
赴
き
、「
国
民
道
徳

1

1

1

1

」
に
就
い
て
演
述
す
、
小

島
政
吉
、
木
原
守
三
郎
、
竹
内
金
次
、
早
川
光
蔵
、
齋
藤
阿
具
、
平
山
正
等

と
会
見
す
、
○
不
在
中
小
豆
沢
英
男
及
び
中
島
徳
蔵
使
者
来
る
、
○
夜
、
速

記
を
訂
正
す
、

七
日
、 

午
前
、
宗
教
学
の
口
述
試
験
に
大
学
に
赴
く
、
○
午
后
、
引
続
き
口
述

試
験
を
な
す
、
○
濱
尾
総
長
を
訪
ふ
、
○
不
在
中
石
川
松
渓
来
る
、
○
夜
、

藤
井
健
治
郎
及
び
岩
田
僊
太
郎
と
学
士
会
事
務
所
に
会
す
、
不
在
中
藤
田
季

荘
来
訪
す
、
○
此
日
、
東
亜
協
会
に
於
け
る
「
我
徳
育
と
精
神
主
義

1

1

1

1

1

1

1

1

」
読
売

新
聞
及
び
東
京
経
済
雑
誌
に
出
づ
、

八
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
、
吉
田
雪
子
来
る
、
○
早
川
光
蔵
よ
り
来
状
、
○
速

記
を
訂
正
す
、
○
午
后
、
教
育
学
の
口
述
試
験
に
大
学
に
赴
く
、
○
福
井
嘉

納
来
訪
す
、
乃
ち
晩
餐
を
共
に
す
、
○
夜
、
丁
酉
倫
理
会
の
速
記
を
訂
正
す
、

○
同
文
館
よ
り
校
正
来
る
、

九
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
電
車
中
法
貴
慶
次
郎
に
逢
ふ
、
○
午
后
、

文
科
の
教
授
会
に
赴
く
、
○
堀
田
相
爾
、
桑
田
芳
蔵
、
豊
島
要
三
郎
と
山
上

御
殿
に
会
見
す
、
○
夜
、
新
聞
を
読
む
、

十
日
、 
午
前
、
印
度
哲
学
の
口
述
試
験
に
大
学
に
赴
く
、
○
間
千
代
来
訪
す
、

○
午
后
、
丁
酉
倫
理
会
の
速
記
を
訂
正
す
、
○
夜
、
森
林
太
郎
及
び
梶
尾
太

郎
よ
り
来
状
、
○
速
記
を
訂
正
し
了
る
、



六
九

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

十
一
日
、 

午
前
、
森
林
太
郎
の
著
述
目
録
を
瀬
戸
虎
記
に
送
る
、
○
文
部
省
よ

り
「
第
三
十
五
年
報
」
を
送
来
る
、
○
速
記
の
訂
正
を
中
島
徳
蔵
に
送
る
、

○
史
料
編
纂
掛
よ
り
使
者
来
る
、
○
十
一
時
十
五
分
飯
田
町
発
、
立
川
に
赴

く
、
○
午
后
、
東
京
府
立
第
二
中
学
校
に
於
て
「
人
と
天
」
を
演
述
す
、
大

浦
肇
、
越
山
頼
治
、
等
と
会
見
す
、
○
不
在
中
「
朱
子
哲
学
」
一
百
部
の
奥

附
を
冨
山
房
に
付
与
す
、
○
瀬
戸
虎
記
よ
り
来
状
、
○
夜
、
校
正
を
同
文
館

に
送
る
、

十
二
日
、 

午
前
、
藤
岡
作
太
郎
、
辻
本
卯
蔵
、
古
川
黄
一
、
板
原
瑛
夫
来
訪
す
、

○
午
后
、
藤
田
季
荘
来
訪
す
、
○
松
浦
伯
爵
家
に
赴
き
、
山
鹿
素
行
の
書
類

を
検
閲
す
、
尋
い
で
帝
国
学
士
院
に
赴
く
、
○
不
在
中
三
刀
谷
扶
綱
来
訪
す
、

○
夜
、
小
松
原
英
太
郎
、
菊
池
謙
二
郎
よ
り
来
状
、
○
教
科
書
会
よ
り
書
類

来
る
、

十
三
日
、 

午
前
、
澤
畑
美
畝
、
川
浪
道
三
、
前
田
洋
三
、
吉
田
圭
、
補
永
茂
助
、

齋
藤
庸
一
郎
、
浦
谷
熊
吉
、
葉
山
万
次
郎
来
訪
す
、
○
午
后
、
野
田
麟
太
郎

来
訪
す
、
○
葉
書
を
千
頭
清
臣
に
、
書
状
を
小
杉
榲
邨
、
齋
藤
儀
八
、
岩
井

禎
三
に
送
る
、
○
夜
、
諸
雑
誌
を
検
査
す
、
○
此
日
、
宣
光
、
正
勝
及
び
湊
、

国
技
館
に
赴
く
、
○
島
本
愛
之
介
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
赤
津
正
親

よ
り
来
状
、

十
四
日
、 

午
前
、
心
理
学
の
口
述
試
験
に
大
学
に
赴
く
、
○
午
后
、
四
時
頃
帰

宅
、
○
不
在
中
本
庄
精
次
、
近
藤
歌
三
郎
来
訪
す
、
○
岩
井
禎
三
よ
り
来
状
、

○
隆
文
館
よ
り
肥
後
文
献
叢
書
第
一
巻
を
送
来
る
、
○
夜
、
冨
田
と
ら
き
よ

り
来
状
、
○
雑
誌
類
を
読
む
、

十
五
日
、 

午
前
、
時
事
新
報
社
及
び
渋
谷
愛
夫
よ
り
来
状
、
○
森
良
三
郎
、
浦

谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
午
后
、E. A. G

ordon

よ
り
使
者
を
遣
は
し
、
書
状

及
びThe Aw

akening of Faith

を
送
来
る
、
○
府
立
第
二
中
学
校
学
友

会
よ
り
御
礼
を
送
来
る
、
○
石
川
松
渓
を
し
て
談
話
を
速
記
せ
し
む
、
○
隆

文
館
よ
り
「
二
宮
尊
徳
」
を
送
来
る
、
○
夜
、
三
上
参
次
よ
り
久
米
邦
武
の

履
歴
書
を
送
来
る
、
○
書
状
をG

ordon

夫
人
、
瀬
戸
虎
記
、
小
松
原
英
太

郎
、W

illiam
 H

arris

に
送
る
、
○
教
科
書
会
よ
り
書
類
来
る
、
○
此
日
、

弘
道
館
よ
り
講
習
会
に
関
す
る
報
造マ
マ

を
送
来
る
、

十
六
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
午
后
、
教
授
会
に
赴
く
、
○
弘
道
会
よ

り
「
泊
翁
叢
書
」
を
送
来
る
、
○
夜
、
吉
田
夫
妻
来
談
す
、
○
此
日
、
濱
尾

新
及
び
、
成
人
会
よ
り
来
状
、
○
田
中
光
顕
、
宮
内
大
臣
を
罷
め
、
岩
倉
具

定
之
に
代
る
、
○
兵
法
雄
鑑
抄
及
び
美
言
残
滴
を
乃
木
希
典
に
貸
付
す
、
○

藤
岡
作
太
郎
よ
り
来
状
、

十
七
日
、 

午
前
、Paulsen, Einleitung in die Philosophie

を
読
む
、
○

森
良
三
郎
、
小
牧
昌
業
来
訪
す
、
○
坪
井
九
馬
三
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
引

続
きPaulsen

を
読
む
、
○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
不
在
中
女
子
大
学

の
橋
本
八
重
子
来
訪
す
、
○
安
田
旭
軒
来
訪
す
、
○
夜
、
大
学
の
祝
文
原
稿

を
訂
正
す
、
○E. A. G

ordon

よ
り
来
状
、
○
久
内
大
賢
よ
り
使
者
来
る
、

十
八
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
大
学
の
祝
文
を
大
学
の
使
者
に
付
与

す
、
○
日
蝕
、
○
午
后
、
教
科
書
会
に
文
部
省
に
赴
き
、
尋
い
で
小
松
原
文

相
の
招
燕
に
文
部
大
臣
官
舎
に
抵
る
、
○
夜
、
吉
田
静
致
に
電
車
中
に
逢
ふ
、

○
金
港
堂
よ
り
「
修
身
書
印
税
調
書
」
を
送
来
る
、

十
九
日
、 
午
前
、
報
徳
会
の
速
記
を
訂
正
す
、
○
辻
本
卯
蔵
来
訪
す
、
○
哲
学

科
卒
業
学
生
の
招
燕
に
大
学
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
午
后
、
引
続
き
速
記
を



七
〇

訂
正
す
、
○
文
学
博
士
会
よ
り
来
状
、
○
夜
、
坂
本
嘉
治
馬
来
訪
す
、
○
引

続
き
速
記
を
訂
正
す
、
○
此
日
、
雨
、
○
宣
光
、
咽
頭
加
答
児
に
罹
る
、
○

森
田
利
房
逝
く
、

二
十
日
、 
午
前
、
岩
﨑
歌
郎
、
古
城
貞
吉
、
浦
谷
熊
吉
、
藤
本
政
介
、
堀
尾
太

郎
、
武
内
紫
明
来
訪
す
、
○
「
士
風
頽
敗
の
一
大
原
因
」
を
報
徳
会
に
送
る
、

○
東
亜
協
会
の
速
記
を
訂
正
す
、
○
午
后
、
安
田
旭
軒
来
訪
す
、
○
引
続
き

速
記
を
訂
正
す
、
○
吉
田
雪
子
来
談
す
、
○
夜
、
日
本
学
会
に
大
学
山
上
御

殿
に
赴
く
、
有
賀
長
雄
、
松
村
任
三
、
大
宮
兵
馬
、
高
桑
駒
吉
講
演
を
な
す
、

盛
会
な
り
、
○
不
在
中
松
本
愛
重
来
訪
す
、
○
速
記
の
訂
正
を
浦
谷
熊
吉
に

付
与
す
、

廿
一
日
、 

午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
冨
田
春
山
よ
り
来
状
、
○
不
在
中

森
良
三
郎
、
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
午
后
、
石
川
松
渓
来
る
、
乃
ち
談
話
を

速
記
せ
し
む
、
○
大
和
田
真
彦
外
一
名
来
訪
す
、
○
宮
内
省
よ
り
来
状
、
○

「
禅
と
人
生
」
の
跋
を
作
る
、
○
夜
、
西
海
新
報
社
よ
り
来
状
、

廿
二
日
、 

午
前
、
東
洋
哲
学
追
試
験
問
題
を
文
科
大
学
事
務
室
に
送
る
、
○
六

盟
館
よ
り
「
新
教
育
の
主
張
と
生
命
」
を
送
来
る
、
○
植
木
直
一
郎
、
高
橋

龍
雄
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
本
庄
精
次
、
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○

宮
内
省
に
赴
き
賜
物
を
拝
領
す
、
○
赤
津
正
親
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
小

尾
範
治
来
訪
す
、
○G

ordon, Clear R
ound; Tim

othy Richard, The 

Aw
akening of Faith

を
読
む
、
○E

. A
. G

ordon

を
訪
ふ
、
○
夜
、
書

状
を
森
田
利
武
、
日
本
弘
道
会
及
び
西
海
新
報
社
に
送
る
、
○
教
科
書
会
及

び
文
学
博
士
会
よ
り
来
状
、

廿
三
日
、 

湊
を
文
科
大
学
に
遣
は
す
、
○
二
葉
会
に
赴
き
、St. M

ary

及
び

野
辺
地
某
と
会
見
す
、
○
学
習
院
女
学
部
に
赴
く
、
野
口
幽
香
子
と
会
見
す
、

○
午
后
、
文
科
大
学
教
授
会
に
赴
く
、
○
堀
田
相
爾
及
び
小
尾
範
治
来
訪
す
、

○
教
科
書
会
よ
り
書
類
来
る
、
○
文
明
協
会
よ
り
「
現
代
文
明
史
」
を
送
来

る
、
○
不
在
中
深
作
安
文
、
原
稿
を
携
来
る
、
○
文
学
博
士
会
よ
り
書
類
来

る
、
○
春
枝
及
び
益
之
進
、
風
邪
に
罹
る
、
○
「
我
徳
育
と
精
神
主
義
」
中

外
日
報
に
出
づ
、
○
夜
、「
国
民
生
活
と
宗
教
」
の
序
を
作
る
、
○
国
学
院

大
学
及
び
心
理
学
通
俗
講
話
会
よ
り
来
状
、○
此
日
、「
教
員
検
定
委
員
任
命
」

の
辞
令
書
を
大
学
よ
り
受
取
る
、

廿
四
日
、 

皇
典
講
究
所
よ
り
来
状
、
○
東
京
音
楽
学
校
よ
り
「
中
等
唱
歌
」
を

送
来
る
、
○
書
状
を
冨
田
春
山
に
送
る
、
○
「
国
民
生
活
と
宗
教
」
の
序

を
浦
谷
熊
吉
に
送
る
、
○Paulsen, E

inleitung in die Philosophie

を
読
む
、
○
午
后
、
引
続
きPaulsen

を
読
む
、
○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、

○
石
川
松
渓
よ
り
書
状
及
び
原
稿
を
送
来
る
、○
不
在
中
姉
﨑
増
子
来
訪
す
、

○
夜
、
教
界
春
秋
を
草
す
、
○
教
員
検
定
委
員
会
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
冨

山
房
よ
り
印
税
を
送
来
る
、

廿
五
日
、 

午
前
、
育
英
舎
よ
り
「
明
治
文
学
史
」
を
送
来
る
、
○
点
数
会
議
に

大
学
に
赴
く
、
○
午
后
、
加
藤
熊
一
郎
よ
り
「
修
養
論
」
を
送
来
る
、
○
常

盤
大
定
来
訪
す
、
○
文
科
大
学
の
使
者
来
る
、
○
同
文
館
よ
り
校
正
を
送
来

る
、
○
す
み
れ
会
を
開
く
、
来
会
者
凡
そ
九
名
、
和
田
実
を
し
て
翫
具
に
就

い
て
講
話
を
せ
し
む
、
○
武
教
本
論
を
読
む
、
○
夜
、
教
界
春
秋
を
草
す
、

廿
六
日
、 
午
前
、
文
科
大
学
の
教
授
会
に
赴
く
、
○
午
后
、
東
京
音
楽
学
校
に

赴
く
、
○
加
藤
弘
之
、
青
山
胤
通
及
び
暁
星
学
校
よ
り
来
状
、
○
海
老
名
弾

正
、
林
太
吉
、
乃
木
希
典
来
訪
す
、
○
夜
、
教
界
春
秋
を
浦
谷
熊
吉
に
送
る
、



七
一

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

○
吉
田
静
致
よ
り
来
状
、

廿
七
日
、 

午
前
、M

anufacturers Life Insurance

よ
り
来
状
、
○
本
庄

精
次
、
木
山
熊
次
郎
、
大
森
万
次
郎
、
吉
田
豊
吉
、
山
田
又
吉
来
訪
す
、
○

午
后
、
久
内
大
賢
よ
り
来
状
、
○
丁
酉
倫
理
会
に
赴
く
、
○
夜
、
校
正
を
同

文
館
に
送
る
、

廿
八
日
、 

午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
午
后
、
哲
学
字
彙
の
会
に
大
学
に

赴
く
、
○
不
在
中
岩
田
僊
太
郎
、
鈴
木
貞
太
郎
来
訪
す
、
○
浦
谷
熊
吉
来
訪

す
、
○
夜
、
教
科
書
会
よ
り
書
類
来
る
、
○
弘
道
館
員
岸
田
繁
次
郎
、
印
税

を
携
来
る
、

廿
九
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
、
鈴
木
大
拙
（
名
は
貞

太
郎

）
来
訪
す
、
乃
ち
大
拙
と
昼

食
を
共
に
す
、
○
午
后
、
深
作
安
文
、
堀
田
相
爾
来
訪
す
、
○
風
見
謙
次
郎
、

鈴
木
宗
奕
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
本
庄
精
次
の
意
志
教
育
論
の
序
を

作
る
、
○
金
港
堂
よ
り
印
税
を
送
来
る
、
○
同
文
館
よ
り
校
正
を
送
来
る
、

○
夜
、
吉
田
静
致
、
冨
田
貞
松
よ
り
来
状
、
○
校
正
を
同
文
館
に
送
る
、
○

速
記
の
訂
正
を
石
川
松
渓
に
送
る
、

三
十
日
、 

午
前
、
湊
を
学
習
院
に
遣
は
す
、
○
学
習
女
学
部
に
赴
く
、
○
午
后
、

大
学
山
上
御
殿
に
赴
き
、
尋
い
て
哲
学
字
彙
の
会
に
莅
む
、
○
余
姚
学
苑
を

小
牧
昌
業
の
使
者
に
付
与
す
、
○
不
在
中
本
庄
精
次
来
訪
す
、
○
書
状
を
吉

田
熊
次
に
送
る
、
○
藤
井
健
治
郎
来
訪
す
、
○
「
師
範
修
身
」
二
百
部
の
奥

附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
書
状
を
吉
田
熊
次
に
送
る
、
○
高
木
吾
一
来
訪

す
、
有
レ

故
不
レ

遇
、
○
本
庄
精
次
来
訪
す
、
乃
ち
之
に
序
文
を
付
与
す
、
○

速
記
の
訂
正
を
石
川
松
渓
に
送
る
、
○
大
隈
重
信
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
本

年
度
上
半
期
の
教
科
書
検
印
総
数
を
調
査
す
る
に
、金
港
堂
の
「
中
学
修
身
」

参
万
八
千
参
百
六
拾
部
、「
女
子
修
身
」
壱
万
八
千
弐
百
九
拾
壱
部
、「
新
編

倫
理
」
弐
百
八
拾
参
部
、「
農
業
修
身
」
一
千
参
百
部
、「
商
業
修
身
」
四
百

部
、「
師
範
修
身
」
一
千
四
百
八
拾
九
部
、
総
計
六
万
〇
百
弐
拾
参
部
、
文

学
社
の
「
中
学
修
身
」
壱
万
参
千
七
百
六
拾
五
部
、
金
港
堂
の
分
と
合
計

七
万
参
千
八
百
八
拾
八
部

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

、
外
に
「
勅
語
教
本
」
弐
千
弐
百
部
、「
倫
理
教

育
」
五
百
部
、「
朱
子
哲
学
」
弐
百
部
、「
陽
明
哲
学
」
一
百
部
、「
古
学
哲
学
」

一
百
部
、
武
士
道
叢
書
一
千
部
を
発
行
す
、
総
合
計
七
万
七
千
九
百
八
拾
八

3

3

3

3

3

3

3

3

3

部3

、

巽
軒
日
記

明
治
四
十
二
年
（
西
暦
一
九
〇
九
）　

下
半
期

七
月

一
日
、 

午
前
、
三
井
銀
行
に
赴
く
、
○
浦
谷
熊
吉
及
び
上
田
え
つ
子
来
訪
す
、

○
吉
田
熊
次
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
阿マ

マ部
能
成
、
岩
田
僊
太
郎
、
高
橋
正
熊
、

大
井
徹
翁
来
訪
す
、
○
湊
を
東
海
銀
行
に
遣
は
す
、
○
石
川
松
渓
の
速
記
を

訂
正
す
、
○
学
習
院
女
学
部
よ
り
御
礼
を
携
来
る
、
○
三
宅
温
岳
外
二
名
よ

り
空
間
本
体
説
を
送
来
る
、
○
縫
子
、
吉
田
宅
に
赴
く
、
○
夜
、
速
記
の
訂

正
を
石
川
松
渓
に
送
る
、
○
加
藤
弘
之
、
菰
田
万
一
郎
よ
り
来
状
、

二
日
、 

午
前
、
石
上
弥
助
、
小
原
尚
美
来
訪
す
、
○
芝
山
会
稿
を
史
料
編
纂
の

使
者
に
付
与
す
、
○
教
授
会
に
赴
く
、
○
午
后
、
内
山
正
如
よ
り
来
状
、
○

不
在
中
大
森
万
次
郎
、
カ
ス
テ
イ
ラ
壱
箱
を
携
来
る
、
○
島
田
翰
よ
り
、「
皕

宋
楼
蔵
書
源
流
攷
」
を
送
来
る
、○
雑
誌
類
を
読
む
、○
夜
、速
記
を
訂
正
す
、



七
二

三
日
、 

午
前
、
笹
川
種
郎
、
日
本
百
科
大
辞
典
第
二
巻
を
携
へ
て
来
訪
す
、
○

速
記
の
訂
正
を
石
川
松
渓
に
送
る
、
○
「
東
亜
の
光
」（
四
の
七
）
成
る
、

○
検
定
試
験
問
題
を
松
浦
鎮
次
郎
に
送
る
、
○
小
松
昌
業
よ
り
来
状
、
○
午

后
、
書
状
を
大
隈
重
信
に
送
る
、
○
文
学
博
士
会
に
文
部
省
に
赴
く
、
当
選

者
は
吉
田
東
伍
、
久
米
邦
武
、
本
居
豊
頴
、
関
根
正
直
、
細
川
潤
次
郎
、
森

林
太
郎
六
人
、
○
夜
、
書
状
をW

. H
arris

に
送
る
、
○
国
学
院
大
学
よ
り

招
待
状
来
る
、

四
日
、 

午
前
、
三
島
復
、
野
田
麟
太
郎
、
浦
谷
熊
吉
、
杉
浦
重
剛
、
安
田
旭
軒
、

藤
井
巌
、手
塚
光
貴
、高
木
吾
一
、補
永
茂
助
来
訪
す
、○
午
后
、「
陽
明
哲
学
」

一
百
部
の
奥
附
を
冨
山
房
に
付
与
す
、
○
精
美
堂
よ
り
「
実
用
家
庭
百
科
全

書
」
を
送
来
る
、
○
石
川
松
渓
の
速
記
を
訂
正
す
、
○
書
状
を
高
木
吾
一
及

び
山
田
準
に
送
る
、
○
藤
田
季
荘
来
訪
す
、
○
夜
、
引
続
き
速
記
の
訂
正
を

な
す
、
○
姉
﨑
袖
子
来
訪
す
、
○
此
日
、
縫
子
、
上
田
え
つ
子
の
送
別
会
に

多
賀
羅
亭
に
赴
く
、

五
日
、 

午
前
、
速
記
の
訂
正
を
な
す
、
○
北
村
澤
吉
来
訪
す
、
○
冨
田
貞
松
よ

り
来
状
、
○
北
村
澤
吉
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
午
后
、
小
野
正
尊
来

訪
す
、
○
速
記
の
訂
正
を
石
川
松
渓
に
送
る
、
○
哲
学
字
彙
の
会
に
心
理
学

研
究
室
に
赴
く
、
○
野
上
俊
夫
、
後
藤
朝
太
郎
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、

○
不
在
中
浦
谷
ふ
み
、「
国
民
生
活
と
宗
教
」
二
部
を
携
来
る
、
○
夜
、
書

状
を
石
川
松
渓
に
送
る
、
○
松
陰
紀
念
会
の
速
記
を
訂
正
す
、
○
此
日
、
古

澤
滋
よ
り
「
井
伊
掃
部
頭
始
末
」
を
送
来
る
、

六
日
、 

午
前
、
帝
国
学
士
院
、
井
伊
直
弼
銅
像
建
設
委
員
及
びW

. H
arris

よ

り
来
状
、
○
森
良
三
郎
、
石
上
弥
助
来
談
す
、
○
山
口
重
知
、
写
真
を
携
来

る
、
○
電
話
使
用
料
拾
六
円
五
拾
銭
を
郵
便
局
に
納
む
、
○
参
円
九
拾
弐
銭

の
為
換
と
書
状
を
齋
藤
儀
八
に
送
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
午
后
、
丹
羽

瀧
男
来
る
、
乃
ち
之
を
し
て
速
記
せ
し
む
、
馬
誥
秀
三
、
加
藤
玄
智
来
訪
す
、

○
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
夜
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
服
部
宇
之
助
よ
り
来
状
、

七
日
、 

午
前
、
吉
田
圭
及
び
吉
田
静
致
よ
り
来
状
、
○
高
橋
正
熊
来
訪
す
、
○

学
習
院
女
学
部
に
赴
く
、
○
午
后
、
哲
学
字
彙
の
会
に
大
学
に
赴
く
、
○
不

在
中
山
鹿
誠
之
助
、
島
本
愛
之
助
、
柳
沼
弥
左
衛
門
来
訪
す
、
○
赤
津
正
親

来
訪
す
、
○
佐
藤
義
長
よ
り
来
状
、
○
夜
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
正
勝
少
し

く
腹
痛
を
患
ふ
、

八
日
、 

午
前
、
八
木
光
貫
、
本
庄
精
次
よ
り
来
状
、
○
校
正
を
本
庄
精
次
に
送

る
、
○
湊
を
井
上
頼
国
宅
に
遣
は
す
、
○
柳
沼
弥
左
衛
門
来
訪
す
、
○
磯
江

潤
よ
り
反
物
二
反
を
送
来
る
、
○
午
后
、
毎
日
電
報
社
よ
り
カ
ス
テ
イ
ラ
壱

箱
を
送
来
る
、
○
書
状
と
速
記
の
訂
正
と
を
菊
池
謙
二
郎
に
送
る
、
○
書
状

を
高
橋
正
熊
に
送
る
、
○
「
東
亜
の
光
」（
四
の
七
）
を
小
松
原
英
太
郎
及

び
吉
田
圭
に
、「
東
亜
の
光
」（
四
の
六
及
び
七
）
を
デ
ニ
ン
グ
に
送
る
、
○

夜
、
速
記
を
訂
正
す
、

九
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
、
大
森
万
次
郎
、
高
橋
正
熊
来
訪
す
、
○
速
記
を
訂

正
す
、
○
亀
井
茲
常
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
尾
上
八
郎
、
有
馬
祐
政
来
訪
す
、

○
「
中
学
修
身
備
考
」
の
原
稿
を
金
港
堂
の
使
者
に
付
与
す
、
○
島
本
愛
之

助
よ
り
来
状
、
○
夜
、
勉
強
、
○
「
士
風
頽
敗
の
一
大
原
因

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
斯
民
に
出
づ
、

十
日
、
午
前
、
馬
誥
秀
三
来
訪
す
、
○
帝
国
大
学
の
卒
業
式
に
赴
く
、
卒
業
生

総
計
九
百
十
八
人
、
○
午
后
、
柳
町
小
学
校
に
赴
き
、「
教
育
と
経
済
の
話

1

1

1

1

1

1

1

」

を
な
す
、
○
本
庄
精
次
、
片
岡
久
太
郎
来
訪
す
、
○
教
科
書
会
よ
り
来
状
、



七
三

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

○
素
行
会
よ
り
「
山
鹿
誌
」
三
冊
を
送
来
る
、
○
夜
、K

rafft-Ebing, 

Psychopathia Sexualis

を
読
む
、
○
此
日
、
清
水
満
之
助
よ
り
砂
糖
壱

樽
を
送
来
る
、

十
一
日
、 
午
前
、
亀
井
茲
常
、
北
村
教
厳
、
飯
沼
松
枝
よ
り
来
状
、
○
有
賀
長

雄
、
田
村
喜
作
、
宮
本
和
吉
、
小
山
鞆
絵
、
上
田
秀
雄
、
橋
本
精
次
、
中
野

省
吾
、
高
橋
静
虎
、
岩
橋
遵
成
、
近
藤
歌
太
郎
、
高
木
吾
一
、
齋
藤
木
来
訪

す
、
○
文
明
協
会
よ
り
洋
酒
を
送
来
る
、
○
午
后
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
同

文
館
よ
り
文
房
具
を
送
来
る
、
○
吉
田
宅
に
赴
く
、
○
夜
、
隣
家
の
村
松
よ

り
「
サ
イ
ダ
ー
」
壱
箱
を
送
来
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、

十
二
日
、 

午
前
、
安
田
旭
軒
来
る
、
乃
ち
談
話
を
速
記
せ
し
む
、
○
弘
道
館
よ

り
「
ら
す
き
ん
氏
読
書
論
」
を
送
来
る
、
○
植
田
弥
吉
夫
妻
来
訪
す
、
○
午

后
、
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
高
木
武
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
哲
学
字

彙
の
会
に
赴
く
、
○
夜
、
帝
国
学
士
院
に
赴
く
、
○
此
日
、
井
上
成
美
よ
り

肩
掛
及
び
菓
子
、
弘
道
館
よ
り
サ
イ
ダ
ー
壱
打
、
村
田
五
郎
よ
り
鰹
魚
節
を

送
来
る
、
○
学
習
院
よ
り
招
待
状
来
る
、

十
三
日
、 

午
前
、
教
科
書
会
に
赴
く
、
○
亀
井
茲
常
、
常
盤
大
定
来
訪
す
、
○

冨
山
房
よ
り
ビ
ー
ル
壱
打
、
大
倉
書
店
よ
り
ビ
ー
ル
壱
打
、
三
省
堂
鶏
卵
壱

箱
、
国
民
中
学
会
よ
り
ビ
ー
ル
壱
打
、
伊
澤
氏
よ
り
鶏
卵
壱
籠
及
び
襟
壱
ツ
、

育
成
会
よ
り
茶
碗
を
送
来
る
、
○
午
后
、
文
科
大
学
懇
親
会
に
赴
く
、
○
夜
、

八
時
頃
帰
宅
、
○
此
日
、
井
上
頼
国
よ
り
「
鏡
室
集
」
を
借
る
、

十
四
日
、 

午
前
、
十
時
学
習
院
に
赴
く
、
○
午
后
、
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
帝

国
学
士
院
委
員
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
夜
、
伯
爵
亀
井
茲
常
の
招
燕
に

上
野
精
養
軒
に
赴
く
、
○
不
在
中
奥
田
米
翁
、
八
太
徳
三
郎
、
原
平
吉
来
訪

す
、
○
此
日
、
日
高
有
倫
堂
よ
り
「
千
波
万
波
」
を
送
来
る
、
○
浅
倉
屋
よ

り
和
漢
書
十
三
種
を
購
入
す
、

十
五
日
、 

午
前
、
吉
田
豊
、
山
鹿
誠
之
助
、
高
橋
正
熊
、
浦
谷
熊
吉
、
吉
田
雪

子
来
訪
す
、
○
今
泉
丈
助
よ
り
来
状
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
縫
子
、
津
野

慶
太
郎
宅
に
赴
く
、
○
午
后
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
素
行
会
に
華
族
会
館
に

赴
く
、
○
夜
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
此
日
、
不
在
中
八
太
徳
三
郎
、
堀
田
相

爾
来
訪
す
、

十
六
日
、 

午
前
、
遠
藤
夏
子
、
中
村
久
四
郎
、
安
田
旭
軒
来
訪
す
、
○
笹
川
姉

﨑
二
老
母
来
訪
す
、
乃
ち
昼
食
を
共
に
す
、
○
ビ
ー
ル
壱
打
を
佐
々
木
信
綱

に
、
ビ
ー
ル
壱
打
を
松
浦
一
に
、
砂
糖
壱
箱
を
真
浄
寺
に
、
ビ
ー
ル
半
打
を

吉
田
熊
次
に
送
る
、
○
午
后
、
速
記
の
訂
正
を
安
田
旭
軒
に
付
与
す
、
○
鈴

木
暢
幸
、
梅
野
寂
然
、
伊
東
尾
四
郎
来
訪
す
、
○
鏡
室
集
を
読
む
、
○
夜
、

小
谷
重
よ
り
来
状
、
○
鏡
室
集
を
読
む
、

十
七
日
、 

午
前
、
デ
ゼ
ー
ル
各
々
壱
缶
を
川
端
、
甘
木
及
び
齋
藤
儀
八
に
送
る
、

○
原
平
吉
来
訪
す
、
○
佐
々
木
信
綱
よ
り
砂
糖
大
樽
を
送
来
る
、
○
午
后
、

武
教
本
論
を
読
む
、
○
八
太
徳
三
郎
来
る
、
乃
ち
之
を
し
て
談
話
を
速
記
せ

し
む
、
○
縫
子
、
岩
谷
商
会
に
赴
く
、
○
東
亜
協
会
講
習
会
の
相
談
の
為
に

学
士
会
事
務
所
に
赴
く
、
○
夜
、
武
教
本
論
を
読
了
す
、
○
平
川
謹
一
郎
よ

り
来
状
、
○
大
学
或
問
を
読
む
、

十
八
日
、 

午
前
、
乃
木
希
典
、
上
田
秀
道
、
橋
本
八
重
子
、
蕭
友
梅
来
訪
す
、

○
午
后
、
樋
口
秀
雄
、
高
木
吾
一
来
訪
す
、
○
冷
蔵
器
を
購
入
す
、
○
勉
強
、

○
夜
、
勉
強
、
○
大
学
或
問
を
読
む
、

十
九
日
、 

大
学
或
問
を
読
む
、
○
哲
学
字
彙
の
会
に
大
学
に
赴
く
、
○
日
本
続
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蔵
経
二
套
を
受
取
る
、
○
弐
円
拾
二
銭
を
鹿
田
静
七
に
送
る
、
○
縫
子
、
成

美
宅
に
赴
く
、
○
午
后
、
木
村
勉
来
訪
す
、
有
レ

故
不
レ

遇
、
○
大
学
或
問
を

読
む
、
○
谷
慶
祐
よ
り
来
状
、
○
浦
谷
熊
吉
、
赤
祖
父
順
雷
来
訪
す
、
○
阿

部
維
巌
よ
り
書
状
及
び
桃
壱
箱
を
送
来
る
、
○
中
島
力
造
、
伯
林
よ
り
絵
葉

書
を
送
来
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り
使
者
来
る
、
○
鶏

卵
箱
を
大
田
黒
作
次
郎
に
、
ビ
ー
ル
壱
打
を
鳥
居
龍
蔵
に
送
る
、
○
夜
、
八

太
徳
三
郎
よ
り
書
状
及
び
筆
記
を
送
来
る
、
○
筆
記
の
訂
正
を
政
教
社
に
送

る
、
○
東
亜
協
会
の
速
記
を
訂
正
す
、

二
十
日
、 

午
前
、
橋
本
八
重
子
来
る
、
乃
ち
之
を
し
て
筆
記
せ
し
む
、
○
東
亜

協
会
の
速
記
を
訂
正
し
了
る
、
○
午
后
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
会
に
山
上
御
殿
に

赴
く
、
○
不
在
中
黒
木
安
雄
、
乗
杉
嘉
壽
来
訪
す
、
○
速
記
の
訂
正
及
び
梅

窓
一
朶
を
浦
谷
熊
吉
妻
に
付
与
す
、
○
夜
、「
孔
子
の
人
格
に
就
い
て
」
を

訂
正
す
、
○
吉
田
雪
子
来
る
、
既
に
し
て
吉
田
熊
次
亦
来
る
、
○
小
林
一
郎

よ
り
来
状
、

廿
一
日
、 

午
后
、
浦
谷
熊
吉
、
大
森
万
次
郎
、
藤
井
専
隨
来
訪
す
、
○
「
孔
子

の
人
格
に
就
い
て
」
を
訂
正
し
了
る
、
乃
ち
之
を
嘉
納
治
五
郎
に
送
る
、
○

午
后
、
齋
藤
精
輔
、
川
田
銕
弥
、
姉
﨑
益
子
来
訪
す
、
○
文
科
大
学
よ
り
書

類
を
送
来
る
、
○
原
稿
を
浦
谷
熊
吉
に
送
る
、
○
勉
強
、
○
夜
、
三
輪
物
語

を
読
む
、
○
吉
田
夫
妻
よ
り
書
状
と
鮎
と
を
送
来
る
、

廿
二
日
、 

午
前
、
井
芹
経
平
、
坂
本
嘉
治
馬
、
尾
原
亮
三
郎
、
井
上
成
美
来
訪

す
、
○
午
后
、
矢
野
太
郎
来
訪
す
、
○
勅
語
衍
義
一
千
部
の
奥
附
を
林
平
次

郎
に
付
与
す
、
○
「
陽
明
哲
学
」
補
正
の
四
を
作
る
、
○
「
孝
道
観
念
の
変

1

1

1

1

1

1

遷
に
就
い
て

1

1

1

1

1

」
丁
酉
倫
理
臨
時
増
刊
に
出
づ
、
○
夜
、
吉
田
雪
子
来
る
、
○

張
子
の
正
蒙
及
び
二
程
全
書
を
読
む
、

廿
三
日
、 

午
前
、
服
部
宇
之
吉
、
及
び
弘
道
館
よ
り
来
状
、
○
速
記
を
訂
正
す
、

○
湊
を
文
科
大
学
に
遣
は
す
、
○
阿マ
マ

倍
能
成
来
訪
す
、
○
午
后
、
冨
田
貞
松

よ
り
来
状
、
○
杉
浦
重
剛
よ
り
「
同
窓
会
演
説
集
」
を
送
来
る
、
○
速
記
を

訂
正
す
、
○
大
倉
書
店
よ
り
校
正
来
る
、
○
夜
、
齋
藤
儀
八
よ
り
来
状
、
○

二
程
全
書
を
読
む
、

廿
四
日
、 

午
前
、
小
林
一
郎
、
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
下
痢
を
患
ふ
、
○
速
記

を
訂
正
す
、
○
午
后
、
下
痢
止
む
、
○
坂
下
金
吾
、
蕭
友
梅
、
橋
本
進
吉
、

野
田
麟
太
郎
、
山
口
重
知
、
市
川
三
喜
、
根
岸
和
一
郎
、
宮
本
和
吉
、
高
島

大
円
、
石
坂
大
巌
、
千
日
亮
、
和
田
卯
吉
、
林
訒
、
次
田
訒
、
瀬
尾
武
次
郎
、

荒
瀬
邦
助
、
白
石
勉
、
橘
純
一
、
河
原
美
治
、
高
木
武
、
中
勘
助
、
藤
田
篤
、

黒
木
重
也
、海
老
名
一
雄
、田
中
龍
勝
、喜
多
山
茂
、三
矢
禅
英
、大
矢
泰
英
、

和
田
廉
之
助
、
塚
田
芳
太
郎
、
山
﨑
麓
、
篠
田
周
之
、
安
居
院
敏
麿
、
三
神

竹
三
郎
、
橘
超
妙
、
井
手
董
、
寺
田
精
一
、
亀
井
茲
常
、
古
谷
頼
綱
、
有
泉
寛
、

藤
田
敏
三
、
龍
野
昌
之
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
井
上
円
了
よ
り
来
状
、

○
股
野
琢
よ
り
「
葦
杭
遊
記
」
を
送
来
る
、
○
夜
、
速
記
の
訂
正
を
弘
道
館

に
送
る
、
○
校
正
を
大
倉
書
店
に
送
る
、
○
同
文
館
の
原
稿
を
訂
正
す
、

廿
五
日
、 

午
前
、
東
亜
協
会
講
習
会
に
第
一
高
等
学
校
に
赴
き
、
開
会
の
辞
を

述
ふ
、
講
習
員
約
弐
百
六
拾
名
、
○
松
山
直
蔵
、
岩
橋
遵
成
、
加
藤
玄
智
、

八
木
光
貫
、
波
多
野
精
一
来
訪
す
、
○
午
后
、
哲
学
辞
書
の
原
稿
を
訂
正
す
、

○
文
明
協
会
よ
り
「
大
英
国
民
」
を
送
来
る
、
○
飯
沼
松
枝
来
訪
す
、
○
原

稿
を
同
文
館
の
使
者
に
付
与
す
、
○
夜
、
藤
田
季
荘
、
堀
田
相
爾
来
訪
す
、

○
「
教
界
春
秋
」
を
浦
谷
熊
吉
に
送
る
、
○
勉
強
、
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五

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

廿
六
日
、 

午
前
、講
習
会
に
第
一
高
等
学
校
に
赴
く
、○
若
木
広
良
、村
川
堅
固
、

谷
山
初
七
郎
来
訪
す
、
○
千
葉
鉱
蔵
よ
り
「
蘇
生
の
日
」
を
送
来
る
、
○
岩

田
僊
太
郎
、
ハ
ン
ケ
チ
壱
打
を
、
谷
山
初
太
郎
、
茶
碗
壱
箱
を
贈
る
、
○
飯

沼
松
枝
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
校
正
を
大
倉
書
店
に
送
る
、
○
書
状
を
阿
部

維
巌
及
び
服
部
宇
之
吉
に
送
る
、
○
二
程
全
書
を
読
む
、

廿
七
日
、 

午
前
、
村
川
堅
固
よ
り
来
状
、
○
講
習
会
に
赴
く
、
○
野
田
麟
太
郎

来
訪
す
、
○
午
后
、
書
状
と
香
典
料
弐
円
と
を
平
川
謹
一
郎
に
送
る
、
○
書

状
を
堀
田
相
爾
に
送
る
、○
大
井
徹
翁
、原
平
吉
、本
庄
精
次
来
訪
す
、○
「
陽

明
哲
学
」
補
正
の
四
を
冨
山
房
の
使
者
に
付
与
す
、
○
墨
子
及
び
二
程
全
書

を
読
む
、
○
夜
、
勉
強
、
○
吉
田
夫
妻
来
談
す
、

廿
八
日
、 

午
前
、
若
木
広
良
、
村
上
龍
英
来
訪
す
、
有
レ

故
不
レ

遇
、
○
講
習
会

に
赴
く
、
○
午
后
、
若
木
広
良
、
大
井
徹
翁
、
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
二
程

全
書
を
読
む
、
○
葛
岡
敬
雄
よ
り
絵
葉
書
を
送
来
る
、
○
夜
、
堀
田
相
爾
来

訪
す
、
○
勉
強
、

廿
九
日
、 

午
前
、
講
習
会
に
赴
く
、
○
三
島
復
よ
り
来
状
、
○
陸
象
山
文
集
を

読
む
、
○
吉
村
寅
太
郎
、
大
森
国
吉
来
訪
す
、
○
午
后
、
陸
象
山
文
集
を
読

む
、
○Ludw

ig Riess

の
歓
迎
会
に
上
野
精
養
軒
に
赴
く
、
○
夜
、
吉
田

静
致
よ
り
絵
葉
書
を
、
小
幡
志
げ
よ
り
写
真
を
送
来
る
、

三
十
日
、 

午
前
、
講
習
会
に
赴
く
、
○
高
橋
正
熊
、
木
村
隆
法
来
訪
す
、
○
松

﨑
覚
本
よ
り
書
状
、
中
村
久
吉
よ
り
書
類
を
送
来
る
、
○
湊
を
東
海
銀
行
に

遣
は
す
、
○
午
后
、
長
谷
川
福
平
来
訪
す
、
○
益
軒
の
和
学
一
歩
を
読
む
、

○
森
林
太
郎
来
訪
す
、
○
井
上
健
児
よ
り
「
玉
あ
ら
れ
」
壱
缶
を
送
来
る
、

○
夜
、
養
生
訓
及
び
講
孟
箚
記
を
読
む
、

丗
一
日
、 

午
前
、
木
村
隆
法
よ
り
来
状
、
○
講
習
会
に
赴
く
、
○
豊
田
八
十
代

来
談
す
、
○
石
橋
智
信
及
び
木
村
隆
法
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
午
后
、

山
﨑
直
三
及
びInternational U

nion of Ethical Societies

よ
り
来
状
、

○
岡
野
義
三
郎
来
訪
す
、
○
森
林
太
郎
のVita Sexualis

を
読
む
、
○
夜
、

弘
道
館
員
岸
田
某
来
訪
す
、
○
「
徳
育
と
精
神
教
育

1

1

1

1

1

1

1

」
岩
手
毎
日
新
聞
に
出

づ
、
○
浦
谷
熊
吉
、
堀
田
相
爾
、
高
橋
正
熊
来
訪
す
、
○
講
孟
箚
記
を
読
む
、

八
月

一
日
、 

午
前
、
講
習
会
に
赴
く
、
○
森
良
三
郎
来
談
す
、
○
地
租
四
拾
九
銭
を

巣
鴨
村
役
場
に
納
む
、
○
午
后
、
吉
村
寅
太
郎
来
訪
す
、
○
夜
、
桑
田
芳
蔵

来
訪
す
、
○
勉
強
、
○
此
日
不
在
中
補
永
茂
助
、
田
貝
定
太
郎
、
手
塚
光
貴

来
訪
す
、
○
小
池
橘
太
郎
よ
り
来
状
、

二
日
、 

午
前
、
講
習
会
に
赴
く
、
○
書
状
を
堀
田
相
爾
に
送
る
、
○
草
野
芳
槌
、

東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
午
后
、
手
塚
光
貴
、
木
村
隆
法
来
訪
す
、
○
紀

平
洲
の
野
芹
を
読
む
、
○
講
孟
箚
記
を
読
む
、
○
多
久
聖
廟
祭
典
事
務
所
よ

り
紀
念
絵
葉
書
を
送
来
る
、○
夜
、「
日
本
の
社
会
に
於
け
る
実
業
家
の
位
置

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」

日
本
及
日
本
人
に
出
づ
、
○
講
孟
箚
記
を
読
む
、
○
「
人
間
に
就
て
の
所
感

1

1

1

1

1

1

1

1

」

帝
国
文
学
に
出
づ
、

三
日
、 

午
前
、
講
習
会
に
赴
く
、
○
途
上
島
本
愛
之
介
と
会
見
す
、
○
講
孟
箚

記
を
読
む
、
○
午
后
、
講
孟
箚
記
及
び
国
意
考
を
読
む
、
○
須
藤
求
馬
よ
り

絵
葉
書
を
送
来
る
、
○
大
井
徹
翁
来
訪
す
、
○
井
上
ひ
で
子
よ
り
来
状
、
○

家
庭
雑
誌
社
よ
り
菓
物
壱
籠
を
送
来
る
、
○
夜
、
国
意
考
を
読
む
、
○
吉
田

雪
子
来
談
す
、
○
「
東
亜
の
光
」（
四
の
八
）
成
る
、

四
日
、 

午
前
、
松
村
正
一
よ
り
来
状
、
○
講
習
会
に
赴
く
、
○
木
村
隆
法
来
訪
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す
、
○
午
后
、
書
状
を
堀
田
相
爾
に
送
る
、
○
原
平
吉
、
江
藤
邦
松
、
山
岸

光
宣
来
訪
す
、
○
同
文
館
よ
り
校
正
来
る
、
○
勉
強
、
○
夜
、
弘
道
館
よ
り

校
正
来
る
、

五
日
、 

午
前
、
講
習
会
に
赴
く
、
○
帰
途
博
品
館
に
赴
く
、
○
不
在
中
阿
部
維

巌
来
訪
す
、
○
菊
池
大
麓
よ
りJapanese E

ducation

を
送
来
る
、
○
三

上
参
次
よ
り
「
中
興
鑑
言
打
聞
」
を
返
来
る
、
○
同
文
館
よ
り
校
正
来
る
、

○
午
后
、
有
賀
長
雄
よ
り
来
状
、
○
ト
イ
ブ
子
ル
よ
りD

ie japanische 

Philosophie

弐
拾
部
を
送
来
る
、
○
赤
井
直
好
、
木
村
隆
法
、
広
池
千
九

郎
よ
り
来
状
、
○
校
正
を
弘
道
館
に
送
る
、
○
阿
部
維
巌
来
訪
す
、
○
夜
、

校
正
を
同
文
館
に
送
る
、
○Paulsen, System

 der Ethik

を
読
む
、
○

此
日
、
湊
を
山
岸
光
宣
宅
に
遣
は
す
、

六
日
、 

午
前
、講
習
会
に
赴
く
、○
姉
﨑
正
治
よ
り
「
花
つ
み
日
記
」
を
送
来
る
、

○Paulsen, Einleitung in die Philosophie
を
読
む
、
○
森
良
三
郎

来
談
す
、
○
午
后
、
引
続
きPaulsen

を
読
む
、
○
手
塚
光
貴
来
訪
す
、
○

夜
、
勉
強
、
○
此
日
、
安
奉
線
改
築
問
題
に
関
し
、
我
政
府
は
自
由
行
動
を

取
る
こ
と
を
清
国
政
府
に
通
告
せ
り
、
○
松
山
直
蔵
よ
り
来
状
、
此
日
、
齋

藤
信
策
逝
く
、
享
年
三
十
二
、

七
日
、 

午
前
、
講
習
会
に
赴
く
、
○
同
文
館
及
び
弘
道
館
よ
り
校
正
来
る
、
○

午
后
、
相
良
益
次
郎
来
訪
す
、
○
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
夜
、
加
藤
玄
智
よ

り
絵
葉
書
来
る
、
○
勉
強
、

八
日
、 

午
前
、
亀
谷
聖
馨
よ
り
来
状
、
○
講
習
会
に
赴
き
、
修
了
証
書
授
与
式

を
行
ふ
、
○
中
西
長
次
郎
、
豊
田
八
十
代
等
と
会
見
す
、
○
不
在
中
大
島
正

徳
、
水
島
耕
一
郎
、
田
中
義
能
来
訪
す
、
○
午
后
、
赤
津
正
親
、
加
藤
岩
造
、

中
島
万
次
郎
来
訪
す
、
○
文
明
堂
よ
り
「
釈
尊
物
語
」
を
送
来
る
、
○
辻
本

卯
蔵
来
談
す
、
○
夜
、「
教
育
と
修
養
」
の
原
稿
を
整
理
す
、
○
此
日
、
中

熊
直
喜
よ
り
来
状
、

九
日
、 

午
前
、
若
木
広
良
、
米
林
健
造
、
堀
田
相
爾
来
訪
す
、
○
吉
村
寅
太
郎

及
び
中
島
万
次
郎
よ
り
来
状
、
○
政
教
社
よ
り
御
礼
を
送
来
る
、
○
「
教
育

と
修
養
」
の
原
稿
を
整
理
す
、
○
午
后
、
飯
沼
松
枝
、
小
林
道
彦
、
大
倉
書

店
よ
り
来
状
、
○
浦
谷
熊
吉
、
小
澤
錦
十
郎
来
訪
す
、
○
校
正
を
な
す
、
○

夜
、
芝
田
徹
心
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
大
倉
書
店
に
、
校
正
を
同
文
館
に
送

る
、
○
此
日
、
市
村
瓉
次
郎
及
び
有
馬
祐
政
よ
り
絵
葉
書
来
る
、

十
日
、 

午
前
、
高
橋
仁
、
古
川
黄
一
、
福
地
虎
雄
来
訪
す
、
○
校
正
を
な
す
、

○
飯
沼
松
枝
来
訪
す
、
○
引
続
き
校
正
を
な
す
、
○
教
科
書
会
よ
り
書
類
来

る
、○
井
上
友
一
よ
り
来
状
、○
校
正
を
弘
道
館
に
送
る
、○
弘
道
館
よ
り「
永

日
」
を
送
来
る
、
○
「
教
育
と
修
養
」
の
原
稿
を
整
理
す
、
○
夜
、
湊
、
脚

気
に
罹
り
、
病
蓐
に
苦
し
む
、
渡
辺
真
来
診
す
、
○
堀
田
相
爾
来
訪
す
、
○

近
思
録
を
読
む
、

十
一
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
、
堀
田
相
爾
、
高
橋
正
熊
来
訪
す
、
○
湊
を
大
学

病
院
に
送
る
、
○
午
后
、「
学
生
宝
鑑
」
五
百
部
の
奥
附
を
大
倉
書
店
に
付

与
す
、
○
間
端
吾
、
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
野
田
義
夫
よ
り
来
状
、
○
電
報

を
船
越
や
す
に
送
る
、
○
弘
道
館
の
岸
田
某
来
談
す
、
○
船
越
や
す
よ
り
電

報
来
る
、
○
縫
子
、
病
院
に
赴
く
、
○
浦
谷
熊
吉
来
り
、
尋
い
で
病
院
に
赴

く
、
○
十
二
時
船
越
湊
逝
く
、（
明
治
二
十
六
年
四
月
十
六
日
生
る
）

十
二
日
、 
午
前
、
浦
谷
熊
吉
、
森
良
三
郎
、
山
田
喜
之
助
来
訪
す
、
○
外
﨑
覚

よ
り
「
外
の
濱
風
」
を
送
来
る
、
○
宣
光
、
正
勝
を
拉
し
て
病
院
に
赴
く
、
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資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

○
船
越
や
す
に
電
報
を
送
る
こ
と
二
回
、
や
す
よ
り
返
電
来
る
、
○
税
務
署

長
よ
り
通
知
書
来
る
、
○
午
后
、
直
林
敬
円
、
堀
田
相
爾
、
清
水
彦
五
郎
、

来
訪
す
、
○
船
越
や
す
及
び
冨
田
春
山
よ
り
電
報
来
る
、
○
近
思
録
を
読
む
、

○
書
状
を
井
上
友
一
に
送
る
、
○
夜
、
近
思
録
及
び
講
孟
箚
記
を
読
む
、

十
三
日
、 

午
前
、
齋
藤
庸
一
郎
、
秋
山
悟
庵
来
訪
す
、
○
江
口
津
来
訪
す
、
有
レ

故
不
レ

遇
、
○Paulsen, Einleitung in die Philosophie

を
読
む
、
○

近
思
録
を
読
む
、
○
深
作
安
文
、
静
岡
よ
り
絵
葉
書
を
送
来
る
、
○
午
后
、

三
井
銀
行
に
赴
く
、
○
近
思
録
及
びZeller, Philosophie der G

riechen

を
読
む
、
○
夜
、
赤
間
冨
次
郎
及
び
乙
竹
岩
造
よ
り
絵
葉
書
来
る
、
○
華
厳

経
、Apostelgeschichte

及
び
講
孟
箚
記
を
読
む
、

十
四
日
、 

午
前
、Paulsen

を
読
む
、
○
原
秀
四
郎
来
訪
す
、
○
井
上
成
美
帰

来
る
、
○
船
越
や
す
よ
り
電
報
来
る
、
○
大
学
よ
り
葛
岡
敬
雄
の
書
状
と
大

日
本
史
料
と
を
送
来
る
、
○
八
円
七
拾
五
銭
を
森
本
辰
次
郎
に
送
る
、
○
午

后
、
浦
谷
熊
吉
、
齋
藤
精
輔
、
谷
山
初
七
郎
来
訪
す
、
○
引
続
きPaulsen

を
読
む
、
○
夜
、
華
厳
経
、
近
思
録
及
び
講
孟
箚
記
を
読
む
、
○
此
日
、
関

西
（
近
江
美
濃
）
大
地
震
、

十
五
日
、 

午
前
、
武
内
紫
明
、
金
尾
種
次
郎
、
清
水
駿
太
郎
、
杉
浦
重
剛
、
建

部
遯
吾
来
訪
す
、
○
吉
田
熊
次
よ
り
書
状
及
び
林
檎
壱
箱
を
送
来
る
、
○
近

思
録
を
読
む
、
○
午
后
、
書
状
を
菊
池
大
麓
、
齋
藤
精
輔
、
金
尾
種
次
郎
、

東
敬
治
に
送
る
、
○
手
塚
光
貴
来
訪
す
、
○
文
明
協
会
よ
り
「
家
族
論
」
を

送
来
る
、
○Paulsen, Einleitung in die Philosophie

を
読
む
、
○

講
孟
箚
記
を
読
む
、
○
夜
、
講
孟
箚
記
及
び
華
厳
経
を
読
む
、
○
野
田
麟
太

郎
よ
り
来
状
、

十
六
日
、 

午
前
、
森
良
三
郎
、
村
上
龍
英
来
訪
す
、
○
近
思
録
を
読
む
、
○
午

后
、東
敬
治
よ
り
速
記
を
送
来
る
、○
松
本
文
三
郎
、千
野
脩
巳
、堀
田
相
爾
、

浦
谷
熊
吉
、
森
良
三
郎
、
来
訪
す
、
○
崖
下
地
所
の
境
界
を
測
定
す
、
○
近

思
録
及
び
正
蒙
を
読
む
、
○
夜
、
講
孟
箚
記
を
読
む
、
○
船
越
や
す
よ
り
電

報
来
る
、
○
堀
田
相
爾
来
訪
す
、
○
此
日
、
大
倉
書
店
焼
失
す
、
○
長
谷
川

小
四
郎
来
訪
す
、
以
レ

無
二

紹
介
状
一

不
レ

遇
、

十
七
日
、 

午
前
、
近
思
録
を
読
む
、
○
森
良
三
郎
来
る
、
○
湊
の
荷
物
を
甘
木

に
発
送
す
、○
佐
々
木
信
綱
よ
り
来
状
、○
午
后
、書
状
を
大
倉
書
店
に
送
る
、

○Paulsen, Einleitung in die Philosophie

を
読
む
、
○
岩
上
方
外
、

来
訪
す
、
有
レ

故
不
レ

遇
、
○
夜
、
華
厳
経
、
講
孟
箚
記
及
び
張
子
の
正
蒙
を

読
む
、
○
小
峰
孝
容
よ
り
来
状
、

十
八
日
、 

午
前
、
植
田
弥
吉
よ
り
来
状
、
○
近
思
録
を
読
む
、
○
大
島
正
徳
来

訪
す
、
○
午
后
、
橋
野
正
雄
、
豊
田
八
十
代
、
櫻
井
政
隆
、
柴
田
甚
五
郎
、

石
橋
智
信
、
東
譲
三
郎
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
講
孟
箚
記
を
読
む
、

○
夜
、
淮
南
子
及
び
講
孟
箚
記
を
読
む
、

十
九
日
、 

午
前
、
本
居
豊
頴
、
森
良
三
郎
、
清
水
谷
善
照
来
訪
す
、
○
近
思
録

を
読
む
、
○
午
后
、
近
思
録
及
び
講
孟
箚
記
を
読
む
、
○
書
状
を
佐
々
木
信

綱
に
送
る
、
○
武
光
信
雄
よ
り
来
状
、
○
原
稿
を
浦
谷
ふ
み
に
托
す
、
○
小

松
靖
太
来
訪
す
、
以
レ

無
二

紹
介
状
一

故
不
レ

遇
、
○
夜
、
角
田
松
壽
よ
り
来
状
、

○
淮
南
子
及
び
講
孟
箚
記
を
読
む
、

二
十
日
、 
午
前
、
淮
南
子
及
びH

egel, Philosophie des G
eistes

を
読
む
、

○
「
古
学
哲
学
」
一
百
部
の
奥
附
を
冨
山
房
に
付
与
す
、
○
弘
道
館
よ
り
講

習
会
の
残
金
四
拾
壱
円
九
拾
銭
を
送
来
る
、
○
午
后
、Spinoza, É

thique
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を
読
む
、
○
荒
川
虎
次
郎
よ
り
来
状
、
○
近
思
録
を
読
む
、
○
夜
、
引
続
き

近
思
録
を
読
む
、
○
エ
、
ピ
ー
タ
ル
ス
よ
り
来
状
、

廿
一
日
、 
午
前
、
浦
谷
熊
吉
、
森
良
三
郎
来
談
す
、
○
近
思
録
を
読
む
、
○
巣 

鴨
の
大
工
来
る
、
○
山
口
英
爾
来
る
、
○
午
后
、
近
思
録
を
読
む
、
○
本 

郷
に
赴
き
、各
書
肆
を
訪
ひ
、書
籍
五
種
を
買
求
む
、○Spinoza, Éthique 

を
読
む
、
○
夜
、
前
川
文
栄
閣
及
び
堀
田
相
爾
来
訪
す
、

廿
二
日
、 

午
前
、
森
良
三
郎
、
三
島
復
、
宮
原
龍
見
、
江
口
国
彦
来
訪
す
、
○

岩
上
方
外
来
訪
す
、
有
レ

故
不
レ

遇
、
○
辻
本
卯
蔵
、
逗
子
よ
り
絵
葉
書
二
枚

を
送
来
る
、
○
近
思
録
を
読
む
、
○
午
后
、
城
戸
季
雄
来
訪
し
、
東
亜
協
会
々

員
と
な
る
、
○
近
思
録
を
読
む
、
○
英
爾
を
遣
は
し
、
原
稿
を
堀
田
相
爾
に

付
与
せ
し
む
、
○
高
山
昇
、
藤
田
季
荘
来
訪
す
、
○
夜
、
書
状
を
浦
谷
熊
吉

に
送
る
、
○
坂
井
金
次
よ
り
来
状
、
○
華
厳
経
を
読
む
、
○
此
日
、
国
書
刊

行
会
よ
り
書
二
部
を
送
来
る
、

廿
三
日
、 

午
前
、
森
良
三
郎
来
談
す
、
○
近
思
録
を
読
む
、
○
大
日
本
続
蔵
経

二
套
（
六
七
及
び
七
四
）
を
郵
便
局
よ
り
受
取
る
、○
松
村
正
一
よ
り
来
状
、

○
午
后
、
田
貝
定
太
郎
、
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
神
田
に
赴
き
、
各
書
肆
を

訪
ひ
、
書
籍
数
種
を
購
求
す
、
○
不
在
中
姉
﨑
益
子
来
訪
す
、
○
米
林
健
造
、

中
西
長
次
郎
、小
林
巴
子
、橋
川
篤
子
、石
谷
チ
ヨ
、田
寺
愛
子
、東
亜
協
会
々

員
と
な
る
、
○
夜
、K

nox, The D
evelopm

ent of Religion in Japan

を
読
む
、
○
森
鴎
外
の
団
子
坂
を
読
む
、

廿
四
日
、 

午
前
、
矢
野
太
郎
、
浦
谷
熊
吉
、
森
良
三
郎
、
深
作
安
文
来
訪
す
、

○
深
作
安
文
に
風
水
草
を
貸
付
す
、
○
英
爾
を
大
学
に
遣
は
す
、
○
午
后
、

飯
沼
松
枝
、
森
良
三
郎
等
来
訪
す
、
○
崖
下
の
境
界
を
定
む
、
○
近
思
録
を

読
む
、
○
教
界
春
秋
を
草
す
、
○
夜
、
教
界
春
秋
を
浦
谷
熊
吉
に
送
る
、
○

近
思
録
を
読
む
、

廿
五
日
、 

午
前
、
秦
政
二
郎
、
石
川
松
渓
来
訪
す
、
○
神
田
橋
税
務
署
に
赴
く
、

○
多
賀
羅
亭
に
昼
食
す
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
と
遭
遇
す
、
○
午
后
、
福
井
嘉
納

来
訪
す
、
○
飯
沼
松
枝
よ
り
来
状
、
○
近
火
あ
り
、
○
不
在
中
生
田
目
経
徳

来
訪
す
、
○
夜
、
近
思
録
を
読
む
、

廿
六
日
、 

午
前
、
家
族
一
同
稲
毛
の
海
気
館
に
遊
ぶ
、
西
田
敬
止
と
遭
遇
す
、

○
夜
、
九
時
頃
帰
宅
、
○
不
在
中
秋
月
胤
継
、
梶
井
盛
、
生
田
目
経
徳
来
訪

す
、
○
加
藤
玄
智
よ
り
書
状
及
び
梨
子
一
籠
と
を
送
来
る
、
○
藤
田
季
荘
よ

り
来
状
、

廿
七
日
、 

午
前
、
田
中
義
能
、
生
田
目
経
徳
来
訪
す
、
○
近
思
録
を
読
む
、
○

書
状
を
加
藤
玄
智
に
送
る
、
○
同
文
館
よ
り
「
哲
学
大
辞
書
」
第
一
冊
を
送

来
る
、
○
午
后
、
近
思
録
を
読
む
、
○
小
林
郁
よ
り
「
社
会
心
理
学
」
を
送

来
る
、
○
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
法
学
士
加
藤
栄
一
郎
、
佐
々
木
茂
枝
、
古

堀
栄
、
文
学
士
今
井
貞
臣
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
夜
、
張
子
の
正
蒙

及
び
使
徒
行
伝
（
第
十
六
章
）
を
読
む
、

廿
八
日
、 

午
前
、
秋
月
胤
継
来
訪
す
、
○
近
思
録
（
弁
異
端
類
）
及
び
使
徒
行

伝
（
第
十
七
章
）
を
読
む
、
○
秋
月
胤
継
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
午

后
、
使
徒
行
伝
（
第
十
八
章
）
を
読
む
、
○
堀
田
相
爾
、
福
岡
新
三
、
森
良

三
郎
来
訪
す
、
○
森
良
三
郎
に
金
参
百
円
を
渡
す
、
○
文
部
省
よ
り
検
定
試

験
答
案
を
送
来
る
、
○
「
家
庭
小
説
孝
女
白
菊
」
出
づ
、
○
夜
、
試
験
答
案

を
読
む
、
○
赤
津
正
親
来
訪
す
、
有
レ

故
不
レ

遇
、

廿
九
日
、 

午
前
、
長
谷
川
福
平
、
乃
木
希
典
、
岩
橋
遵
成
、
船
田
三
郎
、
岩
上



七
九

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

方
外
来
訪
す
、
○
小
澤
錦
十
郎
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
有
賀
長
雄
、
小
林
恵

祐
来
訪
す
、
○
小
林
恵
祐
を
し
て
談
話
を
速
記
せ
し
む
、
○
赤
津
正
親
来
訪

す
、
○
夜
、
藤
田
季
荘
来
訪
す
、
○
書
状
を
円
藤
鎮
に
送
る
、
○
検
定
試
験

の
答
案
を
読
む
、
○
此
日
、
雷
雨
、

三
十
日
、 

午
前
、
葛
岡
敬
雄
、
葉
山
万
次
郎
、
東
敬
治
、
飯
沼
松
枝
来
訪
す
、 

○
午
后
、
三
井
銀
行
に
赴
く
、
○
赤
津
正
親
来
談
す
、
○
書
状
を
井
上
健
児 

に
送
る
、
○
夜
、
近
思
録
を
読
む
、
○
岩
橋
遵
成
よ
り
来
状
、
○Fenollosa 

の
碑
文
を
作
る
、

丗
一
日
、 

午
前
、
中
西
牛
郎
、
浦
谷
熊
吉
、
横
山
良
盛
来
訪
す
、
○Fenollosa 

の
碑
文
を
作
る
、
○
藤
井
鄰
、
吉
田
豊
吉
来
訪
す
、
○
午
后
、
赤
津
正
親
来

る
、乃
ち
之
に
金
拾
五
円
を
付
与
す
、○Fenollosa

の
碑
文
を
作
る
、○
夜
、

堀
田
相
爾
来
談
す
、
○
此
日
、Federigo E

nriques

よ
りLa théorie de  

l'état

を
送
来
る
、
○M

anufacturers Life Insurance

よ
り
来
状
、

九
月

一
日
、 

午
前
、
有
賀
長
雄
、
川
浪
道
三
来
訪
す
、
○
近
思
録
を
読
む
、
○
午
后
、

第
二
の
保
険
証
をM

anufacturers Life Insurance Com
pany

の
総

支
配
人
ウ
ヰ
リ
ア
ム
、
ハ
リ
ス
に
送
る
、
○
書
状
を
保
々
清
音
に
、
端
書
を

小
林
郁
に
送
る
、
○
高
木
吾
一
、
辻
本
卯
蔵
来
訪
す
、
○
近
思
録
を
読
む
、

○
井
上
健
児
よ
り
来
状
、
○
夜
、
吉
田
熊
次
夫
妻
来
談
す
、
○
検
定
試
験
の

答
案
を
読
む
、

二
日
、 

午
前
、
櫻
井
昭
悳
来
訪
す
、
○
育
成
会
の
速
記
を
訂
正
す
、
○
英
爾
を

東
海
銀
行
に
遣
は
す
、
○
井
上
健
児
よ
り
電
報
来
る
、
○
弘
道
館
よ
り
「
倫

理
と
教
育
」
三
部
を
送
来
る
、
○
午
后
、
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
速
記
の
訂

正
を
育
成
会
に
送
る
、
○
大
井
徹
翁
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
近
思
録

を
読
む
、
○
在
北
京
の
北
村
澤
吉
よ
り
来
状
、
○
夜
、
検
定
試
験
の
答
案
を

読
む
、
○
此
日
、
植
木
屋
来
る
、

三
日
、 

午
前
、
有
賀
長
雄
、
飯
沼
松
枝
、
井
上
泰
岳
、
有
馬
祐
政
、
森
良
三
郎

来
訪
す
、
○
「
東
亜
の
光
」（
四
の
九
）
成
る
、
○
縫
子
、
須
田
眼
科
医
院

に
赴
く
、
○
午
后
、
近
思
録
を
読
む
、
○
文
学
社
の
橘
喜
代
枩
来
談
す
、
○

文
部
省
よ
り
試
験
の
答
案
を
送
来
る
、
○
夜
、
堀
田
相
爾
来
訪
す
、
○
近
思

録
を
読
む
、
○
此
日
、
植
木
屋
来
る
、

四
日
、 

午
前
、
陳
大
齊
、
土
井
林
吉
の
紹
介
状
を
携
へ
て
来
訪
す
、
○
高
瀬
武

次
郎
よ
り
来
状
、
○
福
岡
書
店
の
孝
女
白
菊
詩
を
訂
正
す
、
○
近
思
録
を
読

む
、
○
吉
田
夫
妻
、
伊
香
保
よ
り
絵
葉
書
を
送
来
る
、
○
遠
藤
夏
子
、
三
輪

索
麺
を
携
へ
て
来
訪
す
、
○
午
后
、
飯
沼
松
枝
よ
り
来
状
、
○
近
思
録
を
読

む
、
○
書
状
を
井
上
健
児
に
送
る
、
○
葉
書
を
磯
江
潤
及
び
矢
野
太
郎
に
送

る
、
○
検
定
試
験
の
答
案
を
読
む
、
○
福
岡
新
三
来
る
、
乃
ち
之
に
「
孝
女

白
菊
詩
」
の
訂
正
を
付
与
す
、
○
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
夜
、
使
徒
行
伝
第

十
九
章
を
読
む
、
○
検
定
試
験
の
答
案
を
読
む
、

五
日
、 

午
前
、
補
永
茂
助
、
矢
野
太
郎
、
萩
原
堯
、
西
田
幾
多
郎
来
訪
す
、
○

伊
藤
豊
十
よ
り
来
状
、
○
近
思
録
を
読
む
、
○
午
后
、
近
思
録
を
読
了
す
、

○
女
子
の
雑
誌
を
二
冊
井
上
貞
子
に
送
る
、
○
書
類
を
有
賀
長
雄
に
返
す
、

○
堀
田
相
爾
、
中
島
泰
蔵
来
訪
す
、
○
使
徒
行
伝
第
二
十
章
を
読
む
、
○
夜
、

使
徒
行
伝
第
廿
一
章
乃
至
第
廿
三
章
を
読
む
、

六
日
、 
午
前
、
森
良
三
郎
来
り
て
門
扉
を
修
繕
す
、
○
二
程
全
書
を
読
む
、
○

元
良
勇
次
郎
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
書
状
を
元
良
勇
次
郎
に
送
る
、
○
「
東



八
〇

亜
の
光
」（
四
の
九
）
を
デ
ニ
ン
グ
及
び
土
井
林
吉
に
送
る
、
○
三
才
社
に

赴
き
、M

élanges Japonais

二
冊
を
購
求
す
、
○
夜
、
興
学
会
に
赴
く
、

○
不
在
中
齋
藤
栄
来
訪
す
、
○
秋
月
胤
継
及
び
小
笠
原
実
成
よ
り
来
状
、
○

此
頃
、
小
林
庄
一
郎
逝
く
、

七
日
、 

午
前
、齋
藤
栄
、矢
野
太
郎
、浦
谷
熊
吉
、小
林
義
則
、山
川
正
治
来
訪
す
、

○
大
田
黒
作
次
郎
よ
り
来
状
、
○
二
程
全
書
を
読
む
、
○
午
后
、
二
程
全
書

を
読
む
、
○
書
状
を
大
島
義
脩
に
送
る
、
○
検
定
試
験
の
答
案
を
読
む
、
○

文
部
省
よ
り
検
定
試
験
の
答
案
を
送
来
る
、
○
買
物
に
神
田
に
赴
き
、
冨
山

房
に
過
る
、
○
縫
子
、
成
美
宅
に
赴
く
、
○
夜
、
検
定
試
験
の
答
案
を
読
む
、

八
日
、 

午
前
、
二
程
全
書
を
読
む
、
○
「
東
亜
の
光
」
を
読
む
、
○
午
后
、
二

程
全
書
を
読
む
、
○
堀
田
相
爾
来
訪
す
、
○
検
定
試
験
答
案
を
読
む
、
○
買

物
に
本
郷
に
赴
く
、
○
宮
坂
喆
宗
来
談
す
、
○
夜
、
検
定
試
験
答
案
を
読
む
、

○
此
日
、
日
清
協
約
発
表
せ
ら
る
、〔
頁
下
部
に
「
信
ず
べ
き
成
功
」（
ペ
ア

リ
ー
氏
が
北
極
探
検
を
遂
げ
た
）
の
新
聞
記
事
切
抜
貼
付
〕

九
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
、
木
村
隆
法
来
訪
す
、
○
検
定
試
験
の
答
案
を
読
む
、

○
二
程
全
書
を
読
む
、○
志
田
義
秀
よ
り
「
日
本
類
語
大
辞
典
」
を
送
来
る
、

○
午
后
、
検
定
試
験
の
答
案
を
読
む
、
○
書
状
を
小
笠
原
実
成
に
送
る
、
○

枝
元
長
夫
、
常
盤
大
定
、
藤
岡
作
太
郎
来
訪
す
、
○
夜
、
検
定
試
験
の
答
案

を
読
む
、
○
教
員
検
定
委
員
会
よ
り
来
状
、

十
日
、 

午
前
、
木
村
隆
法
来
訪
す
、
○
検
定
試
験
の
答
案
を
読
む
、
○
二
程
全

書
を
読
む
、
○
ビ
ス
ク
イ
ツ
ト
各
壱
缶
を
堀
田
相
爾
及
び
浦
谷
熊
吉
に
送

る
、
○
井
上
波
野
、
土
産
を
携
へ
て
来
談
す
、
○
午
后
、
吉
田
豊
よ
り
来
状
、

○
深
作
安
文
、
飯
沼
源
次
郎
来
訪
す
、
○
丸
善
よ
り
洋
書
五
種
を
送
来
る
、

○
検
定
試
験
の
答
案
を
読
む
、
○
吉
田
雪
子
来
る
、
○H

avelock Ellis, 

Studies in the Psychology of Sex

を
読
む
、
○
夜
、
八
木
光
貫
よ
り

絵
葉
書
を
送
来
る
、
○
新
公
論
社
よ
り
来
状
、
○
検
定
試
験
の
答
案
を
読
む
、

十
一
日
、 

午
前
、
坂
本
嘉
治
馬
来
談
す
、
○
枝
元
長
夫
よ
り
談
話
筆
記
を
送
来

る
、
乃
ち
之
を
訂
正
す
、
○
午
后
、
高
濱
健
三
（
号
長
江
）
及
び
法
学
士
小

林
弥
之
助
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
筆
記
の
訂

正
を
枝
元
長
夫
に
送
る
、
○
検
定
試
験
の
答
案
を
読
む
、
○
志
田
義
秀
よ
り

来
状
、
○
吉
田
豊
よ
り
絖
一
枚
を
送
来
る
、
○
陽
明
学
会
の
使
者
高
野
壽
児

来
訪
す
、
○
夜
、
検
定
試
験
の
答
案
を
読
む
、
○
検
定
委
員
会
長
よ
り
来
状
、

十
二
日
、 

午
前
、
加
藤
玄
智
、
岩
橋
遵
成
、
星
野
小
次
郎
、
得
能
文
、
藤
澤
周

次
、
若
木
広
良
、
近
藤
歌
太
郎
、
長
谷
川
小
四
郎
、
萩
原
堯
来
訪
す
、
○
小

笠
原
実
成
、
藤
田
季
荘
よ
り
来
状
、
○
妻
木
直
良
、
向
軍
治
、
東
亜
協
会
々

員
と
な
る
、
○
午
后
、
有
田
邦
雄
、
藤
井
健
治
郎
来
訪
す
、
○
服
部
宇
之
吉

よ
り
来
状
、
○
書
状
を
服
部
宇
之
吉
に
送
る
、
○
検
定
試
験
の
答
案
を
読
む
、

○
夜
、
勉
強
、

十
三
日
、 

午
前
、
大
学
に
於
て
東
洋
哲
学
史
概
説
の
講
義
を
始
む
、
○
武
光
信

雄
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
萩
原
堯
、
森
良
三
郎
、
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
深

澤
伊
三
郎
よ
り
来
状
、
○
島
村
瀧
太
郎
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
夜
、

検
定
試
験
の
答
案
を
読
む
、
○
南
葵
文
庫
よ
り
来
状
、
○Ellis, Studies 

in the Psychology of Sex

を
読
む
、

十
四
日
、 
午
前
、
書
状
を
武
光
信
雄
に
送
る
、
○
ス
ピ
ノ
ザ
のE

thique

を
読

む
、○
午
后
、堀
田
相
爾
、高
楠
順
次
郎
来
訪
す
、○
葛
西
孝
章
、木
村
泰
賢
、

増
野
悦
興
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
高
山
栄
一
死
去
の
通
知
来
る
、
○



八
一

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

外
出
中
伊
藤
六
蔵
来
る
、
○
教
科
書
会
よ
り
書
類
来
る
、
○
夜
、Ellis

を
読 

む
、
○
勉
強
、

十
五
日
、 
午
前
、
羽
田
貞
義
よ
り
来
状
、
○
学
習
院
に
赴
く
、
○
午
后
、
教
授

会
に
大
学
に
赴
く
、
○
不
在
中
飯
沼
松
枝
来
訪
す
、
○
弘
道
館
よ
り
「
六
大

先
哲
」
を
送
来
る
、
○
夜
、Ellis

を
読
む
、
○
此
日
、
巣
鴨
の
地
所
に
家

3

3

3

3

3

3

3

屋
を
建
始
む

3

3

3

3

3

、
○Ethical Society

よ
り
書
類
を
送
来
る
、

十
六
日
、 

午
前
、哲
学
の
講
義
に
大
学
に
赴
く
、○
勉
強
、○
午
后
、浦
谷
熊
吉
、

吉
田
雪
子
来
訪
す
、
○
夜
、K

rafft-Ebing

を
読
む
、
○
箕
作
佳
吉
逝
く
、

十
七
日
、 

午
前
、
志
田
義
秀
よ
り
来
状
、
○D

r. R
. von K

oeber

来
訪
す
、

○
「
修
養
上
よ
り
見
た
る
我
れ

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
水
戸
市
教
育
会
々
報
に
出
づ
、
○
検
定
試

験
の
答
案
を
読
む
、
○
午
后
、
引
続
き
答
案
を
読
む
、
○
写
真
の
種
板
を
日

報
社
の
使
者
に
付
与
す
、
○
英
爾
を
相
原
一
郎
介
寓
居
及
び
東
海
銀
行
に
遣

は
す
、
○
箕
作
佳
吉
宅
に
赴
き
、
弔
詞
を
述
ぶ
、
○
葉
書
を
吉
田
静
致
及
び

鈴
木
大
拙
に
送
る
、
○
夜
、
辻
本
卯
蔵
来
訪
す
、
○
「
山
鹿
先
生
に
就
て

1

1

1

1

1

1

1

」

六
大
先
哲
に
出
づ
、

十
八
日
、 

午
前
、
相
原
一
郎
介
来
る
、
乃
ち
之
を
し
て
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、

○
哲
学
字
彙
の
会
に
大
学
に
赴
く
、
○
古
川
黄
一
来
訪
す
、
○
「
六
大
先
哲
」

を
松
浦
伯
爵
に
送
る
、
○
午
后
、
検
定
試
験
の
点
数
会
議
を
山
上
御
殿
に
開

く
、
○
杉
本
美
之
助
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
杉
本
美
之
助
に
送
る
、
○
金
子

馬
治
、
融
道
玄
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
田
中
義
能
の
論
文
を
読
む
、

十
九
日
、 

午
前
、
箕
作
佳
吉
の
葬
式
に
谷
中
に
赴
く
、
○
不
在
中
遠
藤
隆
吉
、

田
中
義
能
来
訪
す
、
○
岩
橋
遵
成
、
浦
谷
熊
吉
、
飯
島
忠
夫
、
峰
間
信
吉
、

飯
沼
松
枝
、小
川
竹
男
来
訪
す
、○
午
后
、西
田
幾
多
郎
、勝
水
淳
行
来
訪
す
、

○
田
中
義
能
の
論
文
を
読
む
、
○
夜
、
箕
作
家
よ
り
礼
状
来
る
、
○
勉
強
、

二
十
日
、 

午
前
、講
義
に
大
学
に
赴
く
、○
不
在
中
森
良
三
郎
来
訪
す
、○
午
后
、

長
谷
川
小
四
郎
、
葉
山
万
次
郎
、
姉
﨑
正
治
来
訪
す
、
○
野
田
義
夫
よ
り
絵

葉
書
来
る
、
○
武
光
信
雄
よ
り
来
状
、
○
ト
イ
ブ
子
ル
よ
りAllgem

eine 

G
eschichte der Philosophie

を
送
来
る
、
○
高
橋
作
衛
よ
りReview

s 

of D
r. Takahashi's recent w

ork, "International law
 applied to 

the Russo- Japanese w
ar"

を
送
来
る
、
○
検
定
試
験
の
成
績
及
び
答

案
を
文
部
省
の
使
者
に
付
与
す
、
○
夜
、
研
究
会
の
速
記
を
訂
正
す
、

廿
一
日
、 

午
前
、
相
良
益
次
郎
よ
り
来
状
、
○
桑
木
厳
翼
、
筒
井
助
熊
来
訪

す
、
○Spinoza, Ethik

を
読
む
、
○
午
后
、
引
続
き
、Spinoza

を
読
む
、

○
三
井
銀
行
に
赴
き
、
尋
い
で
教
科
書
会
に
文
部
省
に
赴
く
、
○
不
在
中
樋

口
秀
雄
、
常
盤
大
定
、
高
山
昇
、
深
田
鶴
松
来
訪
す
、
○
夜
、
堀
田
相
爾
来

訪
す
、
○
此
日
、
武
笠
三
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、

廿
二
日
、 

午
前
、
杉
本
美
之
助
よ
り
来
状
、
○
学
習
院
に
赴
く
、
○
在
京
城
の

中
村
郁
一
よ
り
「
は
か
く
れ
」
一
部
及
び
書
状
を
送
来
る
、
○
常
盤
大
定
来

状
、
○
午
后
、
哲
学
字
彙
の
会
に
大
学
に
赴
く
、
○
不
在
中
補
永
茂
助
、
豊

原
清
作
、
芝
辻
正
晴
来
訪
す
、
○
吉
田
熊
次
、
吉
田
静
致
、
服
部
宇
之
吉
よ

り
来
状
、○
磯
江
潤
来
訪
す
、○
大
倉
書
店
よ
り
「
学
生
宝
鑑
」（
第
十
一
版
）

弐
部
を
送
来
る
、
○
矢
吹
慶
輝
、
相
原
熊
太
郎
、
赤
澤
義
人
、
東
亜
協
会
々

員
と
な
る
、
○
書
状
を
教
員
検
定
委
員
会
に
送
る
、
○
教
科
書
会
よ
り
来
状
、

○
夜
、
休
養
、
○
此
頃
、
事
蹟
談
話
等
三
日
間
、
東
京
日
々
新
聞
に
連
載
す
、

廿
三
日
、 
午
前
、
丸
山
通
一
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
森
良
三
郎
、
塩
谷

温
、
三
浦
熊
吉
、
辻
本
卯
蔵
来
訪
す
、
○
村
上
静
人
、
大
町
芳
衛
の
紹
介
状
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二

を
携
へ
て
来
る
、
○
板
垣
政
一
死
去
の
訃
報
来
る
、
○
寺
尾
壽
、
須
﨑
緝
作

よ
り
来
状
、
○W

undt, Einleitung in die Philosophie

を
読
む
、
○

勉
強
、
○
午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
夜
、
心
理
学
会
に
山
上
御
殿
に

赴
く
、
○
此
日
、
所
得
税
総
計
四
四
、四
五
を
区
役
所
に
納
む
、

廿
四
日
、 

午
前
、
電
報
を
小
笠
原
実
成
に
送
る
、
○
金
港
堂
よ
り
来
状
、
○
書

状
を
金
港
堂
に
送
る
、
○
常
盤
大
定
、
芝
辻
正
晴
来
訪
す
、
○
「
理
想
の
配

1

1

1

1

偶1

」
毎
日
電
報
に
出
づ
、
○
午
后
、
豊
原
清
作
、
岩
橋
遵
成
来
訪
す
、
○
森

良
三
郎
、巣
鴨
の
大
工
と
共
に
来
る
、乃
ち
之
に
４
０
０
を
付
与
す
、○
「
教

界
春
秋
」
を
草
す
、
○
辻
本
卯
蔵
の
使
者
来
る
、
○
夜
、「
教
界
春
秋
」
を

浦
谷
熊
吉
に
送
る
、
○
雨
、

廿
五
日
、 

午
前
、九
、二
五
上
野
発
、○
午
后
、一
時
過
前
橋
師
範
学
校
に
赴
き
、

「
国
体
と
武
士
道

1

1

1

1

1

1

」
を
演
述
す
、
羽
田
貞
義
（
師
範
学
校
長
）
小
笠
原
実
成
、

佐
藤
孝
三
郎
、（
事
務
官
）
矢
作
徳
三
郎
、
佐
藤
穂
三
郎
、
毛
呂
佳
太
郎
（
参

事
会
員
）
等
と
会
見
す
、
○
四
、〇
〇
頃
出
発
、
高
﨑
に
赴
き
、
高
﨑
よ
り

汽
車
に
て
帰
る
、
○
夜
、
九
、〇
〇
過
帰
宅
、
○
此
日
、
不
在
中
高
橋
正
熊

来
訪
す
、
○
飯
沼
松
枝
よ
り
写
真
を
送
来
る
、
○
留
岡
幸
助
、
小
松
原
英
太

郎
等
よ
り
来
状
、
○
国
書
刊
行
会
よ
り
書
状
と
書
籍
と
を
送
来
る
、
○
吉
田

夫
妻
来
る
、

廿
六
日
、 

午
前
、
松
浦
一
、
堀
謙
徳
、
清
水
谷
善
照
、
櫻
井
秀
、
補
永
茂
助
、

藤
井
甚
太
郎
、
園
池
公
顕
、
浦
谷
熊
一マ
マ

、
古
城
貞
吉
、
水
島
耕
一
郎
、
田
中

義
能
来
訪
す
、○
午
后
、素
行
祭
典
に
宗
参
寺
に
赴
く
、○
不
在
中
上
田
整
次
、

丸
山
通
一
来
訪
す
、
○
杉
本
与
作
来
訪
す
、
有
レ

故
不
レ

遇
、
○
奥
田
米
翁
来

る
、
○
夜
、
勉
強
、
○
此
日
、「
我
国
徳
育
の
特
色

1

1

1

1

1

1

1

」
教
育
実
験
界
に
出
づ
、

○
新
潟
札
幌
等
に
北
光
現
は
る
、

廿
七
日
、 

午
前
、講
義
に
大
学
に
赴
く
、○
午
后
、講
義
に
国
学
院
大
学
に
赴
く
、

○
大
町
芳
衛
よ
り
来
状
、
○
高
島
平
三
郎
よ
り
絵
葉
書
来
る
、
○
夜
、
丹
羽

瀧
男
来
る
、
乃
ち
之
を
し
て
筆
記
せ
し
む
、
○
小
笠
原
実
成
、
有
田
義
資
よ

り
来
状
、
○
引
続
き
北
光
現
は
る
、

廿
八
日
、 

午
前
、
冨
山
房
よ
り
校
正
を
送
来
る
、
○
大
谷
嘉
十
郎
よ
り
来
状
、

○
書
状
を
小
松
原
英
太
郎
、
上
野
陽
一
、
及
び
一
喝
社
に
送
る
、
○
長
谷
川

小
四
郎
来
訪
す
、
有
レ

故
不
レ

遇
、
○
浦
谷
ふ
み
来
る
、
○
上
田
整
次
の
送
別

会
に
大
学
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
午
后
、
史
料
編
纂
所
に
田
中
義
成
を
訪
ひ
、

宮
本
武
蔵
の
肖
像
を
観
る
、
○
校
正
を
冨
山
房
に
送
る
、
○
夜
、
神
道
研
究

会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、

廿
九
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
午
后
、
教
授
会
に
赴
く
、
○
不
在
中
医

学
士
黒
澤
良
臣
来
訪
す
、
○
一
喝
社
よ
り
書
状
と
御
礼
と
「
禅
と
人
生
」
と

を
送
来
る
、○
小
牧
昌
業
よ
り
余
姚
学
苑
と
書
状
と
菓
子
一
箱
と
を
送
来
る
、

○
冨
山
房
よ
り
校
正
来
る
、
○
今
泉
丈
助
よ
り
来
状
、
○
柳
沼
弥
右
衛
門
よ

り
来
状
、
○
宇
野
哲
人
よ
り
絵
葉
書
を
送
来
る
、
○
夜
、
新
聞
を
読
む
、
○

此
日
、
船
越
や
す
よ
り
縫
子
に
書
状
を
送
来
る
、

三
十
日
、 

午
前
、
暁
星
学
校
よ
り
来
状
、
○
勉
強
、
○
中
西
長
次
郎
よ
り
来
状
、

○
午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
夜
、
小
松
原
文
相
の
招
燕
に
文
部
大
臣

官
邸
に
赴
く
、
○
不
在
中
、
浦
谷
熊
吉
来
る
、
○
丙
午
出
版
社
よ
り
「
修
養

の
模
範
」
を
送
来
る
、

十
月

一
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
田
中
鶴
林
、
一
色
誠
次
郎
、
東
亜
協
会
々



八
三

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

員
と
な
る
、
○
金
港
堂
よ
り
「
中
学
修
身
」
の
備
考
を
送
来
る
、
○
校
正
を

冨
山
房
に
送
る
、○
書
状
を
柳
沼
弥
右
衛
門
及
び
白
鳥
庫
吉
に
送
る
、○
「
宣1

教
五
十
年
紀
念
の
感
想

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
新
人
に
出
づ
、
○
午
后
、
大
島
直
治
来
訪
す
、
○

教
科
書
会
に
文
部
省
に
赴
く
、
帰
途
幣
原
坦
及
び
丹
波
敬
三
に
電
車
内
に
逢

ふ
、
○
夜
、
新
聞
雑
誌
類
を
読
む
、

二
日
、 

午
前
、
橋
本
精
次
、
森
良
三
郎
来
訪
す
、
○
哲
学
字
彙
の
会
に
大
学
に

赴
く
、
尋
い
で
元
良
勇
次
郎
等
と
共
に
法
医
学
教
室
に
到
り
、
屍
臘マ
マ

、
木
乃

伊
及
び
其
他
屍
体
を
観
る
、
○
不
在
中
東
敬
治
来
訪
す
、
○
「
朱
子
哲
学
」

五
拾
部
「
古
学
哲
学
」
五
拾
部
の
奥
附
を
冨
山
房
に
付
与
す
、
○
同
文
館
よ

り
「
心
理
学
通
俗
講
話
」
を
送
来
る
、
○
午
后
、
留
岡
幸
助
、
磯
江
潤
来
訪

す
、
○
夜
、
日
本
学
会
に
大
学
に
赴
く
、
来
会
者
、
約
五
拾
名
、
○
教
科
書

会
よ
り
書
類
来
る
、
○
此
日
、
東
敬
治
、
八
杉
貞
利
、
永
井
潜
、
冨
士
川
游
、

赤
祖
父
順
雷
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、

三
日
、 

午
前
、
森
良
三
郎
、
岩
橋
遵
成
、
三
島
復
、
瀧
精
一
、
江
部
淳
夫
、
黒

澤
良
臣
、
岩
田
僊
太
郎
、
黒
住
宗
武
、
天
生
目
一
治
、
山
根
直
治
郎
、
園

池
公
顕
、
堀
田
相
爾
来
訪
す
、
○
「
東
亞
の
光
」（
四
の
十
）
成
る
、
○
午

后
、
津
野
老
母
、
徳
重
ふ
さ
子
、
及
び
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
夜
、Tiele, 

Elem
ents of the Science of Religion

を
読
む
、

四
日
、 

午
前
、
堀
謙
徳
よ
り
来
状
、
○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
午
后
、
講
義

に
国
学
院
大
学
に
赴
く
、
○
「
女
子
修
身
」
一
百
九
拾
部
の
奥
附
を
金
港
堂

に
付
与
す
、
○
長
谷
川
小
四
郎
来
訪
す
、
有
レ

故
不
レ

遇
、
○
夜
、
三
刀
谷
扶

綱
来
訪
す
、
○
書
状
を
藤
田
季
荘
に
送
る
、
○
冨
山
房
よ
り
校
正
来
る
、
○

校
正
を
冨
山
房
に
送
る
、
○
夜
、
校
正
を
な
す
、
○
此
日
、
張
之
洞
逝
く
、

五
日
、 

午
前
、
井
上
健
児
よ
り
来
状
、
○
校
正
を
な
す
、
○
校
正
を
弘
道
館
に

送
る
、
○
磯
江
潤
来
談
す
、
○
縫
子
、
三
井
銀
行
に
赴
く
、
○
午
后
、
浦
谷

熊
吉
来
談
す
、
○
同
文
館
の
筆
記
を
訂
正
す
、
○
夜
、
教
員
検
定
委
員
会
及

び
山
根
真
次
郎
よ
り
来
状
、
○
速
記
の
訂
正
を
同
文
館
に
送
る
、
○
此
日
、

上
野
陽
一
よ
り
「
実
験
心
理
学
講
義
」
を
送
来
る
、

六
日
、 

午
前
、
磯
江
潤
よ
り
来
状
、
○
学
習
院
に
赴
く
、
○
午
后
、
教
授
会
に

大
学
に
赴
く
、
○
白
鳥
庫
吉
よ
り
来
状
、
○
冨
山
房
よ
り
校
正
来
る
、
○
藤

澤
利
喜
太
郎
来
訪
す
、
○
夜
、
大
井
徹
翁
よ
り
来
状
、
○
校
正
を
冨
山
房
に

送
る
、○
「
修
養
宝
鑑
」
の
序
を
岩
橋
遵
成
に
送
る
、○
此
日
、「
古
事
類
苑
」

（
方
技
部
）
来
る
、

七
日
、 

午
前
、
電
話
使
用
料
拾
六
円
五
拾
銭
を
郵
便
局
に
納
む
、
○
写
真
の
種

板
を
齋
藤
栄
に
付
与
す
、
○
勉
強
、
○
午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
夜
、

帝
国
教
育
会
に
赴
く
、
○
音
楽
学
校
及
び
飯
沼
松
枝
よ
り
来
状
、
○
女
大
学

講
演
の
速
記
を
訂
正
す
、
○
弘
道
館
よ
り
校
正
来
る
、
○
此
日
、
不
在
中
吉

田
熊
次
来
る
、

八
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
加
藤
熊
一
郎
、
海
老
名
弾
正
、
東
亜
協

会
々
員
と
な
る
、
○
校
正
を
弘
道
館
に
送
る
、
○
研
究
会
の
速
記
を
訂
正
す
、

○
乙
竹
岩
造
よ
り
「
新
教
授
法
」
を
送
来
る
、
○
午
后
、
国
語
調
査
会
に
文

部
省
に
赴
く
、
○
不
在
中
服
部
志
げ
子
来
訪
す
、
○
夜
、
弘
道
館
よ
り
新
刊

書
籍
三
部
を
送
来
る
、
○
研
究
会
の
速
記
を
訂
正
す
、
○
堀
田
相
爾
来
談
す
、

○
報
徳
会
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
間
千
代
よ
り
縫
子
に
書
状
を
送
来
る
、
○

松
浦
家
よ
り
素
行
祭
典
報
告
を
送
来
る
、

九
日
、 

午
前
、
速
記
の
訂
正
を
な
す
、
○
甘
木
よ
り
電
報
来
る
、
冨
田
老
母
死
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四

去
せ
ら
る
、
○
原
田
種
一
及
び
福
井
嘉
納
来
訪
す
、
乃
ち
之
と
昼
飡マ

マ

を
共
に

す
、
○
小
倉
白
洋
、
川
田
銕
弥
来
訪
す
、
不
レ

遇
、
○
速
記
の
校
正
を
な
す
、

○
文
明
協
会
よ
り
「
近
世
名
婦
伝
」
を
送
来
る
、
○
夜
、
教
科
書
会
よ
り
来

状
、
○
速
記
の
訂
正
を
な
す
、

十
日
、 

午
前
、
香
典
料
拾
円
を
封
入
し
て
書
状
を
冨
田
春
山
に
送
る
、
○
森
良

三
郎
、
西
田
幾
太マ
マ

郎
、
小
倉
白
洋
、
三
島
復
、
上
野
陽
一
、
水
島
耕
一
郎
、

近
藤
歌
太
郎
、
中
島
泰
蔵
来
訪
す
、
○
午
后
、
内
田
安
蔵
よ
り
「
婦
人
文
庫
」

を
送
来
る
、○
浦
谷
熊
吉
来
る
、乃
ち
之
に
速
記
の
訂
正
を
付
与
す
、○
「
師

範
修
身
」
一
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
吉
田
雪
子
来
る
、
○
夜
、

Tiele, Elem
ents of the Science of R

eligion

及
びM

ichel Revon, 

Le Shinntoïsm
e

を
読
む
、

十
一
日
、 

午
前
、講
義
に
大
学
に
赴
く
、○
午
后
、講
義
に
国
学
院
大
学
に
赴
く
、

○
京
華
高
等
女
学
校
の
趣
意
書
を
訂
正
す
、
○
文
科
大
学
よ
り
来
状
、
○
夜
、

趣
意
書
を
磯
江
潤
に
送
る
、
○
書
状
を
井
上
健
児
に
、
端
書
を
柳
沼
弥
右
衛

門
に
送
る
、
○
端
書
を
浦
谷
熊
吉
及
び
山
根
真
治
郎
に
送
る
、
○
「
教
育
と

1

1

1

経
済
1

1

」
修
身
に
出
づ
、

十
二
日
、 

午
前
、
松
平
乗
統
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
浦
谷
熊
吉
、
森

良
三
郎
来
談
す
、
○
書
状
を
鈴
木
貞
太
郎
に
、
葉
書
を
上
野
陽
一
に
送
る
、

○
野
口
幽
香
子
よ
り
妻
に
書
状
を
送
来
る
、
○
午
后
、
中
島
泰
蔵
、
東
亜

協
会
々
員
と
な
る
、
○
大
島
正
徳
、
豊
島
要
三
郎
来
訪
す
、
○Bradley, 

Appearance and Reality

を
読
む
、○
葉
書
を
乙
竹
岩
造
に
送
る
、○
夜
、

帝
国
学
士
院
に
赴
く
、
○
深
作
安
文
、
勝
水
淳
行
等
よ
り
葉
書
来
る
、
○
金

港
堂
よ
り
「
中
学
修
身
」
備
考
［
総
説
］
を
送
来
る
、

十
三
日
、 

午
前
、
学
習
院
女
学
部
に
赴
く
、
野
口
幽
香
子
と
会
見
す
、
○
三
上

参
次
の
使
者
来
る
、
乃
ち
之
に
日
本
類
語
大
辞
典
を
付
与
す
、
○
午
后
、
教

授
会
に
赴
く
、
○
鈴
木
貞
太
郎
よ
り
来
状
、
○
民
友
社
よ
り
「
狂
雲
集
」
を

送
来
る
、
○
金
港
堂
よ
り
使
者
来
る
、
○
書
状
を
金
港
堂
に
送
る
、
○
牧
田

徹
梅
来
訪
す
、
○
夜
、
戊
申
詔
書
奉
読
講
演
に
三
会
堂
に
赴
く
、
○
平
田
内

相
及
び
小
松
原
文
相
、
其
他
早
川
千
吉
郎
、
斯
波
淳
六
郎
、
横
井
時
敬
等
と

三
会
堂
に
会
見
す
、
○
桑
原
隲
蔵
よ
り
葉
書
来
る
、
○
徳
重
ふ
さ
子
よ
り
妻

に
書
状
を
送
来
る
、

十
四
日
、 

午
前
、羽
田
貞
義
よ
り
来
状
、○
隆
文
館
よ
り
「
肥
後
文
献
叢
書
」（
第

二
冊
）
を
送
来
る
、
○
勉
強
、
○
午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
枝
元
長

夫
、
松
本
景
及
び
小
松
原
文
相
よ
り
来
状
、
○
夜
、
太
田
英
隆
、
齋
木
織
三

郎
来
訪
す
、
○
冨
田
春
山
及
び
報
徳
会
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
原
田
理
一
よ

り
来
状
、

十
五
日
、 

午
前
、
咽
頭
加
答
児
に
罹
り
、
熱
あ
り
、
○
鈴
木
貞
太
郎
、
東
亜
協

会
々
員
と
な
る
、
○
渡
辺
真
来
診
す
、
○
午
后
、
長
谷
川
小
四
郎
、
東
敬
治
、

来
訪
す
、
不
レ

遇
、
○
報
徳
会
よ
り
御
礼
を
送
来
る
、
○
夜
、
毎
日
電
報
社

よ
り
御
礼
を
送
来
る
、

十
六
日
、 

午
前
、浦
谷
熊
吉
、勝
水
淳
行
来
談
す
、○
井
上
健
児
及
びAm

erican  

Academ
y of Political and Social Science

よ
り
来
状
、
○
縫
子
、
巣

鴨
宮
仲
に
赴
く
、
○
午
后
、「
女
子
修
身
」
二
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付

与
す
、
○
豊
原
清
作
、
田
中
義
能
よ
り
来
状
、
○
乃
木
希
典
、
長
谷
川
小
四

郎
、
原
平
吉
来
訪
す
、
○
釈
義
堂
、
印
刷
物
を
携
来
る
、
○
文
部
省
よ
り
教

科
書
五
冊
を
送
来
る
、
○
夜
、
勉
強
、
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五

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

十
七
日
、 

午
前
、
佐
々
木
月
樵
及
び
西
澤
之
助
よ
り
来
状
、
○
三
島
復
、
魚
住

影
雄
、
祥
雲
碓
悟
、
矢
野
太
郎
、
小
林
照
朗
、
鈴
木
貞
太
郎
、
補
永
茂
助
、

大
島
正
徳
、
杉
本
与
作
、
天
生
目
一
治
、
井
伏
太
郎
、
遠
藤
隆
吉
来
訪
す
、

○
佐
々
木
月
樵
よ
り
「
仏
教
辞
典
」
を
送
来
る
、○
文
学
社
よ
り
使
者
来
る
、

○
午
后
、
帝
国
女
子
専
門
学
校
よ
り
来
状
、
○
田
中
義
能
よ
り
「
平
田
篤
胤

之
哲
学
」
を
送
来
る
、
○
田
中
義
能
の
「
神
道
哲
学
之
発
達
」
を
読
む
、
○

夜
、
研
究
、
○
日
本
紀
を
読
む
、

十
八
日
、 

午
前
、
速
記
者
杉
山
某
、
速
記
五
冊
を
携
来
る
、
○
講
義
に
大
学
に

赴
く
、
○
「
中
学
修
身
」
二
百
部
の
奥
附
を
文
学
社
に
付
与
す
、
○
午
后
、

「
大
日
本
続
蔵
経
」
二
套
を
郵
便
局
よ
り
受
取
る
、
○
鈴
木
卓
苗
、
櫻
龍
雄
、

東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
松
村
正
一
よ
り
写
真
を
送
来
る
、
○
浦
谷
熊
吉

来
訪
す
、
○
国
府
種
徳
よ
り
書
状
及
び
原
稿
を
送
来
る
、
○
井
上
通
泰
よ
り

来
状
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
葉
書
を
田
中
義
能
及
び
佐
々
木
月
樵
に
送
る
、

○
縫
子
を
三
井
銀
行
に
遣
は
す
、
○
夜
、
速
記
を
訂
正
す
、

十
九
日
、 

午
前
、
柳
沼
弥
右
衛
門
よ
り
来
状
、
○
森
良
三
郎
、
大
槻
快
尊
来
談

す
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
「
朱
子
哲
学
」
五
拾
部
の
奥
附
を
冨
山
房
に
付

与
す
、
○
教
科
書
会
よ
り
書
類
来
る
、
○
午
后
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
「
戊

申
詔
書
煥
発
後
一
週
年
に
於
け
る
感
想
」
を
内
務
省
地
方
局
国
府
種
徳
に
送

る
、
○
大
倉
書
店
よ
り
印
税
を
送
来
る
、
○
冨
田
春
山
よ
り
来
状
、
○
書
状

を
柳
沼
弥
右
衛
門
に
、
葉
書
を
枝
元
長
夫
、
桑
原
隲
蔵
及
び
浦
谷
熊
吉
に
送

る
、○Bradley, Appearance and R

eality

を
読
む
、○
弘
学
館
よ
り「
鎌

倉
武
士
」
を
送
来
る
、
○
夜
、
引
続
き
、B

radley

を
読
む
、
○
粒
良
市
三

郎
よ
り
絵
葉
書
二
枚
を
送
来
る
、
○
櫻
井
ちマ

マか
及
び
国
語
調
査
会
よ
り
葉
書

来
る
、

二
十
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
午
后
、
教
授
会
に
大
学
に
赴
く
、
○
小

村
外
相
及
び
三
井
銀
行
よ
り
来
状
、
○
甘
木
よ
り
小
包
を
送
来
る
、
○
夜
、

櫻
井
ち
か
子
来
訪
す
、
○
此
日
、
不
在
中
丹
羽
瀧
男
来
訪
す
、
○
同
文
館
よ

り
校
正
来
る
、
○
吉
田
雪
子
来
談
す
、
○
郁
文
館
焼
失
す
、
○
巣
鴨
家
屋
三

3

3

3

3

3

軒
出
来
す

3

3

3

3

、

廿
一
日
、 

午
前
、
中
澤
敬
男
、
左
子
清
道
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
浦
谷

熊
吉
来
談
す
、
○
西
田
政
造
及
び
小
林
照
朗
よ
り
松
茸
を
送
来
る
、
○
衆

智
画
会
及
び
西
田
政
造
よ
り
葉
書
来
る
、
○W

undt, Einleitung in die 

Philosophie

を
読
む
、
○
研
究
、
○
午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
清

国
京
師
文
科
大
学
監
督
孫
雄
、
大
学
に
来
訪
す
、
○
宮
本
正
貫
よ
り
「
峩
々

螺
山
人
遺
稿
」
を
送
来
る
、
○
得
能
文
妻
、
菓
実
壱
籠
を
携
来
る
、
○
日

本
紀
を
読
む
、
○
夜
、
引
続
き
日
本
紀
を
読
む
、
○Tiele, Elem

ents of 

the Science of Religion

を
読
む
、
○
吉
田
夫
妻
来
談
す
、

廿
二
日
、 

午
前
、
有
賀
長
雄
、
森
良
三
郎
、
丹
羽
瀧
男
来
訪
す
、
○Tiele, 

Elem
ents of the Science of Religion

及
び
日
本
紀
を
読
む
、
○
文
明

協
会
よ
り
「
十
九
世
紀
科
学
之
進
歩
」
を
送
来
る
、○
枝
元
長
夫
よ
り
来
状
、

○
午
后
、
日
本
紀
を
読
む
、
○
石
橋
友
次
郎
、
原
田
秀
泰
来
訪
す
、
○
友
松

某
よ
り
松
茸
壱
籠
を
送
来
る
、
○
英
爾
を
東
海
銀
行
に
遣
は
す
、
○
夜
、
書

状
を
三
井
銀
行
に
、
校
正
を
同
文
館
に
送
る
、
○
日
本
紀
を
読
む
、

廿
三
日
、 
午
前
、
哲
学
字
彙
の
会
に
大
学
に
赴
く
、
○
英
爾
を
大
学
に
遣
は
す
、

○
教
界
春
秋
を
草
す
、
○
不
在
中
花マ

マ沢
浮
洲
来
訪
す
、
○
午
后
、
友
枝
高
彦

及
び
学
習
院
女
学
部
よ
り
来
状
、
○
法
貴
慶
次
郎
、
花
澤
浮
洲
、
浦
谷
熊
吉
、
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赤
津
正
親
来
訪
す
、
○
岡
田
秀
男
、
須
野
部
量
学
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、

○
丁
酉
倫
理
会
に
赴
く
、
桑
田
熊
蔵
と
会
見
す
、
○
「
社
会
教
育
上
よ
り
見

1

1

1

1

1

1

1

1

た
る
芸
術

1

1

1

1

」
社
会
教
育
の
研
究
に
出
づ
、
○
「
中
学
修
身
」
二
百
部
の
奥
附

を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
夜
、
休
養
、

廿
四
日
、 

午
前
、
七
、〇
五
両
国
出
発
、
一
〇
、〇
〇
頃
群
馬
県
太
田
町
着
、
直

に
小
学
校
に
赴
き
、
既
に
し
て
高
山
神
社
、
新
田
寺
及
び
新
田
神
社
に
参
詣

し
、
尋
い
で
、
一
料
理
店
に
於
て
昼
食
を
了
へ
、
小
学
校
に
帰
り
、「
武
士
1

1

道
に
就
い
て

1

1

1

1

1

」
講
演
を
な
す
、
小
田
野
直
清
（
郡
長
）
天
竺
久
真
三
（
県
視

学
）
柳
井
松
次
郎
（
郡
視
学
）
馬
場
鐵
、成
田
定
三
郎
、葉
住
利
蔵
（
副
会
長
）

田
部
井
鹿
蔵
（
小
学
校
長
）
と
会
見
す
、
○
午
后
、
三
、四
五
太
田
町
出
発
、

○
夜
、
八
、〇
〇
頃
帰
宅
、
○
不
在
中
加
藤
玄
智
、
黒
川
真
道
、
吉
田
豊
吉
、

飯
沼
松
枝
、
秋
山
悟
庵
、
来
訪
す
、
○
山
﨑
甚
一
郎
よ
り
絵
葉
書
を
送
来
る
、

廿
五
日
、 

午
前
、講
義
に
大
学
に
赴
く
、○
高
木
武
、大
学
に
来
訪
す
、○
午
后
、

松
井
五
郎
、
石
井
信
次
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
浦
谷
熊
吉
、
秋
山
悟

庵
、
黒
川
真
道
来
訪
す
、
○
縫
子
、
吉
田
宅
に
赴
く
、
○
宮
原
龍
見
よ
り
葉

書
来
る
、
○
夜
、
教
界
春
秋
を
浦
谷
熊
吉
に
、
東
亜
の
光
口
絵
を
日
清
印
刷

会
社
に
送
る
、
○
飯
沼
松
枝
及
び
明
治
火
災
保
険
会
社
よ
り
葉
書
来
る
、
○

枝
元
長
夫
よ
り
書
状
、
○
此
日
、
宮
内
省
よ
り
御
招
待
状
来
る
、

廿
六
日
、 

午
前
、
磯
江
潤
、
吉
田
雪
子
来
る
、
○B

radley, Appearance and  

Reality

を
読
む
、
○
文
科
大
学
よ
り
書
類
来
る
、
○
午
后
、Spinoza, 

Ethique

を
読
む
、
○
書
状
を
三
井
銀
行
に
、
葉
書
を
冨
田
春
山
、
西
田
政

造
、
友
枝
高
彦
、
宮
本
正
貫
、
宮
原
龍
見
等
に
送
る
、
○
飯
沼
松
枝
、
村
上

静
人
来
訪
す
、
○
早
稲
田
大
学
出
版
部
に
金
拾
弐
円
五
拾
銭
の
為
換
を
送
り

て
「
漢
籍
国
字
解
全
書
」
の
予
約
を
な
す
、
○
児
島
献
吉
郎
、
東
亜
協
会
々

員
と
な
る
、
○
史
料
編
纂
掛
の
使
者
来
る
、
○
公
爵
伊
藤
博
文
、
哈
爾
浜
に

於
て
安
應
七
の
為
に
狙
撃
せ
ら
る
、
享
年
六
十
九
、〔
頁
下
部
に
「
兇
漢
と

基
督
教
」
の
新
聞
記
事
切
抜
貼
付
〕
○
夜
、
帝
国
教
育
会
よ
り
来
状
、
○
新

聞
雑
誌
類
を
読
む
、
○
教
科
書
会
よ
り
書
類
来
る
、
○
此
日
、「
師
範
修
身
」

一
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、

廿
七
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
午
后
、
教
授
会
に
大
学
に
赴
く
、
○
不

在
中
国
書
刊
行
会
よ
り
来
状
、
○
飯
沼
松
枝
及
びD

ening

等
よ
り
葉
書
来

る
、
○
夜
、
皆
川
朝
吉
よ
り
「
東
湖
先
生
之
半
面
」
を
送
来
る
、
○
此
日
、

不
在
中
藤
井
健
次
郎
来
訪
す
、
○
大
掃
除
を
な
す
、
○
「
国
基
題
詠
集
」
を

乃
木
大
将
に
返
す
、
○
浅
倉
屋
よ
り
書
籍
数
種
を
送
来
る
、

廿
八
日
、 

午
前
、
研
究
、
○
金
拾
円
の
為
換
を
平
山
信
に
、
金
五
円
の
為
換
を

緒
方
正
規
の
為
に
送
る
、
○
原
田
秀
泰
よ
り
来
状
、
○
吉
田
静
致
よ
り
葉
書

来
る
、
乃
ち
之
に
返
書
を
送
る
、
○
電
話
工
夫
来
る
、
○
浦
谷
ふ
み
及
び
長

谷
川
福
平
来
る
、
○
午
后
、
中
原
司
馬
雄
、
浦
谷
熊
吉
来
訪
す
、
○
講
義
に

大
学
に
赴
く
、
○
藤
井
健
次
郎
、
大
学
に
来
訪
す
、
○
武
光
信
雄
よ
り
来
状
、

○
夜
、
平
田
内
相
等
よ
り
来
状
、

廿
九
日
、 

午
前
、
森
良
三
郎
来
談
す
、
○
古
事
記
を
読
む
、
○
午
后
、
中
原
司

馬
雄
、
早
川
純
三
郎
、
朝
永
三
十
郎
来
訪
す
、
○
古
事
記
を
読
む
、
○
夜
、

朝
永
三
十
郎
の
送
別
会
に
多
賀
羅
亭
に
赴
く
、
○
古
事
記
を
読
む
、

三
十
日
、 
午
前
、
古
事
記
及
び
其
他
日
本
の
古
典
を
研
究
す
、
○
吉
田
雪
子
来

る
、
○
午
后
、
山
岸
光
宣
よ
り
絵
葉
書
来
る
、
○
研
究
、
○
吉
田
静
致
及
び

田
中
稲
城
よ
り
来
状
、○
英
爾
を
金
沢
庄
三
郎
及
び
鳥
居
龍
蔵
宅
に
遣
は
す
、
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資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

○
浦
谷
熊
吉
、
加
茂
波
作
来
訪
す
、
○
夜
、
小
田
野
直
清
及
び
博
文
館
よ
り

来
状
、
○
教
科
書
会
よ
り
書
類
来
る
、
○
鳥
居
き
み
子
来
訪
す
、
○
書
状
を

吉
田
静
致
及
び
服
部
宇
之
吉
に
送
る
、
○
筆
記
の
訂
正
を
博
文
館
に
送
る
、

○
研
究
、

丗
一
日
、 

午
前
、
熊
切
儀
吉
、
宮
﨑
虎
之
助
、
織
田
得
能
、
及
び
筑
前
学
友
会

の
人
来
訪
す
、
○
研
究
、
○
午
后
、
哲
学
会
に
大
学
に
赴
き
、「
日
本
神
話

1

1

1

1

の
新
解
釈

1

1

1

1

」
を
講
演
す
、
○
夜
、
新
聞
を
読
み
、
休
養
を
な
す
、

十
一
月

一
日
、 

午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
服
部
宇
之
吉
よ
り
来
状
、
○
午
后
、

吉
田
静
致
よ
り
来
状
、
○
浦
谷
熊
吉
、
枝
元
長
夫
、
堀
田
相
爾
来
訪
す
、
○

新
聞
雑
誌
を
読
む
、
○
岸
田
繁
次
郎
来
談
す
、
○
夜
、
教
科
書
会
及
び
小
村

外
相
よ
り
来
状
、
○
新
聞
雑
誌
を
読
む
、

二
日
、 

午
前
、大
森
万
次
郎
、西
岡
秀
之
助
来
訪
す
、○
武
光
信
雄
よ
り
「
蒲
鉾
」

壱
包
を
送
来
る
、
○
大
森
万
次
郎
よ
り
林
檎
壱
籠
を
送
来
る
、
○
明
治
火
災

保
険
会
社
に
八
拾
弐
円
七
拾
五
銭
を
払
込
む
、
○
午
后
、
修
身
科
本
試
験
の

問
題
を
松
浦
鎮
次
郎
に
送
る
、
○
三
井
銀
行
に
赴
き
、
尋
い
で
三
越
呉
服
店

に
入
る
、
○
加
藤
玄
智
来
訪
す
、
○
夜
、
書
状
を
熊
切
儀
吉
に
送
る
、
○
坂

本
嘉
治
馬
来
談
す
、○
報
告
書
を
学
習
院
女
学
部
に
送
る
、○
英
国
キ
チ
ナ
ー

元
帥
来
朝
、

三
日
、 

午
前
、
文
科
大
学
よ
り
来
状
、
○
浦
谷
熊
吉
、
森
良
三
郎
来
談
す
、
○

宮
中
に
参
内
し
、
天
長
節
の
御
宴
に
列
す
、
○
不
在
中
東
敬
治
来
訪
す
、
○

午
后
、「
東
亞
の
光
」（
四
の
十
一
）
成
る
、
○
葛
岡
敬
雄
来
談
す
、
○
夜
、

新
聞
雑
誌
類
を
読
む
、
○
家
庭
学
校
よ
り
来
状
、

四
日
、 

午
前
、
公
爵
伊
藤
博
文
の
葬
式
に
日
比
谷
公
園
に
赴
く
、
○
原
田
種
一
、

池
田
二
次
郎
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
間
端
吾
、
冨
田
と
ら
き
、
伊
藤
吉
之
助

来
訪
す
、
○
熊
切
儀
吉
及
び
産
業
組
合
中
央
会
よ
り
来
状
、
○
伊
藤
吉
之
助
、

東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
夜
、
葉
書
を
熊
切
儀
吉
、
市
島
謙
吉
、
亀
谷
馨
、

武
光
信
雄
に
送
る
、

五
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
服
部
宇
之
吉
母
堂
の
葬
式
に
称
名
寺
に

赴
く
、
○
朝
永
三
十
郎
よ
り
来
状
、
○
午
后
、Tiele, E

lem
ents of the 

Science of Religion

を
読
む
、
○
深
作
安
文
来
訪
す
、
○
大
谷
嘉
十
郎
よ

り
来
状
、
○
夜
、
枝
元
長
夫
よ
り
筆
記
を
送
来
る
、
○
夜
、
帝
国
学
士
院
よ

り
来
状
、
○Tiele, Elem

ents of the Science of Religion

を
読
む
、

○
此
日
、
天
皇
陛
下
、
大
演
習
の
為
、
宇
都
宮
に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
、
○
大

谷
正
信
、
出
発
、
英
国
に
赴
く
、
○
為
換
を
其
儘
大
谷
嘉
十
郎
に
送
返
す
、

六
日
、 

午
前
、
書
状
を
留
岡
幸
助
に
送
る
、
○
筆
記
の
訂
正
を
枝
元
長
夫
に

送
る
、
○
佐
藤
吉
次
来
訪
す
、
○Tiele, Elem

ents of the Science of 

Religion

を
読
む
、○
児
輩
、靖
国
神
社
に
赴
く
、○
午
后
、井
上
鑲
来
訪
す
、

○
井
原
豊
作
よ
り
来
状
、
○
縫
子
、
外
出
し
て
暖
炉
を
買
求
む
、
○
金
弐
拾

壱
円
七
拾
五
銭
の
為
換
を
丸
善
洋
書
店
に
送
る
、
○Tiele, Elem

ents of 

the Science of Religion

を
読
む
、
○
夜
、
国
民
文
庫
刊
行
会
よ
り
来
状
、

○
引
続
きTiele

を
読
む
、

七
日
、 

午
前
、
豊
島
要
三
郎
よ
り
来
状
、
○
天
生
目
一
治
、
高
木
武
、
西
高
辻

信
穉
、
松
大
路
某
、
冨
田
幹
三
郎
、
井
原
豊
作
、
山
鹿
誠
之
助
、
浦
谷
熊
吉

来
訪
す
、
○
山
鹿
誠
之
助
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
午
后
、
東
亜
協
会

第
六
回
講
演
大
会
を
法
科
大
学
三
十
二
番
教
室
に
開
く
、非
常
の
盛
会
な
り
、
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○
夜
、
東
亜
協
会
評
議
員
会
を
山
上
御
殿
に
開
く
、
○
此
日
、
不
在
中
安
田

勝
蔵
来
訪
す
、
○
喜
田
貞
吉
、
平
野
久
保
、
田
辺
尚
雄
、
東
亜
協
会
々
員
と

な
る
、

八
日
、 

午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
午
后
、
浦
谷
熊
吉
、
堀
田
相
爾
、
西

岡
秀
之
吉
、
宮
川
宗
徳
、
来
訪
す
、
○
明
治
火
災
保
険
会
社
に
対
し
、
壱

万
五
千
円
の
家
屋
保
険
を
な
す
、
保
険
料
総
計
百
〇
八
円
七
拾
五
銭
、
○
同

文
館
よ
り
校
正
来
る
、
○
夜
、
帝
国
学
士
院
、
緑
会
弁
論
部
及
び
故
フ
ェ
ノ

ロ
サ
博
士
追
悼
会
よ
り
来
状
、
○
校
正
を
同
文
館
に
送
る
、
○
此
日
、
葛
岡

敬
雄
よ
り
使
者
を
遣
は
し
来
る
、

九
日
、 

午
前
、
黒
坂
達
三
、
秋
山
悟
庵
来
訪
す
、
○Bradley, Appearance 

and Reality

を
読
む
、
○
書
状
を
国
民
文
学
刊
行
会
に
送
る
、
○
午
后
、

金
子
堅
太
郎
、
新
渡
戸
稲
造
、
内
田
安
蔵
及
び
藤
井
正
に
書
状
を
送
る
、
○

同
文
館
よ
り
来
状
、
○
志
賀
重
昂
よ
り
「
大
役
小
志
」
を
送
来
る
、
○
哲
学

辞
書
の
原
稿
を
訂
正
す
、
○
夜
、
引
続
き
原
稿
を
訂
正
す
、
○
葉
書
を
堀
田

相
爾
及
び
桑
田
芳
蔵
に
送
る
、
○
吉
田
雪
子
来
る
、

十
日
、 

午
前
、
森
良
三
郎
来
談
す
、
○
学
習
院
女
学
部
に
赴
く
、
○
午
后
、

哲
学
字
彙
の
会
に
大
学
に
赴
く
、
尋
い
て
三
上
参
次
を
史
料
編
纂
所
に
訪

ひ
、
更
に
図
書
館
に
入
る
、
○
不
在
中
長
谷
川
福
平
よ
り
来
状
、
○
曽
根

松
次
郎
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○Bradley, 

Appearance and Reality

を
読
む
、
○
夜
、
大
田
黒
作
次
郎
、
吉
田
久

兵
衛
よ
り
来
状
、
○
長
江
藤
次
郎
よ
り
伯
林
の
状
況
を
報
道
し
来
る
、
○
引

続
きBradley

を
読
む
、
○
明
治
火
災
保
険
会
社
よ
り
「
火
災
保
険
約
款
」

を
送
来
る
、
○
山
陰
雑
録
を
読
む
、

十
一
日
、 

午
前
、
研
究
、
○W

undt, E
inleitung in die Philosophie

を

読
む
、
○
櫻
井
時
太
郎
来
訪
す
、
○
午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
杉
本

美
之
助
及
びH

arper H
. Coates

来
訪
す
、
○
修
身
科
教
員
検
定
試
験
の

答
案
、
文
部
省
よ
り
来
る
、
○
小
野
正
尊
よ
り
来
状
、
○
夜
、
検
定
試
験
の

答
案
を
読
む
、
○
日
本
紀
を
読
む
、
○
此
日
、
天
皇
大
演
習
よ
り
還
御
あ
ら

せ
ら
る
、

十
二
日
、 

午
前
、
検
定
試
験
の
答
案
を
読
む
、
○
日
本
紀
を
読
む
、
○
研
究
、

○
夜
、
帝
国
学
士
院
に
赴
く
、
○
不
在
中
西
田
敬
止
、
安
東
省
庵
の
書
を
携

へ
て
来
訪
す
、

十
三
日
、 

午
前
、
日
本
紀
及
び
古
事
記
を
読
む
、
○
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
湯

浅
廉
孫
よ
り
「
神
官
式
年
御
遷
宮
沿
革
概
覧
」
を
送
来
る
、
○
ス
ト
ー
ヴ
を

設
置
す
、
○
波
多
野
貞
之
助
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
午
后
、
古
事
記

及
び
田
中
義
能
の
論
文
を
読
む
、
○
木
山
熊
次
郎
、「
国
勢
と
教
育
」
を
携

へ
て
来
訪
す
、
○
夜
、「
余
の
接
し
た
る
偉
人

1

1

1

1

1

1

1

1

」
修
身
に
出
づ
、
○
吉
田
雪

子
来
談
す
、
○Tiele, Elem

ents of the Science of Religion

を
読
む
、

○
同
文
館
よ
り
来
状
、

十
四
日
、 

午
前
、
岩
橋
遵
成
、
高
木
武
、
中
島
徳
蔵
、
松
浦
一
、
高
橋
静
虎
、

杉
本
美
之
助
、
田
中
義
能
、
清
水
谷
善
照
、
安
田
勝
蔵
来
訪
す
、
○
生
田
目

経
徳
よ
り
書
状
と
ス
ル
メ
と
を
送
来
る
、
○
城
田
龍
よ
り
「
大
和
義
会
宣
言

書
」
を
送
来
る
、
○
「
伊
藤
公
の
性
格

1

1

1

1

1

1

」
太
陽
臨
時
増
刊
に
出
づ
、
○The 

D
evelopm

ent of Bushidō

雑
誌
「
大
和
魂
」
に
出
づ
、
○
午
后
、
黒
川

真
道
来
訪
す
、
○
古
語
拾
遺
を
読
む
、
○
縫
子
、
児
女
四
人
を
拉
し
て
家
族

会
に
有
楽
座
に
赴
く
、
○
夜
、
桧
垣
辰
次
郎
よ
り
来
状
、
○
古
風
土
記
及
び



八
九

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

日
本
人
種
新
論
を
読
む
、
○
研
究
、

十
五
日
、 

午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
小
澤
錦
十
郎
、
堀
謙
徳
よ
り
来
状
、

○
堀
謙
徳
よ
り
原
稿
を
送
来
る
、
○
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
坂
本
健
一
、
東

亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
午
后
、
丙
午
出
版
社
よ
り
「
国
民
と
宗
教
」
を
送

来
る
、
○
検
定
試
験
の
答
案
を
読
む
、
○
黒
澤
良
臣
よ
り
来
状
、
○
水
道
使

用
料
金
拾
円
五
拾
銭
を
区
役
所
に
払
込
む
、
○
夜
、
明
治
火
災
保
険
会
社
よ

り
火
災
保
険
証
券
二
枚
を
送
来
る
、
○
哲
学
辞
書
の
原
稿
を
訂
正
す
、

十
六
日
、 

午
前
、
原
稿
を
訂
正
す
、
○Bradley, A

ppearance and Reality 

を
読
了
す
、
○
小
澤
錦
十
郎
よ
り
梨
壱
箱
を
送
来
る
、
○
内
田
安
蔵
よ
り
払

出
為
換
を
送
来
る
、
○
勝
水
淳
行
来
訪
す
、
○
午
后
、
地
租
八
拾
銭
、
家
屋

税
拾
弐
円
七
拾
九
銭
を
区
役
所
に
納
む
、
○
検
定
試
験
の
点
数
会
議
を
山
上

御
殿
に
開
く
、
○
試
験
成
績
を
松
浦
鎮
次
郎
に
送
る
、
○
古
川
黄
一
、
勝
水

淳
行
来
訪
す
、
○
書
状
を
西
田
敬
止
、
長
谷
川
福
平
に
送
る
、
○
受
取
書
を

内
田
安
蔵
に
送
る
、
○
夜
、
飯
沼
松
枝
来
訪
す
、
○
書
状
を
黒
澤
良
臣
及
び

小
澤
錦
十
郎
に
送
る
、

十
七
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
午
后
、
教
授
会
に
大
学
に
赴
く
、
尋
い

で
哲
学
字
彙
の
会
に
莅
む
、○
大
日
本
続
蔵
経
二
套
を
郵
便
局
よ
り
受
取
る
、

○
志
賀
重
昂
及
び
人
性
学
会
並
に
素
行
会
よ
り
来
状
、
○
野
田
義
夫
よ
り
絵

葉
書
を
送
来
る
、
○
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
松
浦
鎮
次
郎
、
武
者
小
路
公
共
、

杉
本
美
之
助
、
鈴
木
繁
次
、
大
谷
勝
真
、
青
木
道
、
田
中
萃
一
郎
、
東
亜
協

会
々
員
と
な
る
、
○
夜
、
勉
強
、
○
黒
澤
良
臣
及
び
帝
国
教
育
会
よ
り
来
状
、

○
此
日
、「
女
子
修
身
」
五
百
枚
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、

十
八
日
、 

午
前
、
検
定
試
験
を
文
部
省
に
行
ふ
、
○
午
后
、
引
続
き
試
験
を
行

ふ
、
○
夜
、
漢
学
研
究
会
に
大
学
に
赴
き
、
白
鳥
庫
吉
の
講
演
を
聴
き
、
尋

い
で
評
論
を
な
す
、

十
九
日
、 

午
前
、
引
続
き
試
験
を
行
ふ
、
○
午
后
、
英
爾
を
東
海
銀
行
に
遣
は

す
、
○
清
水
谷
善
照
、
吉
田
雪
子
、
前
川
又
三
郎
来
訪
す
、
○
縫
子
、
雪
子

と
共
に
成
美
宅
に
赴
く
、
○
研
究
、
○
夜
、
研
究
、

二
十
日
、 

午
前
、
研
究
、
○
浦
谷
熊
吉
、
田
原
純
一
来
訪
す
、
○
島
田
鈞
一
、

牧
野
英
一
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
午
后
、
正
一
時
よ
り
研
究
会
を
大

学
山
上
御
殿
に
開
き
、
論
語
を
評
論
す
、
来
会
者
約
三
拾
名
、
○
工
藤
一
記
、

村
岡
素
一
郎
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
不
在
中
山
方
泰
来
訪
す
、
○
夜
、

新
聞
雑
誌
を
読
む
、

廿
一
日
、 

午
前
、
松
村
正
一
よ
り
来
状
、
○
武
内
紫
明
、
古
川
黄
一
、
堀
謙
徳
、

東
敬
治
、
豊
原
清
作
、
花
輪
郡
蔵
、
山
方
泰
、
西
高
辻
信
稚
、
遠
藤
隆
吉
、

原
平
吉
、
齋
藤
木
及
びH

arper H
. Coates

等
来
訪
す
、
○
午
后
、
贈
位

先
哲
祝
典
大
会
に
高
等
商
業
学
校
に
赴
き
、
一
場
の
演
説
を
な
す
、
○
不
在

中Joseph Cotte

来
訪
す
、
○
夜
、
古
事
記
を
読
む
、
○
此
日
、「
中
学
修

身
」
二
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、

廿
二
日
、 

午
前
、
櫻
井
ち
か
子
よ
り
菓
子
と
書
状
と
を
送
来
る
、
○
講
義
に
大

学
に
赴
く
、
○
午
后
、
清
水
谷
善
照
、
浦
谷
熊
吉
、
安
田
勝
蔵
来
訪
す
、
○

原
稿
を
訂
正
す
、
○
同
文
館
及
び
齋
藤
儀
八
宅
よ
り
来
状
、
○
夜
、
引
続
き

原
稿
を
訂
正
す
、
○
亀
谷
聖
馨
よ
り
来
状
、

廿
三
日
、 
午
前
、
金
港
堂
よ
り
来
状
、
○
櫻
井
ち
か
子
、
千
葉
亀
雄
、
若
木
広

良
来
訪
す
、
○
齋
藤
木
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
田
中
義
能
、
元
良
勇
次
郎
来

訪
す
、
○
安
田
勝
蔵
来
る
、
乃
ち
之
を
し
て
速
記
せ
し
む
、
○
孔
子
の
事
に



九
〇

関
す
る
原
稿
を
同
文
館
に
送
る
、
○
夜
、
書
齋
の
整
理
を
な
す
、

廿
四
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
午
后
、
哲
学
字
彙
の
会
に
大
学
に
赴
く
、

○
不
在
中
戸
川
安
宅
、
森
良
三
郎
来
訪
す
、
○
志
賀
重
昂
及
び
及
び
千
葉
亀

雄
よ
り
来
状
、
○
飯
沼
松
枝
よ
り
葉
書
来
る
、
○
原
稿
を
同
文
館
に
送
る
、

○
夜
、
黒
川
真
道
よ
り
書
状
及
び
目
録
を
送
来
る
、
○
原
稿
を
千
葉
亀
雄
に

送
る
、

廿
五
日
、 

午
前
、
清
野
長
太
郎
よ
り
来
状
、
○
勉
強
、
○John Tyndall, 

Scientific M
aterialism

を
読
む
、○
所
得
税
三
八
、〇
四
及
び
附
加
税
六
、

四
〇
合
計
四
四
、四
四
を
区
役
所
に
納
む
、
○
午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、

○
英
爾
を
大
学
に
遣
は
す
、
○
同
文
館
よ
り
校
正
来
る
、
○
浦
谷
熊
吉
来
談

す
、
○
金
港
堂
よ
り
使
者
来
る
、
○
菅
家
伝
の
謄
写
成
る
、
○
夜
、
菅
家
伝

を
武
光
信
雄
に
送
る
、
○
校
正
を
同
文
館
に
送
る
、
○
「
東
亞
の
光
」
口
絵

を
日
清
印
刷
会
社
に
送
る
、
○
古
事
記
伝
を
読
む
、

廿
六
日
、 

午
前
、「
教
界
春
秋
」
を
草
す
、
○
森
良
三
郎
来
談
す
、
○
小
林
照

朗
よ
り
来
状
、
○
水
上
齋
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
黒
龍
会
よ
り
「
西

南
記
伝
」
中
巻
（
一
二
）
を
送
来
る
、
○
「
論
語
の
宗
教
的
情
味
」
読
売
新

聞
に
出
づ
、
○
午
后
「
教
界
春
秋
」
を
日
清
印
刷
会
社
に
送
る
、
○
嘉
納
治

五
郎
よ
り
「
左
氏
会
箋
」
を
送
来
る
、
○
岩
橋
遵
成
、
黒
川
真
道
、
吉
田
雪

子
来
訪
す
、
○
夜
、
心
理
学
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
古
事
記
伝
を
読
む
、

○
小
石
川
区
役
所
よ
り
来
状
、

廿
七
日
、 

午
前
、
笹
川
種
郎
来
訪
す
、
○
尾
原
亮
太
郎
よ
り
来
状
、
○
文
科
大

学
よ
り
使
者
来
る
、
○
文
明
協
会
よ
り
「
英
国
植
民
史
」
及
び
「
国
民
功
業

論
」
を
送
来
る
、
○Tiele, Elem

ents of R
eligion of Science

を
読
む
、

○
午
后
、
南
満
州
鉄
道
会
社
支
社
に
赴
き
、
白
鳥
庫
吉
の
講
演
を
聴
く
、
○

不
在
中
小
林
義
則
、
尾
﨑
熊
太
郎
来
訪
す
、
○
博
文
館
及
び
哲
学
会
よ
り

来
状
、
○
古
事
記
伝
を
読
む
、
○
夜
、Tiele, Elem

ents of Religion of 

Science

を
読
む
、
○
田
中
義
能
の
論
文
を
読
む
、

廿
八
日
、 

午
前
、
東
敬
治
、
古
川
黄
一
、
山
方
泰
、
齋
藤
栄
、
堀
尾
太
郎
、
岩

橋
遵
成
、
陳
大
齋
、
原
平
吉
、
浦
谷
熊
吉
、
辻
本
卯
蔵
来
訪
す
、
○
午
后
、

原
田
直
次
郎
紀
念
会
に
精
養
軒
に
赴
く
、
徳
冨
猪
一
郎
、
朝
比
奈
知
泉
、
江

木
千
之
等
と
会
見
す
、
○
哲
学
会
に
大
学
に
赴
く
、
○
夜
、
八
時
頃
帰
宅
、

○
田
中
義
能
の
論
文
を
読
む
、
○
此
日
、
英
爾
を
し
て
濱
村
蔵
六
の
葬
式
に

会
せ
し
む
、

廿
九
日
、 

午
前
、講
義
に
大
学
に
赴
く
、○
不
在
中
橘
喜
代
松
来
訪
す
、○
午
后
、

尾
原
亮
太
郎
よ
り
来
状
、
○H

öffding, Psychologie in U
m

rissen

を

読
む
、
○
橘
喜
代
松
来
訪
す
、
○
大
島
正
徳
よ
り
速
記
を
送
来
る
、
○
教
科

書
会
よ
り
書
類
来
る
、
○
夜
、
引
続
きH

öffding

を
読
む
、
○
雷
雨
、
○

此
日
、
不
在
中
石
橋
友
次
郎
、
鶏
卵
索
麺
を
携
へ
て
来
訪
す
、

三
十
日
、 

午
前
、
小
林
義
則
、
来
訪
す
、
○
三
井
銀
行
に
赴
く
、
○
午
后
、
森

良
三
郎
、
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
「
師
範
修
身
」
一
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂

に
付
与
す
、
○
夜
、
神
道
研
究
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
莵マ
マ

田
茂
丸
、
東

亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
不
在
中
大
谷
嘉
十
郎
よ
り
書
状
及
び
論
文
を
送
来

る
、
○
此
日
、
高
松
四
郎
と
山
上
御
殿
に
会
見
す
、

十
二
月

一
日
、 
午
前
、
実
業
之
世
界
社
よ
り
来
状
、
○
枝
元
長
夫
及
び
山
中
立
木
よ
り

葉
書
来
る
、
○
学
習
院
に
赴
く
、
○
午
后
、
教
授
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、



九
一

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

尋
い
で
哲
学
字
彙
の
会
に
莅
む
、
○
不
在
中
戸
川
安
宅
よ
り
使
者
来
る
、
○

岩
橋
遵
成
来
訪
す
、
○
瀧
口
了
信
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
夜
、
国
語

調
査
会
よ
り
書
類
来
る
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○
葉
書
を
山
中
立
木

及
び
戸
川
安
宅
に
送
る
、

二
日
、 

午
前
、N

ägeli, M
echanisch-Physiologische Theorie D

er 

Abstam
m

ungslehre
を
読
む
、
○
午
后
、
引
続
きN

ägeli

を
読
む
、
○

古
川
黄
一
、
磯
江
潤
来
訪
す
、
○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
田
中
義
能
の
論

文
を
読
む
、
○
心
理
学
通
俗
講
話
会
よ
り
案
内
状
来
る
、
○
夜
、
田
中
義
能

の
論
文
を
読
む
、

三
日 

、
午
前
、
田
中
義
能
の
論
文
を
読
む
、
○
丹
羽
瀧
男
に
談
話
を
速
記
せ

し
む
、
○
午
后
、
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
杉
山
冨
槌
、
東
亜
協
会
々
員
と
な

る
、
○
国
語
調
査
会
に
文
部
省
に
赴
く
、
○
田
中
義
能
の
論
文
を
読
む
、
○

夜
、
日
本
紀
、
琉
球
之
研
究
及
び
田
中
義
能
の
論
文
を
読
む
、
○
笹
川
種

郎
よ
り
来
状
、
○
此
日
、Rudolf Lange, Japanische W

appen

及
び

Ü
ber einige Besonderheiten der Schreibw

eise der chinesischen 

Schriftzeichen in Japan

を
送
来
る
、

四
日
、 

午
前
、Tolstoy, W
hat is Art?

を
読
む
、
○
午
后
、
音
楽
学
校
に
赴

き
「
芸
術
と
道
徳
」
を
講
述
す
、
○
田
中
義
能
の
論
文
を
読
む
、
○
夜
、
旧

事
紀
、
琉
球
の
研
究
及
び
田
中
義
能
の
論
文
を
読
む
、
○
此
日
、
畳
屋
来
る
、

五
日
、 

午
前
、
山
方
泰
、
鎌
田
政
秀
、
浦
谷
熊
吉
、
尾
﨑
熊
太
郎
、
古
川
黄
一
、

齋
藤
栄
来
訪
す
、
○
穂
積
重
遠
、
鳩
山
秀
雄
、
藤
井
甚
太
郎
、
竹
林
中
、
橋

本
増
吉
、東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、○
名
法
要
集
を
読
む
、○「
東
亞
の
光
」（
四

の
十
二
）
成
る
、
○
午
后
、
日
本
紀
及
び
名
法
要
集
を
読
む
、
○
川
村
北
溟

来
談
す
、○
平
川
謹
一
郎
よ
り
来
状
、○
夜
、日
本
学
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、

○
飯
島
忠
夫
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
生
田
目
経
徳
よ
り
来
状
、
○
此

日
、
畳
屋
来
る
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、

六
日
、 

午
前
、
渡
部
董
之
介
よ
り
来
状
、
○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
午
后
、

書
状
を
冨
山
房
に
送
る
、
○
冨
山
房
よ
り
来
状
、
○
西
高
辻
信
稚
来
訪
す
、

○
黒
田
家
よ
り
鴨
四
羽
を
送
来
る
、
○N

マ

マ

ägel, D
ie Schranken der 

naturw
issenschaftlichen Erkenntniss

を
読
む
、
○
丹
羽
瀧
男
及
び

安
田
勝
蔵
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
速
記
を
送
来
る
、
○
夜
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
文

科
大
学
よ
り
来
状
、

七
日
、 

午
前
、
佐
々
木
信
綱
よ
り
書
状
及
び
原
稿
を
送
来
る
、
○
浦
谷
熊
吉
、 

姉
﨑
正
治
母
来
談
す
、
○N

ägeli, D
ie Schranken der naturw

issen-
schaftlichen Erkenntniss

を
読
む
、
○
文
学
社
よ
り
「
中
学
修
身
」
の

原
稿
を
送
来
る
、
○
午
后
、
鎌
田
政
秀
来
る
、
乃
ち
之
を
し
て
談
話
を
筆
記 

せ
し
む
、
○
深
作
安
文
来
訪
す
、
○
引
続
き
、N

ägeli

を
読
む
、
○H

öffding, 

Psychologie in U
m

rissen

を
読
む
、
○
教
科
書
会
よ
り
来
状
、
○
夜
、
吉 

田
雪
子
、
堀
田
相
爾
来
談
す
、
○
速
記
の
訂
正
を
金
港
堂
に
送
る
、
○
此
日
、

宰
府
実
母
の
五
十
年
忌
に
当
る
、
○
浅
間
山
大
噴
火
、

八
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
午
后
、
哲
学
字
彙
の
会
に
大
学
に
赴
く
、

○
不
在
中
脇
定
吉
来
訪
す
、
○
明
治
書
院
よ
り
「
日
本
書
紀
通
釈
」
六
冊
を

送
来
る
、
○
夜
、H

öffding, Psychologie in U
m

rissen

を
読
む
、
○

賀カ
ヤ
ノ
ミ
ヤ
ク
ニ
ノ
リ

陽
宮
邦
憲
王
薨
去
、

九
日
、 
午
前
、
帝
国
教
育
会
よ
り
「
名
誉
会
員
推
薦
状
」
を
送
来
る
、
○
古
川

黄
一
、
辻
村
鑑
来
訪
す
、
○H

aeckel, W
elträthsel

を
読
む
、
○
午
后
、
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引
続
きW

elträthsel

を
読
む
、
○
浦
谷
熊
吉
及
び
豊
島
要
三
郎
来
訪
す
、

○
菜
根
譚
を
読
む
、
○
夜
、
菜
根
譚
及
び
名
法
要
集
を
読
む
、
○
此
日
、
文

学
社
よ
り
「
中
学
修
身
」
の
原
稿
を
送
来
る
、

十
日
、 

午
前
、
武
光
信
雄
よ
り
来
状
、
○
長
谷
川
福
平
、
小
林
義
則
、
浦
谷
熊

吉
来
訪
す
、
○
大
倉
書
店
よ
り
「
結
婚
新
説
」
及
び
「
科
学
と
臆
説
」
を
送

来
る
、
○
東
亜
協
会
の
速
記
を
訂
正
す
、
○
阿
部
維
巌
よ
り
蜜
柑
壱
箱
を
送

来
る
、
○
尾
上
八
郎
よ
り
兎
壱
匹
を
送
来
る
、
○
三
井
芳
太
郎
、
細
谷
香
水
、

吉
野
作
蔵
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
午
后
、
教
科
書
会
に
文
部
省
に
赴

く
、
○
有
馬
祐
政
来
訪
す
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
文
科
大
学
及
び
報
徳
会

よ
り
来
状
、
○
夜
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
陽
復
記
を
読
む
、

十
一
日
、 

午
前
、
阿
部
維
巌
、
辻
村
鑑
よ
り
来
状
、
○
東
亜
協
会
の
速
記
を
訂

正
す
、
○
陽
復
記
を
読
む
、
○
午
后
、
原
平
吉
、
山
方
泰
、
磯
江
潤
来
訪
す
、

○
速
記
を
訂
正
す
、
○
夜
、
辻
本
卯
蔵
来
談
す
、
○
陽
復
記
を
読
む
、

十
二
日
、 

午
前
、
豊
島
要
三
郎
、
岩
橋
遵
成
、
辻
村
鑑
、
伊
藤
吉
之
助
、
岡
田

恒
輔
、加
藤
玄
智
、岡
部
龍
玄
、脇
定
吉
、蔭
山
義
三
郎
来
訪
す
、○
辻
村
鑑
、

東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
午
后
、
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
陽
復
記
を
読
む
、

○
書
状
を
実
業
之
世
界
社
に
送
る
、
○
夜
、
帝
国
学
士
院
に
赴
く
、
○
陽
復

記
を
読
了
る
、

十
三
日
、 

午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
深
作
安
文
よ
り
来
状
、
○
午
后
、

元
良
勇
次
郎
、
伊
藤
吉
之
助
よ
り
来
状
、
○
高
山
昇
、
星
野
彬
来
訪
す
、
○

開
発
社
及
び
毎
日
電
報
社
よ
り
原
稿
を
送
来
る
、
○
家
秘
を
読
む
、
○
勉
強
、

○
夜
、
勉
強
、
○
此
日
、
加
藤
秀
一
よ
り
絵
葉
書
を
送
来
る
、

十
四
日
、 

午
前
、
大
槻
快
尊
、
豊
島
要
三
郎
来
訪
す
、
○
豊
嶋マ
マ

要
三
郎
と
共
に

高
輪
の
仏
教
中
学
に
赴
き
、「
赤
穂
義
士
に
就
い
て
」
演
述
す
、
龍
口
了
信
、

田
淵
友
彦
、
加
藤
教
学
等
と
会
見
す
、
○
午
后
、
二
時
頃
帰
宅
す
、
豊
島
要

三
郎
送
来
る
、
○
三
澤
糾
、
浦
谷
熊
吉
、
吉
田
雪
子
来
訪
す
、
○
清
子
、
雪

子
と
共
に
間
端
吾
宅
に
赴
く
、
○
夜
、
新
聞
を
読
む
、
○
此
日
、
元
良
勇
次

郎
よ
り
来
状
、

十
五
日
、 

午
前
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
午
后
、
教
授
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、

尋
い
で
哲
学
字
彙
の
会
に
莅
む
、
○
夜
、
書
状
を
飯
沼
松
枝
に
送
る
、
○
同

文
館
の
速
記
を
訂
正
す
、

十
六
日
、 

午
前
、
速
記
の
訂
正
を
同
文
館
に
送
る
、
○
広
池
千
九
郎
来
訪
す
、

○
文
部
省
及
び
家
庭
学
校
よ
り
来
状
、○H

aeckel, W
elträtlisel

を
読
む
、

○
午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
夜
、
菊
池
大
麓
の
送
別
会
に
山
上
御
殿

に
赴
く
、○
此
日
、漢
字
統
一
会
よ
り
「
同
文
新
字
典
」
を
送
来
る
、○
「
大

日
本
続
蔵
経
」
二
套
を
郵
便
局
よ
り
受
取
る
、

十
七
日
、 

午
前
、
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
○
清
水
満
之
助
よ
り
鶏
卵
箱
を
送
来
る
、

○
英
爾
を
文
部
省
に
遣
は
す
、
○
午
后
、
原
稿
を
浦
谷
熊
吉
に
送
る
、
○
浦

谷
熊
吉
、
大
槻
快
尊
、
来
訪
す
、
○
渡
邉
真
、
春
枝
及
び
益
之
進
の
為
に
来

診
す
、
○
齋
藤
基
次
郎
よ
り
鴨
二
羽
を
送
来
る
、
○
夜
、
速
記
の
訂
正
を
開

発
社
に
送
る
、
○
渡
邉
真
の
代
診
来
る
、

十
八
日
、 

午
前
、
金
港
堂
よ
り
来
状
、
○
筆
記
の
訂
正
を
毎
日
電
報
社
に
送
る
、

○
論
語
研
究
の
速
記
を
訂
正
す
、○
江
部
淳
夫
よ
り
「
文
明
論
」
を
送
来
る
、

○
午
后
、
荒
浪
市
平
来
る
、
乃
ち
之
を
し
て
談
話
を
速
記
せ
し
む
、
○
論
語

研
究
会
の
速
記
を
訂
正
す
、
○
吉
田
熊
次
及
びFederigo Enriques

よ
り

来
状
、
○
夜
、
引
続
き
速
記
を
訂
正
す
、
○
教
科
書
会
よ
り
来
状
、
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資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

十
九
日
、 

午
前
、
英
爾
を
吉
田
宅
及
び
浦
谷
宅
に
遣
は
す
、
○
中
島
徳
蔵
、
武

内
紫
明
、
生
田
目
経
徳
、
長
谷
川
誠
也
、
田
中
義
能
、
近
藤
歌
太
郎
、
補
永

茂
助
、
阿
藤
恵
風
、
岩
橋
遵
成
、
瀧
口
了
信
来
訪
す
、
○
同
文
館
よ
り
反
物

一
反
及
び
文
房
具
一
箱
を
送
来
る
、
○
午
后
、
教
界
春
秋
を
草
す
、
○
井
上

頼
国
よ
り
壽
筵
書
類
を
送
来
る
、
○
夜
、
哲
学
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○

此
日
、
白
耳
義
国
皇
帝
レ
オ
ポ
ー
ル
第
二
世
崩
す
、
○
春
枝
及
び
益
之
進
病

気
稍
々
軽
快
、

二
十
日
、 

午
前
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
文
学
社
よ
り
鶏
卵
箱
を
送
来
る
、

○
教
界
春
秋
を
草
す
、
○
「
大
日
本
古
文
書
」（
家
わ
け
第
三
）
を
受
取
る
、

○
午
后
、「
新
編
倫
理
」一
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、○「
陽
明
哲
学
」

一
百
部
の
奥
附
を
冨
山
房
に
付
与
す
、
○
関
根
孝
三
郎
よ
り
「
赤
穂
義
士
家

庭
」
を
送
来
る
、
○
哲
学
会
の
速
記
を
訂
正
す
、
○
浦
谷
熊
吉
来
談
す
、
乃

ち
之
に
「
教
界
春
秋
」
を
付
与
す
、
○
冨
山
房
よ
り
「
東
亜
の
光
」
口
絵
を

送
来
る
、
○
林
平
次
郎
よ
り
ビ
ー
ル
壱
打
を
送
来
る
、
○
渡
辺
真
来
診
す
、

○
夜
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
隆
文
館
よ
り
「
鴨
二
羽
」
を
送
来
る
、

廿
一
日
、 

午
前
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
矢
野
太
郎
来
談
す
、
○
江
尻
庸
一
郎
よ

り
来
状
、
○
午
后
、
森
良
三
郎
、
大
島
正
徳
来
訪
す
、
○
速
記
を
訂
正
す
、

○
冨
山
房
よ
り
歳
暮
の
贈
物
と
印
税
と
を
送
来
る
、
○
英
爾
を
鴻
池
銀
行
に

遣
は
す
、
○
教
科
書
会
よ
り
書
類
来
る
、
○
夜
、
元
良
勇
次
郎
よ
り
「
論
文

叢
」
を
送
来
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
水
島
耕
一
郎
よ
り
来
状
、
○
瀧
精

一
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、

廿
二
日
、 

午
前
、
大
槻
快
尊
来
訪
す
、
○
学
習
院
女
学
部
に
赴
く
、
○
不
在
中

笹
川
老
母
来
訪
す
、
○
有
賀
長
雄
よ
り
「
故
フ
ェ
ノ
ロ
サ
博
士
追
悼
法
会
々

記
」
を
送
来
る
、
○
午
后
、
書
状
と
原
稿
と
を
中
島
徳
蔵
に
送
る
、
○
文
学

社
の
「
中
学
修
身
」
を
訂
正
す
、
○
韓
国
総
理
大
臣
李
完
用
、
刺
客
李
在
明

の
為
に
刺
さ
る
、
○
夜
、
尾
上
八
郎
、
中
島
泰
蔵
来
訪
す
、
○
「
中
学
修
身
」

を
訂
正
す
、

廿
三
日
、 

午
前
、「
中
学
修
身
」
弐
百
部
の
奥
附
と
〔「
〕
訂
正
中
学
修
身
」
の

原
稿
を
文
学
社
に
付
与
す
、
○
大
槻
文
彦
よ
り
「
伊
達
騒
動
実
録
」
を
送
来

る
、
○
英
爾
を
大
学
に
遣
は
す
、
○
英
爾
大
学
よ
り
学
習
院
に
赴
く
、
○
哲

学
辞
書
の
原
稿
を
草
す
、
○
宮
内
省
の
招
待
状
来
る
、
○W

alter D
ening

よ
りConfucian Philosophy in Japan

を
送
来
る
、
○
午
后
、
堀
田
相

爾
、
深
作
安
文
、
加
藤
玄
智
来
訪
す
、
○
石
川
栄
司
、
河
出
静
一
郎
、
岩
橋

遵
成
よ
り
贈
物
来
る
、
○
上
野
直
照
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
原
稿
を

草
す
、
○
夜
、
引
続
き
原
稿
を
草
す
、
○
宮
内
省
よ
り
来
状
、

廿
四
日
、 

午
前
、小
石
川
区
役
所
よ
り
来
状
、○
森
良
三
郎
、浦
谷
熊
吉
来
談
す
、

○
原
稿
を
草
す
、
○
三
省
堂
よ
り
鶏
卵
箱
を
送
来
る
、
○
宣
光
英
爾
共
に
感

冒
に
罹
る
、
○
午
后
、「
中
学
修
身
」
二
百
部
の
奥
附
を
文
学
社
に
付
与
す
、

○
引
続
き
原
稿
を
草
す
、
○
前
川
文
栄
閣
、
大
和
田
真
彦
、
吉
田
雪
子
、
冨

田
虎
喜
来
訪
す
、
○
「
釈
迦
牟
尼
伝
」
五
百
部
の
奥
附
を
前
川
文
栄
閣
に
付

与
す
、
○
佐
々
木
信
綱
よ
り
ビ
ー
ル
半
打
、
同
文
館
よ
り
文
房
具
、
齋
藤
製

作
所
よ
り
ビ
ー
ル
半
打
を
送
来
る
、
○
夜
、
原
稿
を
同
文
館
に
送
る
、
○
金

港
堂
よ
り
印
税
を
送
来
る
、
○
此
日
、
帝
国
議
会
開
会
せ
ら
る
、

廿
五
日
、 
午
前
、
黒
川
真
道
よ
り
「
日
本
教
育
文
庫
書
目
案
」
を
送
来
る
、
○

宮
内
省
に
赴
き
、
賜
物
を
受
く
、
○
午
后
、
縫
子
、
東
海
銀
行
に
赴
く
、
○

東
海
林
辰
三
郎
来
訪
す
、
○
哲
学
字
彙
の
会
に
大
学
に
赴
く
、
○
夜
、
心
理
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学
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
三
宅
鉱
一
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
伊

藤
伊
之
助
よ
り
来
状
、
○
国
民
文
庫
刊
行
会
よ
り
「
源
氏
物
語
」
上
巻
を
送

来
る
、
○
不
在
中
岩
田
僊
太
郎
、
真
綿
を
携
来
る
、
○
吉
田
雪
子
来
る
、
○

学
習
院
女
学
部
よ
り
御
礼
を
贈
来
る
、

廿
六
日
、 

午
前
、若
木
広
良
、松
浦
一
、西
田
幾
太マ
マ

郎
、豊
島
要
三
郎
、羽
山
好
作
、

来
訪
す
、
○
生
田
目
経
徳
よ
り
使
者
来
る
、
○
午
后
、
植
村
道
次
郎
、
林
政

穂
、
黒
川
真
道
、
姉
﨑
益
子
来
訪
す
、
○
原
秀
四
郎
よ
り
菓
子
箱
、
大
倉
書

店
よ
り
ビ
ー
ル
壱
打
を
送
来
る
、
○
夜
、「
中
学
修
身
」
を
訂
正
す
、
○
弘

道
会
よ
り
来
状
、

廿
七
日
、 

午
前
、
古
川
黄
一
及
び
浦
谷
ふ
み
来
訪
す
、
○
弘
道
館
よ
り
鶏
卵
箱

を
送
来
る
、
○
宣
光
英
爾
共
に
軽
快
、
○
伊
藤
伊
之
助
よ
り
野
菜
を
送
来

る
、
○
午
后
、
深
作
安
文
、
融
道
玄
、
桑
田
芳
蔵
、
美
馬
一
致
来
訪
す
、
○

「
山
鹿
素
行
先
生
」
の
緒
言
を
草
す
、
○
縫
子
、
春
枝
を
拉
し
て
買
物
に
神

田
に
赴
く
、
○
夜
、
松
浦
一
、
及
び
文
科
大
学
よ
り
来
状
、
○
冨
山
房
よ

り
「
明
治
教
育
思
想
史
」
を
送
来
る
、
○
書
状
を
古
川
黄
一
に
送
る
、
○
此

日
、「
中
学
修
身
」
の
訂
正
を
文
学
社
に
付
与
す
、
○
依
田
百
川
逝
く
、
享

年
七
十
七
、

廿
八
日
、 

午
前
、
森
良
三
郎
、
鈴
木
三
重
吉
来
訪
す
、
○
婦
人
画
報
社
よ
り
砂

糖
の
大
箱
を
送
来
る
、
○
英
爾
を
浪
花
銀
行
に
遣
は
す
、
○
小
杉
熈
よ
り
書

状
及
び
魚
餅
を
送
来
る
、
○
縫
子
、
子
女
を
拉
し
て
買
物
に
赴
く
、
○
「
論1

語
に
現
は
れ
た
る
宗
教
的
情
味

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
毎
日
電
報
に
出
づ
、
○
午
后
、
浦
谷
熊
吉
、

樋
口
秀
雄
、東
譲
三
郎
、原
平
吉
来
訪
す
、○
濱
田
健
次
郎
よ
り
来
状
、○
夜
、

「
御
即
位
式
大
甞
祭
式
図
説
」
の
序
を
草
す
、
○
「
襲
国
偽
僣
考
」
を
読
む
、

○
此
日
、
反
物
を
齋
藤
儀
八
に
送
る
、

廿
九
日
、 

午
前
、
文
部
省
よ
り
「
教
育
勅
語
訳
纂
」
を
送
来
る
、
○
「
御
即
位

式
大
甞
祭
式
図
説
」
の
序
を
生
田
目
経
徳
に
送
る
、
○
浦
谷
熊
吉
、
黒
住
宗

武
来
訪
す
、
○
在
ラ
イ
プ
チ
ヒ
府
上
田
整
次
よ
り
絵
葉
書
来
る
、
○
「
襲
国

偽
僣
考
」
を
読
む
、
○
午
后
、
高
橋
虎
豹
太
、
西
田
敬
止
来
訪
す
、
○
村
田

五
郎
よ
り
鰹
節
、
六
盟
館
よ
り
ハ
ン
ケ
チ
二
打
を
送
来
る
、
○
「
襲
国
偽
僣

考
」
を
読
む
、
○
清
子
を
拉
し
て
博
品
館
に
赴
く
、
坪
井
正
五
郎
に
逢
ふ
、

○
文
明
協
会
よ
り
「
近
時
の
経
済
変
動
」
を
送
来
る
、○
夜
、「
襲
国
偽
僣
考
」

を
読
む
、

三
十
日
、 

午
前
、「
襲
国
偽
僣
考
」
を
読
む
、
○
教
科
書
会
よ
り
書
類
来
る
、

○
水
島
耕
一
郎
、
森
良
三
郎
来
る
、
○
三
井
銀
行
に
赴
く
、
○
午
后
、
三
菱

銀
行
に
赴
く
、
後
藤
牧
太
に
逢
ふ
、
○
多
賀
羅
亭
に
之
き
、
昼
食
を
畢
へ
て

帰
る
、
○
婦
人
画
報
を
井
上
貞
子
、
吉
武
静
子
、
井
上
志
げ
子
に
送
る
、
○

菓
子
箱
を
冨
田
春
山
及
び
井
上
道
喜
子
に
送
る
、
○
不
在
中
井
上
円
了
及
び

岩
﨑
歌
郎
来
訪
す
、
○
清
子
、
真
綿
を
携
へ
て
姉
﨑
宅
を
訪
ふ
、
○
暁
星
学

校
よ
り
来
状
、
○
夜
、
雑
事
を
な
す
、
○
小
澤
錦
十
郎
よ
り
賀
状
来
る
、

丗
一
日
、 

午
前
、
松
尾
佺
次
郎
、
堀
田
相
爾
、
芝
田
徹
心
よ
り
来
状
、
○
井
上

成
美
、
田
中
義
能
来
訪
す
、
○
元
良
勇
次
郎
宅
よ
り
菓
子
箱
壱
箇
及
び
干
柿

壱
箇
を
送
来
る
、
○
佐
々
木
信
綱
に
鶏
卵
箱
を
、
小
林
一
郎
に
菓
子
と
ハ
ン

ケ
チ
を
送
る
、
○
午
后
、
弘
道
館
よ
り
「
吉
田
松
陰
」、
樋
口
秀
雄
よ
り
「
社

会
政
策
と
近
世
科
学
」、
帝
国
教
育
会
よ
り
ビ
ー
ル
壱
打
、
伊
澤
修
二
宅
よ

り
ビ
ー
ル
半
打
及
び
半
襟
、
冨
尾
木
知
佳
よ
り
葡
萄
酒
二
本
を
送
来
る
、
○

マ
ニ
ユ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ラ
ー
ス
生
命
保
険
会
社
員
池
田
三
男
也
来
る
、
乃
ち
之
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五

資
料　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
二
年
―
』

に
保
険
会マ
マ

を
払
ふ
、
○
三
並
良
来
訪
す
、
○
英
爾
を
浦
谷
宅
に
遣
は
す
、
○

夜
、
国
民
新
聞
社
よ
り
ビ
ー
ル
壱
箱
を
送
来
る
、
○
英
爾
を
買
物
に
遣
は
す
、

○
茲
に
歳
末
に
際
し
、
過
去
一
年
間
の
事
を
瞥
見
す
る
に
、
購
入
書
籍
総
計

八
拾
壱
部
（
内
洋
書
拾
壱
部
）
○
寄
贈
書
類
総
計
百
八
拾
弐
部
（
弐
百
四
拾

壱
冊
）
○
七
月
以
後
の
教
科
書
検
印
数
は
女
子
八
百
九
拾
、
師
範
四
百
、
倫

理
壱
百
、
中
学
四
百
、
之
を
六
月
以
前
の
分
と
合
計
す
れ
ば
、
六
万
千
九
百

3

3

3

3

3

拾
参
部

3

3

3

、（
以
上
金
港
堂
）
○
六
月
以
後
文
学
社
検
印
数
ハマ
マ

六
百
、
之
を
六

月
以
前
の
分
と
合
計
す
れ
ば
、壱
万
四
千
四
百
八
拾
○
両
者
を
合
計
す
れ
ば
、

七
万
六
千
参
百
九
拾
参
部
、
○
其
他
六
月
以
後
の
検
印
は
勅
語
衍
義
一
千
、

学
生
宝
鑑
五
百
、
釈
迦
牟
尼
伝
五
百
、
陽
明
二
百
、
古
学
一
百
、
朱
子
五
拾
、

○
一
年
間
総
発
行
部
数
八
万
弐
千
八
百
四
拾
参
部

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

、
○
「
東
亜
の
光
」
十
二

月
発
行
数
弐
千
六
百
部

3

3

3

3

3

、

年
末
到
来
品
如
レ

左

葡
萄
酒
二
ビ
ン 

冨
尾
木 

ビ
ー
ル
壱
箱 
政
教
社

真
綿 

岩
田
僊
太
郎 

兎 
尾
上
八
郎

鴨
四
羽 

黒
田
侯
爵 

鶏
卵
箱 

三
省
堂

砂
糖
壱
樽 

文
栄
閣 

砂
糖
大
箱 

東
京
社

ハ
ン
ケ
チ
二
箱 

六
盟
館 

鴨
二
羽 

基
次
郎

菓
子
箱 

田
中
義
能 

ロ
ジ
ー
子 

磯
辺
弥
一
郎

ビ
ー
ル
半
打 

齋
藤
製
作
所 

蜜
柑
壱
箱 

森
良
三
郎

蜜
柑
壱
箱 

阿
部
維
巌 

菓
子
箱 

深
作
安
文

鶏
卵
箱 

弘
道
館 

真
綿
に
梅
乾 

植
田
弥
吉

ビ
ー
ル
壱
打 

帝
国
教
育
会 

鰹
節 

村
田
五
郎

菓
子
と
乾
柿 

元
良
勇
次
郎 

ビ
ー
ル
壱
箱
と
半
襟 

伊
澤

蜜
柑
箱 

勝
田
吉
次
郎 

反
物
一
反 

堀
田
相
爾

絹
切
レ 

石
川
栄
司 

紋
羽
二
重
と
文
房
具 

同
文
館

干
柿
と
菓
子 

姉
﨑 

魚
餅 

小
杉
熈

魚
煎
餅 

吉
田
熊
次 

台
湾
野
菜 

伊
藤
伊
之
助

醤
油
二
ビ
ン 

伊
藤
六
三 

鶏
卵
箱 

冨
山
房

菓
子
箱 

浅
倉
屋 

ビ
ー
ル
半
打 

佐
々
木
信
綱

ビ
ー
ル
半
打 

林
平
次
郎 

鶏
卵
箱 

文
学
社

鶏
卵
箱 

清
水
満
之
助 

漬
物 

成
美
堂

ビ
ー
ル
壱
打 

大
倉
書
店 

縮
緬
壱
反 

成
美

反
物
一
反 

磯
江
潤 

菓
子
箱 

原
秀
四
郎

蜜
柑
箱 

岩
橋
遵
成 

鴨
二
羽 

隆
文
館

鮭 

村
松


